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■ はじめに 
本調査は、「町民が評価する行政サービスの品質」を主題に、調査結果は「町の通信簿」として公

開することを前提として実施したものであり、平成１５年から隔年で実施し今回で９回目となりま

した。当初３回は町内全世帯を対象としておりましたが、平成２１年の４回目調査より回答者の年

代の偏りを少なくするため、町内在住の方を無作為で抽出し郵送による調査票の配布・回収を行う

方法に改めており、今回は１，７０７人（回収率：３４．１％）の方々にご回答をいただくことが

できました。前回回収率（３６．６％）と比較すると回収率は低くなりましたが、このような調査

に多くの皆様からご回答頂いたことは、行政に対する期待のあらわれであると受け止めています。 
また、設問内容は平成２３年度から取り組んでいる第二次総合計画の施策体系に合わせたものと

しており、この計画に対する調査は５回目となります。問い方は総合計画に基づく町の「施策内容」

の満足度を直接的にお聞きするのではなく、施策の成果指標となる「皆さんの暮らしの状態（生活

実感）」をお聞きする方法をとりました。各施策が実現を目指している状態を設問として提示し、「そ

う思う」、「まあそう思う」、「あまりそう思わない」、「そう思わない」の４段階で評価していただい

ています。そして、「そう思う」、「まあそう思う」と回答した方の割合を住民満足度としました。 
さらに、重要度が高いにもかかわらず満足度が低い設問に対応する施策が、町民の皆様が特に必

要と感じている施策であり、今後の課題といえることから、重要度の偏差値から満足度の偏差値を

差し引いた値（差）を「必要度」と定義しました。 
調査結果は、満足割合や偏差値などの指標をもとに「ＡＡＡ＋」から「Ｄ」までの１１段階に区

分しランク付けをしています。 
多くの皆様の期待が込められた一枚一枚の集大成を、単なる結果報告として終わらせることなく、

それぞれの施策の充実や改善に結びつけることが、町の大きな使命の一つであると捉えています。 

 

■ 実施の意義 

企業においては、市場の動向把握は経営上の重要事項であり、顧客満足度の向上を図るうえで欠

くことのできない活動です。一方、地方自治体は地方分権に端を発する三位一体改革以降、総花的

な施策体系ではなく優先度に応じた施策の選択と集中が求められています。このことから、町民が

何を重要と考え、何に不満を持っているのか、それを改善するうえでの基準や尺度は何なのかとい

ったことが大きな意味を持っています。 
この調査は、例えるなら目印のない海洋上でおおまかな進路を決めるための方位磁針となるもの

です。これを基に、個別施策について適した方法で町民の意見を反映させながら進めることにより、

町民視点に立ったまちづくりを推進することができるものと考えており、町民が評価する行政サー

ビスの品質を客観的に捉えるための手段として継続的に実施しています。 
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■ 調査の目的 

 継続的に行政経営品質を向上させるために「住民満足の基準となる物差し」を作成し、町民が感

じている町の各施策に対する満足度及び重要度を定期的に調査・分析することにより行政サービス

の向上に資するとともに各施策を実施、評価及び改善する上での指標とする。 

 

■ 調査の方法 

１ 調査期日 令和元年９月２５日 

２ 実施方法 調査票を対象世帯に配布し、一定の記入期間経過後回収する方法とした。 

３ 調査対象 １８歳から７５歳まで各年代から無作為抽出された計５,０００名に対し郵送に

よる調査票の配布及び回収を行った。提出は任意とした。 

４ 実施時期 

(1)  実施期日  令和元年９月２５日（９月２５日発送） 

(2)  記入期間  令和元年９月２５日～１０月１８日 

(3)  提出期間  令和元年９月２５日～１０月１８日 

（１１月３０日までに届いた分を集計対象） 

(4)  集計期日  令和元年１１月３０日 

(5)  周知時期  「紫波ネット」令和２年４月総合版（予定） 

(6)  報告期日  令和２年４月（報告書「町の通信簿２０１９」発行） 

５ 調査方法 

(1) 調査項目 

①施策項目  ６８項目（現行総合計画基本計画の施策体系を基に、原則として各項 1 問と

した。ただし、ダブルバーレル（どちらにもとれる、あいまいな質

問）の回避や、一項目で設問の表現が難しい項目は分割した。（例）

広聴・広報） 

②総合項目   ３項目（定住意識、生活全般の満足度、行政サービスの満足度） 

③自由記入項目 １項目（町政に関しての自由意見） 

④属性項目   ９項目（性別、年代、職業、居住地区及び期間） 

(2) 記入方法   

①施策項目は、満足度及び重要度について各４＋１段階で該当番号に丸印をつける。 

②総合項目は、４＋１段階で該当番号に丸印をつける。 

③属性項目は、該当する番号に丸印をつける。 

６ 分析方法 
(1) 偏差値を用いた相対評価及び絶対評価 

(2) プロフィール別要因分析 

(3) 満足度及び重要度による２次元分析 

７ 調査票様式  別紙（Ａ４両面印刷４頁相当） 
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■ 指標 
各施策の満足割合を基本の評価指標として設定した。また、補助指標として満足度と重要度につ

いてそれぞれの関心度（「そう思う」、「そう思わない」と回答した方の割合）、認知度（有効記入率）

及び偏差値を設定した。さらに、施策項目間の比較を容易にするために総合的な指標として満足割

合をもとに「ＡＡＡ＋」から「Ｄ」までの１１段階の評価基準を設定した。 

 

■ プロフィール 

● 回収率   令和元年9月1日現在の18歳から75歳まで各年代から無作為抽出された計

5,000名に対し郵送による調査票の配布を行った。 

回収件数は1,707件、回収率34.1％であり、前回より2.5ポイント下回っ

た。 

● 地区別   日詰37.6％（前回39.2％）、赤沢35.9％（前回29.8％）、古館35.5％（前

回35.7％）の順となっている。低いほうでは赤石28.3％（前回33.2％）、

水分28.6％（前回38.0％）、佐比内29.6％（前回34.0％）となっており、

水分の回収率の落ち込みが全体の中でも比較的大きい。 

● 男女別   全体では男 43.0％（前回 44.6％）、女 56.7％（前回 55.4％）となってお

り、女が 13.7 ポイント高かった。中でも、水分（男 29.4％、女 70.6％、

較差41.2ポイント）と較差が大きい。それに対して赤沢（男59.6％、女

38.5％、較差21.1ポイント）、長岡（男59.2％、女40.8％、較差18.4ポ

イント）では男のほうが上回っている。 

● 年代別   60 歳代（21.6％）、40歳代(19.4％)の順に高い。10歳代(3.1％)が最も低

い。 

● 世帯員数別 ４人世帯（26.8％）が最も高く、以下３人（23.6％）、２人（19.8％）と

続く。１人世帯（5.1％）が最も低い。 

● 子供人数別 ２人（39.4％）が最も高く、次にいない（27.2％）が続く。 

● 居住期間別 30年以上（40.0％）が最も高い。次いで20～30年未満(21.9％)となって

おり、前回(19.3％)より伸びている。 

● 通勤先別  町外（49.5％）が約半数である。 

● 職業別   勤め（46.6%）が圧倒的に高い。 

● 住まい別  持ち家（90.7％）が圧倒的に高く、次に借家（9.3％）が続く。若干持ち

家割合が増加している。 

● 自由記入率  670件の記入があり、回収数に対して39.3％であった。前回は、528件 

（28.8％）であり、記入率が10.5ポイント増加した。 

  ・地区別   長岡（50.0％）が最も高く、赤石（43.3％）、水分（41.5％）、日詰（41.3％）

がやや高い。 

  ・男女別   女（41.4％）のほうが男（35.7％）より高い。 

  ・年代別   30歳代（46.8％）、40歳代（44.7%）、20歳代（42.6％）が高い。 
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・世帯員数別 ３人世帯（41.9％）が最も高く、次いで４人世帯（41.3％）となっている。 

  ・子供人数別 ２人(41.0%)が最も高く、いない(40.7%)が続く。４人(23.1%)が低い。 

  ・居住期間別 ５～１０年未満（49.1%）、５年未満（43.0％）が高い。 

  ・通勤先別  町外（43.3％）が町内（34.7％）を上回っている。 

  ・職業別   サンプル数は少ないが主婦（46.5％）が最も高く、その他（45.7％）が続

く。自由業（14.3％）が低い。 

  ・住まい別  借家（41.6％）が持ち家（39.1％）を上回っている。 
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7
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%
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1
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由

記
入

件
数
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2
.1

%
)

(1
7
.5
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)

(2
0
.2

%
)

(1
8
.2

%
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(1
9
.7

%
)

(1
0
.8
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)
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調
査
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5
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%
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1
.4

%
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%
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.2

%
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2
.6

%
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6
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%
3
7
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2
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%
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3
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3
0
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4
.8

%
)
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4
.1
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1
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2
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%
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4
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%
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9
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%
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1
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1
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地
区

日
詰

古
館

水
分

年
　

　
　

　
　

代
　

　
　

　
　

別
自

由
記

入
件

数
割

合
①

回
収

率
①

2
0
1
9
/
9
/
1
現

在

対
象

世
帯

・
構

成
比

男
女

性
　

　
　

　
　

　
　

別
回

収
数

そ
の

他

(3
6
.6

%
)

(2
8
.8

%
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志
和

赤
石

彦
部

佐
比

内

赤
沢

長
岡

計

回
答

構
成

比
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0
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ロ
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①
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.6

%
3
8
7

2
2
.7

%
1
6
0

2
3
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0
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■　総合評価

表1-1 表1-2

今回 前回 比較 今回 前回 比較

B- B+ ↓ AAA+ AAA+ ←

前回（57.4%）より3.5%低下し、53.9%であった。認知度（68.3%）は前回（67.6%）より0.7%上昇した。

▼平均重要度
前回（92.3%）より0.6%上昇して92.9%と極めて高い。また、認知度（88.2%）も極めて高い。

▼生活全般の満足度
前回（71.1%）より5.3%低下したが65.8%と高い。また、認知度（96.4%）は極めて高い。

▼行政サービスの満足度
前回（70.1%）より8.9%低下したが61.2%とやや高い。また、認知度（89.3%）は極めて高い。

▼定住希望
前回（86.7%）より2.8%低下したが83.9%と極めて高い。また、認知度（93.7%）も極めて高い。

表1-3

平　均
満足度

そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

わからな
い

満足度
偏差値

関心度
関心度
偏差値

認知度
認知度
偏差値

件数 146 483 354 183
12.5% 41.4% 30.4% 15.7%

前回 594 50.7 26.5% 50.7 67.6%

表1-4

平　均
重要度

そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

わからな
い

満足度
偏差値

関心度
関心度
偏差値

認知度
認知度
偏差値

件数 772 626 91 16
51.3% 41.6% 6.0% 1.1%

前回 240 50.5 51.7% 50.6 86.9%

表1-5

生活全般 そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

わからな
い

満足度
偏差値

関心度
関心度
偏差値

認知度
認知度
偏差値

件数 221 862 374 189
13.4% 52.4% 22.7% 11.5%

前回 76 59.0 24.8% 47.4 95.9% 57.9

表1-6

行政
サービス

そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

わからな
い

満足度
偏差値

関心度
関心度
偏差値

認知度
認知度
偏差値

件数 156 778 412 179
10.2% 51.0% 27.0% 11.7%

前回 200 58.4 22.3% 47.0 89.1% 56.9

表1-7

定住希望 そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

わからな
い

満足度
偏差値

関心度
関心度
偏差値

認知度
認知度
偏差値

件数 616 725 170 88
38.5% 45.3% 10.6% 5.5%

前回 127 68.5 47.4% 50.7 93.1% 57.5

評価基準表
満足割合(%) 偏差値 レベル 表示 表現方法

85～ 80～ AAA+ ★★★ 極めて高い

80～84 75～79 AAA- ★★★
75～79 70～74 AA+ ★★ かなり高い

70～74 65～69 AA- ★★
65～69 60～64 A+ ★ 高い

60～64 55～59 A- ★ やや高い

55～59 50～54 B+ ● 普通

50～54 45～49 B- ● やや低い

45～49 40～44 C+ ▲ 低い

40～44 35～39 C- ▲ かなり低い

～39 ～34 D × 極めて低い

割合

平均重要度平均満足度

割合
53.9% 46.1%

50.6540

▼平均満足度

88.2%50.6

評価レベル B- ●

28.2% 50.4 68.3%

52.4%

92.3% 7.7%

61 57.8

42.6%57.4%

50.3
92.9% 7.1%

202

割合
65.8% 34.2%

57.446.924.9% 96.4%

83.9% 16.1%
93.7%

71.1% 28.9%

182 55.1 89.3%

86.7% 13.3%

44.0% 57.0

割合
61.2% 38.8%

22.0% 46.5 56.3

49.7

70.1% 29.9%

108 68.7
割合

 満足割合85%超を「AAA+」として、以下5ポイント刻みで「C-」まで
各レベルを割り当て、39%未満を一括して「D」とした。 

 項目別の評価に際しては、偏差値を各レベルの参考指標値とし

た。基準となる「B+」を「50～54」に割り当て、上下方向に5ポイント

毎にレベルを設定した。 
 偏差値は、評価点を基準に算出しているため、点数の偏りにより、
必ずしも満足割合のレベルと一致するものではなく、参考値として
用いる。 

※較差について、0～5%を「ほとんど無い」、5～10%を「小さい」、10～15%
を「やや大きい」、15～20%を「大きい」、20～25%を「かなり大きい」、25%以
上を「極めて大きい」と表記する。但し、比較項目が2つの場合は、一つ上
のランクの表記を用いることとする。 
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■　観点別評価
●地区別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼プロフィール
回収率は日詰（37.6%）が最も高く、赤沢（35.9%）、古館（35.5%）、志和（33.7%）が続く。赤石（28.3%）が低い。

▼生活全般の満足度
日詰（72.0%）が最も高く、赤石（70.6%）がそれに続く。佐比内（45.2%）が低い。
全地区で認知度は90%以上である。

表1-8

満足 まあ満足
やや不

満
不満 わからない 計 有効計 認知度

59 211 63 42

15.7% 56.3% 16.8% 11.2%

前回 10 383 373 97.4%

67 245 108 59

14.0% 51.1% 22.5% 12.3%

前回 19 488 469 96.1%

7 32 15 11

10.8% 49.2% 23.1% 16.9%

前回 2 104 102 98.1%

25 86 40 16

15.0% 51.5% 24.0% 9.6%

前回 10 205 195 95.1%

41 163 70 15

14.2% 56.4% 24.2% 5.2%

前回 13 349 336 96.3%

8 38 18 14

10.3% 48.7% 23.1% 17.9%

前回 2 89 87 97.8%

1 18 14 9

2.4% 42.9% 33.3% 21.4%

前回 1 52 51 98.1%

4 33 14 8

6.8% 55.9% 23.7% 13.6%

前回 5 51 46 90.2%

7 24 18 7

12.5% 42.9% 32.1% 12.5%

前回 3 86 83 96.5%

2 12 14 8

5.6% 33.3% 38.9% 22.2%

前回 11 25 14 56.0%

221 862 374 189

13.4% 52.3% 22.7% 11.5%

前回 76 1,832 1,756 95.9%

65

37.3%

佐比内

今回
59.0%

69.0%

件　数

45.2%

彦部

割合

赤沢

件　数

割合
今回

62.7%

67.4% 32.6%

水分
割合

今回
60.0%

69.6%

件　数

地区別

日詰

件　数

割合
今回

古館

件　数

割合
今回

65.1%

70.8%

72.0%

75.9%

志和

54.8%

54.9% 45.1%

赤石

件　数

割合
今回

割合

31.0%

41.0%

件　数

割合
今回

68.2%

今回

件　数

70.6% 29.4%

73.8%

31.8%

66.5% 33.5%

50.0%

44.6%

66.3% 33.7%

長岡

件　数

割合
今回

合計

件　数

割合
今回

65.8% 34.2%

71.1%

空白

28.9%

件　数

割合
今回

61.1%

50.0%

95.1%

26.2%

2989 289

55.4%

38.9%

24.1%

375

1679 176

34.9%

30.4%

29.2%

40.0%

28.0%

12 387

0 65

自由回答割合は長岡（50.0%）が最も高く、赤石（43.3%）、水分（41.5%）、日詰（41.3%）が続く。赤沢（32.8%）が低
い。

2 61 59 96.7%

100.0%

100.0%

94.9%

42420

96.9%

19 498 479 96.2%

97.0%

4 82 78

96.4%61 1,707 1,646

96.6%

4 40 36 90.0%

2 58 56
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■　観点別評価
●地区別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼プロフィール
回収率は日詰（37.6%）が最も高く、赤沢（35.9%）、古館（35.5%）、志和（33.7%）が続く。赤石（28.3%）が低い。

▼行政サービスの満足度
水分（69.5%）が最も高く、日詰（65.2%）がそれに続く。佐比内（48.8%）が低い。
全地区で認知度は75%以上である。

表1-9

満足 まあ満足
やや不

満
不満 わからない 計 有効計 認知度

44 181 80 40

12.8% 52.5% 23.2% 11.6%

前回 38 383 345 90.1%

45 215 121 56

10.3% 49.2% 27.7% 12.8%

前回 57 488 431 88.3%

5 36 16 2

8.5% 61.0% 27.1% 3.4%

前回 8 104 96 92.3%

21 74 43 17

13.5% 47.7% 27.7% 11.0%

前回 25 205 180 87.8%

22 147 74 25

8.2% 54.9% 27.6% 9.3%

前回 32 349 317 90.8%

5 42 24 7

6.4% 53.8% 30.8% 9.0%

前回 6 89 83 93.3%

2 18 10 11

4.9% 43.9% 24.4% 26.8%

前回 5 52 47 90.4%

7 26 16 9

12.1% 44.8% 27.6% 15.5%

前回 10 51 41 80.4%

5 28 16 4

9.4% 52.8% 30.2% 7.5%

前回 8 86 78 90.7%

0 11 12 8

0.0% 35.5% 38.7% 25.8%

前回 11 25 14 56.0%

156 778 412 179

10.2% 51.0% 27.0% 11.7%

前回 200 1,832 1,632 89.1%

77.5%

64.5%

53 91.4%58

89.3%182 1,707 1,525

9 40 31

37.7%

5

71.4%

38.8%

155

59

39.7%

268

97.6%

3 61 58 95.1%

4142

38.3%

29.9%

89.1%

61 498 437 87.8%

345

90.8%

88.1%

6 65

28.2%

38.7%

30.5%

89.9%

4 82 78 95.1%

26.8%

赤沢

件　数

48.8%
佐比内

合計

件　数

割合
今回

61.2%

空白

件　数

今回

28.6%

70.1%

71.8%

長岡

件　数

割合
今回

62.3%

今回

387

28.1%

40.5%

66.1% 33.9%

件　数

31.3%

51.2%

60.3%

68.7%

件　数

割合

34.8%

26.4%

42

298

176

今回

今回

69.5%

71.9%

件　数

30

古館

件　数

割合
今回

59.5%

水分
割合

志和

61.7%

赤石

彦部

件　数

割合
今回

今回
61.3%

69.4%

63.1%

自由回答割合は長岡（50.0%）が最も高く、赤石（43.3%）、水分（41.5%）、日詰（41.3%）が続く。赤沢（32.8%）が低
い。

地区別

日詰

件　数

割合
今回

65.2%

73.6%

35.5%

1

割合
今回

56.9% 43.1%

36.9%

73.2%

30.6%

21

件　数

割合

80.5%

割合

19.5%

割合
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■　観点別評価
●地区別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼プロフィール
回収率は日詰（37.6%）が最も高く、赤沢（35.9%）、古館（35.5%）、志和（33.7%）が続く。赤石（28.3%）が低い。

▼定住希望
赤石（86.9%）が最も高く、水分（86.7%）がそれに続く。佐比内（75.6%）が低い。
全地区で認知度は80%以上である。

表1-10

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

そう思わな
い

わからない 計 有効計 認知度

145 172 32 21

39.2% 46.5% 8.6% 5.7%

前回 25 383 358 93.5%

154 233 52 21

33.5% 50.7% 11.3% 4.6%

前回 36 488 452 92.6%

29 23 4 4

48.3% 38.3% 6.7% 6.7%

前回 6 104 98 94.2%

79 56 15 9

49.7% 35.2% 9.4% 5.7%

前回 13 205 192 93.7%

104 141 28 9

36.9% 50.0% 9.9% 3.2%

前回 20 349 329 94.3%

37 26 11 6

46.3% 32.5% 13.8% 7.5%

前回 2 89 87 97.8%

16 15 5 5

39.0% 36.6% 12.2% 12.2%

前回 3 52 49 94.2%

20 28 9 2

33.9% 47.5% 15.3% 3.4%

前回 2 51 49 96.1%

25 19 7 5

44.6% 33.9% 12.5% 8.9%

前回 8 86 78 90.7%

7 12 7 6

21.9% 37.5% 21.9% 18.8%

前回 12 25 13 52.0%

616 725 170 88

38.5% 45.3% 10.6% 5.5%

前回 127 1,832 1,705 93.1%

60

18.6%

佐比内

今回
78.8%

89.7%

件　数

75.6%

彦部

割合

赤沢

件　数

割合
今回

81.4%

81.6% 18.4%

水分
割合

今回
86.7%

83.7%

件　数

地区別

日詰

件　数

割合
今回

古館

件　数

割合
今回

84.1%

81.6%

85.7%

91.1%

志和

24.4%

91.8% 8.2%

赤石

件　数

割合
今回

割合

10.3%

21.3%

件　数

割合
今回

87.0%

今回

件　数

86.9% 13.1%

89.7%

13.0%

84.9% 15.1%

61.5%

21.4%

88.5% 11.5%

長岡

件　数

割合
今回

合計

件　数

割合
今回

83.9% 16.1%

86.7%

空白

13.3%

件　数

割合
今回

40.6%

38.5%

97.6%

10.3%

29816 282

78.6%

59.4%

8.9%

370

15917 176

15.9%

16.3%

18.4%

13.3%

14.3%

17 387

5 65

自由回答割合は長岡（50.0%）が最も高く、赤石（43.3%）、水分（41.5%）、日詰（41.3%）が続く。赤沢（32.8%）が低
い。

2 61 59 96.7%

97.6%

92.3%

90.3%

41421

95.6%

38 498 460 92.4%

94.6%

2 82 80

93.7%108 1,707 1,599

96.6%

8 40 32 80.0%

2 58 56
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■　観点別評価
●男女別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度
▼認知度　

表1-11

満足 まあ満足
やや不

満
不満 わからない 計 有効計 認知度

77 329 132 61

12.9% 54.9% 22.0% 10.2%

前回 16 649 633 97.5%

114 405 183 88

14.4% 51.3% 23.2% 11.1%

前回 29 805 776 96.4%

0 0 0 4

0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

前回 - - - -

30 128 59 36

11.9% 50.6% 23.3% 14.2%

前回 31 378 347 91.8%

●男女別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼満足度 女（62.6%）が最も高く、男（61.0%）がそれに続く。その他(0.0%)が低い。
▼認知度　 その他（100.0%）が最も高く、男（93.2%）がそれに続く。女(87.5%)が低い。

表1-12

満足 まあ満足
やや不

満
不満 わからない 計 有効計 認知度

61 291 169 56
10.6% 50.4% 29.3% 9.7%

前回 57 649 592 91.2%
68 379 183 84
9.5% 53.1% 25.6% 11.8%

前回 96 805 709 88.1%
0 0 0 4

0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

前回 - - - -
27 108 60 35

11.7% 47.0% 26.1% 15.2%

前回 47 378 331 87.6%

●男女別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度 男（88.1%）が最も高く、女（81.8%）がそれに続く。その他(0.0%)が低い。
▼認知度　 男（94.8%）が最も高く、女（92.8%）がそれに続く。その他(75.0%)が低い。

表1-13

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

そう
思わない

わからない 計 有効計 認知度

257 260 45 25
43.8% 44.3% 7.7% 4.3%

前回 38 649 611 94.1%
271 348 91 47
35.8% 46.0% 12.0% 6.2%

前回 53 805 752 93.4%
0 0 0 3

0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

前回 - - - -
88 117 34 13

34.9% 46.4% 13.5% 5.2%

前回 36 378 342 90.5%

その他

件　数

1 4 3 75.0%
割合

今回
0.0% 100.0%
- -

その他

件　数

0 4 4 100.0%

割合
今回

0.0% 100.0%

- -

268 252
81.3%

空白

件　数

16
割合

今回
18.7%

85.4% 14.6%

18.2%

男女別

男

件　数

94.0%

230

714

94.4%

816 757

619

268 253

94.8%587

87.5%

4 4 100.0%

88.7% 11.3%

85.8% 14.2%

96.8%

26 816 790

20 619

34.3%

32.2%

96.8%

31.3%

92.8%

37.5%

268

39.0%

65.7%

31.6%

26.7%

0

女
59

85.8%

33.8%
58.7% 41.3%
66.2%

32
割合

今回

件　数

割合
今回

81.8%

88.1% 11.9%

割合
今回

男
割合

今回

68.4%

男女別

男

件　数

割合
今回

女

件　数

今回

件　数

割合

男女別

73.2%

空白

件　数

割合
今回

70.6%

空白

件　数

38

件　数

102 816
割合

今回
62.6% 37.4%
73.3%

女

その他

件　数

割合
今回

0.0% 100.0%
- -

男（67.8%）が最も高く、女（65.7%）がそれに続く。その他(0.0%)が低い。
その他(100.0%)が最も高く、男（96.8%）と女（96.8%）がそれに続く。

599

67.8%

68.7%

42 619

29.4%

26.8%

15

577

62.5%

93.2%
61.0%
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■　観点別評価
●年代別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度

▼認知度

表1-14

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い 計 有効計 認知度

12 23 9 5

24.5% 46.9% 18.4% 10.2%

前回 1 29 28 96.6%

34 82 36 30

18.7% 45.1% 19.8% 16.5%

前回 11 220 209 95.0%

27 130 57 35

10.8% 52.2% 22.9% 14.1%

前回 12 317 305 96.2%

46 184 60 27

14.5% 58.0% 18.9% 8.5%

前回 10 366 356 97.3%

33 170 79 36

10.4% 53.5% 24.8% 11.3%

前回 10 330 320 97.0%

46 193 86 34

12.8% 53.8% 24.0% 9.5%

前回 10 358 348 97.2%

23 75 43 20

14.3% 46.6% 26.7% 12.4%

前回 12 196 184 93.9%

0 5 4 2

0.0% 45.5% 36.4% 18.2%

前回 10 16 6 37.5%

50歳代（98.8%）が最も高く、60歳代（98.1%）がそれに続く。10歳代（92.5%）が低い。

94.2%

98.8%

7 366 359 98.1%

30.0%

4 322 318

今回
71.4%

82.1%

75.6% 24.4%

28.6%

4 53 49

84.6%

161

2 13 11

40歳代（72.6%）が最も高く、10歳代（71.4%）がそれに続く。70歳代以上（60.9%）が低い。

92.5%

8 190 182 95.8%

63.7%

94.7%

96.4%

年代別

10歳代

件　数

割合

空白

件　数

割合
今回

40歳代

39.1%

69.6% 30.4%

50歳代

33.3% 66.7%

70歳代
以　上

今回
66.6%

72.4%

36.2%

33.4%
60歳代

割合

件　数

45.5% 54.5%

10 171

件　数

割合
今回

60.9%

27.6%

20歳代

件　数

割合
今回

31.5%

件　数

割合
今回

72.6%

70.8% 29.2%

30歳代
割合

今回
63.1%

68.5%

件　数

17.9%

件　数

割合
今回

63.8%

70.0%

27.4%

36.9%

31712

36.3%

329

14 263 249
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■　観点別評価
●年代別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼満足度

▼認知度

表1-15

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い 計 有効計 認知度

4 19 14 6

9.3% 44.2% 32.6% 14.0%

前回 5 29 24 82.8%

15 76 37 27

9.7% 49.0% 23.9% 17.4%

前回 24 220 196 89.1%

19 109 70 34

8.2% 47.0% 30.2% 14.7%

前回 29 317 288 90.9%

34 153 75 37

11.4% 51.2% 25.1% 12.4%

前回 35 366 331 90.4%

25 158 74 31

8.7% 54.9% 25.7% 10.8%

前回 41 330 289 87.6%

37 184 92 29

10.8% 53.8% 26.9% 8.5%

前回 34 358 324 90.5%

22 75 47 13

14.0% 47.8% 29.9% 8.3%

前回 22 196 174 88.8%

0 4 3 2

0.0% 44.4% 33.3% 22.2%

前回 10 16 6 37.5%

空白

件　数

割合

16.7%

今回

60歳代（64.6%）が最も高く、50歳代（63.5%）がそれに続く。10歳代（53.5%）が低い。

60歳代（93.4%）が最も高く、70歳代以上（91.8%）がそれに続く。10歳代（81.1%）が低い。

44.4%

14 171

件　数

割合
今回

61.8%

53.5%

66.7%

46.5%

33.3%

年代別

10歳代

件　数

割合
今回

30歳代
割合

今回
55.2%

60.1%

件　数

58.7% 41.3%

65.3% 34.7%

20歳代

件　数

割合
今回

40歳代

件　数

割合
今回

62.5%

72.2% 27.8%

77.0% 23.0%

50歳代

件　数

割合
今回

60歳代
割合 35.4%

23.8%

件　数

63.5% 36.5%

71.3%

70歳代
以　上

今回
64.6%

76.2%

83.3%

81.1%

35 190 155 81.6%

88.2%

53 4310

329 299

55.6%

322 288

90.9%

31

28.7%

34

263 232

37.5%

44.8%

39.9%

30

89.4%

38.2%

4 13 9 69.2%

157

24 366 342 93.4%

91.8%
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■　観点別評価
●年代別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度

▼認知度

表1-16

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ

ない

そう思わ
ない

わからな
い 計 有効計 認知度

14 22 6 6

29.2% 45.8% 12.5% 12.5%

前回 2 29 27 93.1%

57 85 20 20

31.3% 46.7% 11.0% 11.0%

前回 13 220 207 94.1%

67 129 30 12

28.2% 54.2% 12.6% 5.0%

前回 27 317 290 91.5%

108 141 38 19

35.3% 46.1% 12.4% 6.2%

前回 25 366 341 93.2%

116 140 35 15

37.9% 45.8% 11.4% 4.9%

前回 18 330 312 94.5%

169 142 29 7

48.7% 40.9% 8.4% 2.0%

前回 20 358 338 94.4%

82 62 11 6

50.9% 38.5% 6.8% 3.7%

前回 12 196 184 93.9%

3 4 1 3

27.3% 36.4% 9.1% 27.3%

前回 10 16 6 37.5%

60歳代（89.6%）が最も高く、70歳代以上（89.4%）がそれに続く。10歳代（75.0%）が低い。

20歳代（95.8%）が最も高く、50歳代（95.0%）がそれに続く。30歳代（90.5%）が低い。

94.2%

95.0%

19 94.8%

95.8%

53 48 90.6%

190 182

306

件　数

366 347

8

22.0%

5

93.0%

25 263 238

18.6%

17.6%

12.2%

10.4%

84.6%

161

2 13

10 171

90.5%

329

78.0%

89.6%

75.0%

77.8%

25.0%

22.2%

85.5% 14.5%

23

83.7% 16.3%

87.8%

16

30歳代
割合

今回
82.4%

83.8%

件　数

40歳代

10.6%

94.0% 6.0%

50歳代

件　数

割合
今回

60歳代
割合

17.3%

16.2%

9.5%

件　数

割合
今回

81.4%

82.7%

20歳代

件　数

割合
今回

年代別

10歳代

件　数

割合
今回

空白

件　数

70歳代
以　上

50.0%

306322

今回

割合
今回

90.5%

件　数

割合
今回

89.4%

50.0%

63.6% 36.4%

11
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■　観点別評価
●世帯員数別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度 4人（68.7%）が最も高く、5人（66.8%）がそれに続く。単身（61.3%）が低い。
▼認知度 3人（97.0%）が最も高く、4人（96.9%）がそれに続く。単身（92.0%）が低い。

表1-17

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

10 39 14 17
12.5% 48.8% 17.5% 21.3%

前回 7 99 92 92.9%
43 172 83 26

13.3% 53.1% 25.6% 8.0%

前回 16 450 434 96.4%
53 192 92 52

13.6% 49.4% 23.7% 13.4%

前回 16 418 402 96.2%
58 245 91 47

13.2% 55.6% 20.6% 10.7%

前回 9 422 413 97.9%
29 110 50 19

13.9% 52.9% 24.0% 9.1%

前回 8 217 209 96.3%
28 98 43 26

14.4% 50.3% 22.1% 13.3%

前回 9 202 193 95.5%
0 6 1 2

0.0% 66.7% 11.1% 22.2%

前回 11 24 13 54.2%

●世帯員数別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼満足度 単身（75.3%）が最も高く、2人（63.8%）がそれに続く。4人（52.7%）が低い。
▼認知度 2人（89.9%）が最も高く、3人、4人（89.3%）がそれに続く。単身（88.5%）が低い。

表1-18

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

10 48 12 7
13.0% 62.3% 15.6% 9.1%

前回 12 99 87 87.9%
33 159 85 24

11.0% 52.8% 28.2% 8.0%

前回 52 450 398 88.4%
45 169 97 47

12.6% 47.2% 27.1% 13.1%

前回 39 418 379 90.7%
0.0% 19400.0% 121 53
0.0% 52.7% 32.9% 14.4%

前回 45 422 377 89.3%
14 106 48 23
7.3% 55.5% 25.1% 12.0%

前回 22 217 195 89.9%
11 99 48 22
6.1% 55.0% 26.7% 12.2%

前回 19 202 183 90.6%
0 3 1 3

0.0% 42.9% 14.3% 42.9%

前回 11 24 13 54.2%

2

7

9

74.6%

今回

33.3%

35.4%
25.4%

件　数

66.8% 33.2%
65.6%

64.6%

世帯員数別

単身

件　数

割合
今回

61.3%

14 455 441

64.1%
38.8%
35.9%

28.3%
33.6%

27.9%

今回

27.1%
68.7%
72.9%

6人
以上 割合

今回

2人

件　数

割合
今回

件　数

63.0%
72.1%

66.4%

件　数
71.7%

3人
割合

4人

5人

件　数

割合

今回

割合

92.0%

11 335 324 96.7%

7 87 80

97.0%

96.9%

12 401 389

31.3%

37.0%

96.7%

8 203 195 96.1%

34.4%

208215

世帯員数別

単身

46.2% 53.8%

空白

件　数

割合
今回

件　数

66.7%

87 77

81.8%

89.3%401 358

88.5%

11

301 89.9%

88.8%215 191

89.3%368

63.6%11 7

88.7%203 180

10
割合

今回
75.3% 24.7%
69.0% 31.0%

412

335
2人

件　数
34

割合
今回

63.8% 36.2%
71.6% 28.4%

3人

件　数
43

割合
今回

59.8% 40.2%
71.2% 28.8%

4人

件　数
44

割合
今回

52.7% 47.3%
71.1% 28.9%

5人

件　数
24

割合
今回

62.8% 37.2%
67.7% 32.3%

6人
以上

件　数
23

割合
今回

61.1% 38.9%
66.7% 33.3%

空白

件　数
4

割合
今回

42.9% 57.1%
53.8% 46.2%
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■　観点別評価
●世帯員数別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度 単身（90.9%）が最も高く、2人（85.9%）がそれに続く。3人（81.2%）が低い。
▼認知度 6人以上（95.6%）が最も高く、5人（94.4%）がそれに続く。単身（88.5%）が低い。

表1-19

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えば

そう思わない

そう思わな
い

わからない 計 有効計 認知度

36 34 6 1
46.8% 44.2% 7.8% 1.3%

前回 9 99 90 90.9%
133 134 32 12
42.8% 43.1% 10.3% 3.9%

前回 30 450 420 93.3%
133 174 42 29
35.2% 46.0% 11.1% 7.7%

前回 28 418 390 93.3%
151 206 45 26
35.3% 48.1% 10.5% 6.1%

前回 18 422 404 95.7%
77 95 22 9

37.9% 46.8% 10.8% 4.4%

前回 14 217 203 93.5%
85 77 22 10

43.8% 39.7% 11.3% 5.2%

前回 17 202 185 91.6%
1 5 1 1

12.5% 62.5% 12.5% 12.5%

前回 11 24 13 54.2%

72.7%3 11 8

11.0%

27 428455

95.6%

94.1%

203215 94.4%

9 203 194

12

88.5%

24 335 311 92.8%

7787

94.3%23 401 378

38.5%

15.3%

75.0% 25.0%

16.5%
13.0%

83.5%
87.0%

空白

件　数

割合
今回

89.0%

今回
6人
以上 割合

3人

今回

今回

61.5%

4人

5人
割合

割合

2人

件　数

割合
今回

件　数

割合

件　数

90.9%
86.7%

9.1%
13.3%

10

87.9% 12.1%
85.9%

81.2% 18.8%

14.1%

世帯員数別

単身

件　数

割合
今回

83.4%
85.1%

件　数

84.7% 15.3%
84.7%

今回

件　数
14.9%
16.6%
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■　観点別評価
●子どもの人数別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度

▼認知度 5人以上（100.0%）が最も高く、3人（98.5%）がそれに続く。4人（94.9%）が低い。

表1-20

満足 まあ満足
やや不
満

不満 わからない 計 有効計 認知度

39 104 68 27
16.4% 43.7% 28.6% 11.3%

前回 12 287 275 95.8%
77 369 136 59

12.0% 57.6% 21.2% 9.2%

前回 11 665 654 98.3%
35 140 57 32

13.3% 53.0% 21.6% 12.1%

前回 14 256 242 94.5%
3 25 7 2

8.1% 67.6% 18.9% 5.4%

前回 4 36 32 88.9%
0 3 2 0

0.0% 60.0% 40.0% 0.0%

前回 0 10 10 100.0%
62 207 100 64

14.3% 47.8% 23.1% 14.8%

前回 22 539 517 95.9%
5 14 4 5

17.9% 50.0% 14.3% 17.9%

前回 13 39 26 66.7%

●子どもの人数別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼満足度 4人（83.8%）が最も高く、5人以上（80.0%）がそれに続く。子どもはいない（58.4%）が低い。
▼認知度 5人以上（100.0%）が最も高く、4人（94.9%）がそれに続く。子どもはいない（83.5%）が低い。

表1-21

満足 まあ満足
やや不
満

不満 わからない 計 有効計 認知度

26 115 53 19
12.2% 54.0% 24.9% 8.9%

前回 22 287 265 92.3%
59 307 180 68
9.6% 50.0% 29.3% 11.1%

前回 63 665 602 90.5%
22 131 64 29
8.9% 53.3% 26.0% 11.8%

前回 16 256 240 93.8%
3 28 5 1

8.1% 75.7% 13.5% 2.7%

前回 7 36 29 80.6%
0 4 1 0

0.0% 80.0% 20.0% 0.0%

前回 0 10 10 100.0%
43 179 103 55

11.3% 47.1% 27.1% 14.5%

前回 75 539 464 86.1%
3 14 6 7

10.0% 46.7% 20.0% 23.3%

前回 17 39 22 56.4%

4人（75.7%）が最も高く、2人（69.6%）がそれに続く。5人以上（60.0%）が低い。

空白

件　数
5

割合
今回

56.7% 43.3%
40.9% 59.1%

子ども
は

いない

件　数
75

割合
今回

58.4% 41.6%
65.7% 34.3%

5人
以上

件　数
0

割合
今回

80.0% 20.0%
70.0% 30.0%

4人

件　数
2

割合
今回

83.8% 16.2%
65.5% 34.5%

85.7%35 30

33
割合

今回
66.2% 33.8%
75.1% 24.9%

件　数
45

割合
今回

59.6% 40.4%
72.8% 27.2%

件　数
22

割合

94.9%39 37

100.0%5 5

83.5%455 380

50.0% 50.0%

空白

659 614 93.2%

91.8%268 246

2人

3人 今回
62.2% 37.8%
69.6% 30.4%

86.6%
件　数

246 213

子どもの人数別

98.5%

94.9%

4 268

件　数

割合
今回

28

100.0%

22 455 433

80.0%

今回

件　数

今回

件　数
60.0%

今回

割合

60.0% 40.0%
0

1人

96.7%

18 659 641 97.3%

8

95.2%

70.2%

69.6%

件　数

子ども
は

いない
割合

3人
割合

4人

5人
以上

件　数

割合
5

子どもの人数別

1人

件　数

割合
今回

割合
今回

246

33.7%66.3%

30.4%
2人

件　数

60.1%
75.6%

39.9%
24.4%

70.8%

238

2 39 37

29.8%

29.2%

24.3%

264

今回
75.7%
68.8% 31.3%

40.0%

62.1%
70.8%

5

32.1%

37.9%
29.2%

7 35
67.9%



ー 20 ー

■　観点別評価
●子どもの人数別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度 4人（97.2%）が最も高く、3人（86.7%）がそれに続く。5人以上（80.0%）が低い。
▼認知度 5人以上（100.0%）が最も高く、2人（95.8%）がそれに続く。1人（91.9%）が低い。

表1-22

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えば

そう思わない

そう思わな
い

わからない 計 有効計 認知度

76 113 25 12
33.6% 50.0% 11.1% 5.3%

前回 20 287 267 93.0%
243 286 71 31
38.5% 45.3% 11.3% 4.9%

前回 35 665 630 94.7%
108 113 27 7
42.4% 44.3% 10.6% 2.7%

前回 16 256 240 93.8%
17 18 1 0

47.2% 50.0% 2.8% 0.0%

前回 4 36 32 88.9%
2 2 1 0

40.0% 40.0% 20.0% 0.0%

前回 1 10 9 90.0%
162 181 45 33
38.5% 43.0% 10.7% 7.8%

前回 36 539 503 93.3%
8 12 0 5

32.0% 48.0% 0.0% 20.0%

前回 15 39 24 61.5%

268 255
13.3%

2人

件　数

割合

86.7%

件　数

割合
今回

3人
割合

4人

件　数

58.3%

子どもの人数別

1人

件　数

割合
今回

83.6%
92.1%

83.8%
85.4%

今回

5人
以上

件　数

割合
今回

今回

空白

件　数

割合
今回

子ども
は

いない
割合

今回

件　数

41.7%

88.8%

81.5%
85.7%

80.0% 20.0%

18.5%

80.0% 20.0%
100.0% 0.0%

14.3%

12.5%

11.3%

97.2%
87.5%

95.1%

16.4%
7.9%

91.9%

95.8%28 659 631
16.2%

20 246

14.6%

226

13

92.3%
2.8%

5 100.0%50

363 39

42134

71.4%10 35 25

92.5%455
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■　観点別評価
●居住期間別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度

▼認知度

表1-23

満足
まあ満
足

やや不
満

不満
わからな

い 計 有効計 認知度

15 74 35 14

10.9% 53.6% 25.4% 10.1%

前回 8 196 188 95.9%

20 85 33 19

12.7% 54.1% 21.0% 12.1%

前回 11 160 149 93.1%

49 174 67 28

15.4% 54.7% 21.1% 8.8%

前回 9 361 352 97.5%

57 188 71 43

15.9% 52.4% 19.8% 12.0%

前回 14 349 335 96.0%

80 337 163 84

12.0% 50.8% 24.5% 12.7%

前回 21 743 722 97.2%

0 4 5 1

0.0% 40.0% 50.0% 10.0%

前回 13 23 10 43.5%

10年～20年（70.1%）が最も高く、20年～30年（68.2%）がそれに続く。30年以上（62.8%）が低い。

5年未満、30年以上（97.2%）が最も高く、5年～10年（96.3%）がそれに続く。20年～30年（96.0%）が低
い。

97.2%

割合
今回

142

71.8%

件　数

66.9%割合
今回

件　数

96.3%

97.2%

割合
今回

件　数

64.5%

66419

4

68.2%

72.5% 27.5%

15

31.8%

71.8%

35.5%

138

6 163 157

359

28.2%

28.4%

374

居住期間別

5年
未満

件　数

割合
今回

28.2%

5年
～

10年 33.1%

40.0%

50.0%

60.0%

50.0%

空白
割合

今回

件　数

30年
以上

29.9%

62.8%

71.4%14 104

20年
～

30年

70.1%

71.6%

37.2%

70.1%

割合
今回

10年
～

20年

件　数

96.0%

13 331 318

29.9%

96.1%

683



ー 22 ー

■　観点別評価
●居住期間別観点　２ 【行政サービスの満足度】

 
▼満足度

▼認知度

表1-24

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

14 58 37 14

11.4% 47.2% 30.1% 11.4%

前回 21 196 175 89.3%

14 81 34 18

9.5% 55.1% 23.1% 12.2%

前回 17 160 143 89.4%

32 146 84 35

10.8% 49.2% 28.3% 11.8%

前回 38 361 323 89.5%

34 161 83 39

10.7% 50.8% 26.2% 12.3%

前回 41 349 308 88.3%

62 328 171 70

9.8% 52.0% 27.1% 11.1%

前回 69 743 674 90.7%

0 4 3 3

0.0% 40.0% 30.0% 30.0%

前回 14 23 9 39.1%

5年～10年（64.6%）が最も高く、30年以上（61.8%）がそれに続く。5年未満（58.5%）が低い。

30年以上（92.4%）が最も高く、5年～10年（90.2%）がそれに続く。20年～30年（84.8%）が低い。

92.4%

割合
今回

71.4%

73.3%

52

26.7%

34 331 297

84.8%

89.7%

14

123

16

空白

10年
～

20年

60.0%

33.3% 66.7%

20年
～

30年

59.9%

件　数

割合

40.1%

30年
以上

件　数

今回

163 147

35.4%

631

30.7%

317

38.2%

86.6%

90.2%

374

19 142

41.5%

33.6%

31.4%

居住期間別

5年
未満

件　数

割合
今回

件　数

58.5%

5年
～

10年

割合

61.8%

今回

68.6%

69.3%

件　数

64.6%割合
今回

66.4%

今回
割合

件　数

40.0%

32.5%

38.5%

57

61.5%

67.5%

683

104
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■　観点別評価
●居住期間別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度

▼認知度

表1-25

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ば

そう思わない

そう思わ
ない

わからな
い

計 有効計 認知度

37 76 19 5

27.0% 55.5% 13.9% 3.6%

前回 12 196 184 93.9%

42 77 13 15

28.6% 52.4% 8.8% 10.2%

前回 18 160 142 88.8%

100 150 42 20

32.1% 48.1% 13.5% 6.4%

前回 23 361 338 93.6%

120 170 44 20

33.9% 48.0% 12.4% 5.6%

前回 25 349 324 92.8%

316 247 51 27

49.3% 38.5% 8.0% 4.2%

前回 37 743 706 95.0%

1 5 1 1

12.5% 62.5% 12.5% 12.5%

前回 12 23 11 47.8%

30年以上（87.8%）が最も高く、5年未満（82.5%）がそれに続く。10年～20年（80.1%）が低い。

5年未満（96.5%）が最も高く、20年～30年（94.7%）がそれに続く。5年～10年（90.2%）が低い。

件　数

94.3%

96.5%

16 163 147 90.2%

19.0%

5

割合
今回

75.0%

86 14

居住期間別

5年
未満

件　数

割合
今回

83.4%

件　数

81.0%割合
今回

82.5%

81.0%

件　数

80.1%

5年
～

10年

割合

空白

10年
～

20年

25.0%

63.7% 36.4%

20年
～

30年

79.6%

今回

30年
以上

件　数

16.6%

件　数

20.4%

割合
今回

81.9%

86.7%

17.5%

19.0%

137142

94.7%

19 331 312

19.9%

20 374 354

18.1%

57.1%

93.9%641

割合
今回

87.8% 12.2%

91.6% 8.4%

42 683

13.3%
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■　観点別評価
●職業別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度

▼認知度

表1-26

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

11 61 24 8

10.6% 58.7% 23.1% 7.7%

前回 6 108 102 94.4%

11 46 10 8

14.7% 61.3% 13.3% 10.7%

前回 2 66 64 97.0%

96 406 175 71

12.8% 54.3% 23.4% 9.5%

前回 22 833 811 97.4%

1 5 0 1

14.3% 71.4% 0.0% 14.3%

前回 1 11 10 90.9%

17 28 9 7

27.9% 45.9% 14.8% 11.5%

前回 2 42 40 95.2%

16 71 32 9

12.5% 55.5% 25.0% 7.0%

前回 3 185 182 98.4%

36 132 67 42

13.0% 47.7% 24.2% 15.2%

前回 10 285 275 96.5%

23 81 41 27

13.4% 47.1% 23.8% 15.7%

前回 16 235 219 93.2%

6 13 8 8

17.1% 37.1% 22.9% 22.9%

前回 1 37 36 97.3%

4 19 8 8

10.3% 48.7% 20.5% 20.5%

前回 13 30 17 56.7%

100.0%

割合
今回

54.3% 45.7%

88.6%

割合
今回

59.0% 41.0%

52.9% 47.1%

39

75.0% 25.0%

35
その他

件　数

0 35

空　白

件　数

5 44

92.4%

割合
今回

73.8% 26.2%

80.0% 20.0%

5 66

93.5%

99.2%

7 284 277 97.5%

96.5%

無　職

勤　め

39.5%

66.7% 33.3%

自由業

件　数

100.0%

27 775 748

61

30.0%

14.3%

1

0

17212 184

98.1%

2 77 75 97.4%

24.0%

2 106 104

職業別

農林業

件　数

割合
今回

学　生

件　数

主　婦

割合

割合
今回

パート 今回

件　数

自営業

割合

割合
今回

割合
今回

82.8%

7

129 128

68.0%

69.6%

件　数

67.1%

72.1%

件　数

76.0%

今回
32.9%

自由業（85.7%）が最も高く、自営業（76.0%）がそれに続く。その他（54.3%）が低い。

自由業、その他（100.0%）が最も高く、主婦（99.2%）がそれに続く。学生（92.4%）が低い。

件　数

39.4%

34.9%

割合
今回

60.5%

32.0%

76.4% 23.6%

60.6%

65.1%

27.9%

85.7%

70.0%

件　数

7

69.2% 30.8%

17.2%

30.4%
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■　観点別評価
●職業別観点　２ 【行政サービスの満足度】

▼満足度

▼認知度

表1-27

満足 まあ満足 やや不満 不満 わからない 計 有効計 認知度

13 57 31 2

12.6% 55.3% 30.1% 1.9%

前回 13 108 95 88.0%

4 38 19 9

5.7% 54.3% 27.1% 12.9%

前回 6 66 60 90.9%

66 350 184 92

9.5% 50.6% 26.6% 13.3%

前回 79 833 754 90.5%

0 5 0 0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

前回 3 11 8 72.7%

7 25 14 9

12.7% 45.5% 25.5% 16.4%

前回 8 42 34 81.0%

9 68 35 8

7.5% 56.7% 29.2% 6.7%

前回 20 185 165 89.2%

26 121 64 34

10.6% 49.4% 26.1% 13.9%

前回 29 285 256 89.8%

24 84 48 10

14.5% 50.6% 28.9% 6.0%

前回 26 235 209 88.9%

6 11 7 7

19.4% 35.5% 22.6% 22.6%

前回 3 37 34 91.9%

1 19 10 8

2.6% 50.0% 26.3% 21.1%

前回 13 30 17 56.7%

40.0%

34.4%

60.0%

65.6%

166

9 129

34.9%

職業別

農林業

件　数

割合
今回

67.8%

件　数

60.0%割合
今回

68.0%

81.1%

件　数

60.1%

自営業

割合
勤　め

77.0% 23.0%

自由業

件　数

75.0%

今回

学　生

件　数

主　婦

割合

割合
今回

パート 今回

32.2%

件　数

25.0%

割合
今回

100.0%

50.0%

割合

今回
65.1%

89.3%

284 245

0.0%

11

97.2%

7 77 70 90.9%

40.0%

3 106

32.0%

18.9%

103

775 692

39.9%

50.0%

2 7 5

空　白

件　数

52.6%

6 44

31

無　職

今回

18 184

120

件　数

64.2% 35.8%

74.5% 25.5%

件　数

割合

88.6%

54.8% 45.2%

61.8%

47.4%

38.2%

その他

件　数

4 35

割合
今回

自由業（100.0%）が最も高く、農林業（68.0%）がそれに続く。その他（54.8%）が低い。

農林業（97.2%）が最も高く、主婦（93.0%）がそれに続く。自由業（71.4%）が低い。

38 86.4%

割合
今回

52.9% 47.1%

58.2%

66 55

41.8%

73.5% 26.5%

90.2%

93.0%

39

83.3%

86.3%

71.4%

83
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■　観点別評価
●職業別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】

▼満足度

▼認知度

表1-28

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ば

そう思わない

そう思わ
ない

わからな
い

計 有効計 認知度

62 34 7 2

59.0% 32.4% 6.7% 1.9%

前回 5 108 103 95.4%

36 27 6 5

48.6% 36.5% 8.1% 6.8%

前回 5 66 61 92.4%

267 341 84 41

36.4% 46.5% 11.5% 5.6%

前回 41 833 792 95.1%

3 4 0 0

42.9% 57.1% 0.0% 0.0%

前回 3 11 8 72.7%

18 29 9 6

29.0% 46.8% 14.5% 9.7%

前回 1 42 41 97.6%

38 66 13 4

31.4% 54.5% 10.7% 3.3%

前回 12 185 173 93.5%

79 130 32 19

30.4% 50.0% 12.3% 7.3%

前回 24 285 261 91.6%

78 72 13 4

46.7% 43.1% 7.8% 2.4%

前回 22 235 213 90.6%

13 13 4 4

38.2% 38.2% 11.8% 11.8%

前回 2 37 35 94.6%

22 9 2 3

61.1% 25.0% 5.6% 8.3%

前回 12 30 18 60.0%

97.1%

割合
今回

76.5% 23.5%

81.8%

割合
今回

86.1% 13.9%

83.3% 16.7%

36

82.9% 17.1%

34
その他

件　数

1 35

空　白

件　数

8 44

93.9%

割合
今回

75.8% 24.2%

75.6% 24.4%

4 66

90.8%

93.8%

24 284 260 91.5%

94.6%

無　職

勤　め

10.2%

91.5% 8.5%

自由業

件　数

100.0%

42 775 733

62

25.0%

0.0%

8

0

99.1%

3 77 74 96.1%

14.9%

1 106 105

職業別

農林業

件　数

割合
今回

学　生

件　数

主　婦

割合

割合
今回

パート 今回

件　数

自営業

割合

割合
今回

91.4% 8.6%

6.6%

7.8%

割合
今回

93.4%

7

129 121

86.0%

92.2%

件　数

82.9%

87.2%

件　数

85.1%

今回
17.1%

16717 184

自由業（100.0%）が最も高く、農林業（91.4%）がそれに続く。学生（75.8%）が低い。

自由業（100.0%）が最も高く、農林業（99.1%）がそれに続く。無職（90.8%）が低い。

件　数

19.6%

16.9%

割合
今回

89.8%

14.0%

82.7% 17.3%

80.4%

83.1%

12.8%

100.0%

75.0%

件　数

7
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■　観点別評価
●通勤・通学先別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度 町内（66.2%）が町外（66.0%）より0.2%高い。較差はほとんど無い。
▼認知度 町外（96.7%）が町内（96.3%）より大きく、較差（0.4%）はほとんど無い。

表1-29

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

55 241 92 59

12.3% 53.9% 20.6% 13.2%

前回 13 450 437 97.1%

110 429 192 86

13.5% 52.5% 23.5% 10.5%

前回 28 888 860 96.8%

56 192 90 44

14.7% 50.3% 23.6% 11.5%

前回 35 494 459 92.9%

381 370 0.4%
438 423 -0.3%

●通勤・通学先別観点　２ 【行政サービスの満足度】
▼満足度 町内（60.9%）が町外（59.5%）より1.46%高い。較差はほとんど無い。
▼認知度 町内（88.8%）が町外（88.2%）より大きく、較差（0.6%）はほとんど無い。

表1-30

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

39 212 118 43
9.5% 51.5% 28.6% 10.4%

前回 42 450 408 90.7%
71 372 193 109
9.5% 49.9% 25.9% 14.6%

前回 92 888 796 89.6%
46 194 101 27

12.5% 52.7% 27.4% 7.3%

前回 66 494 428 86.6%
381 333 -0.6%
438 388 -1.1%

●通勤・通学先別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】
▼満足度 町内（83.0%）が町外（82.4%）より0.6%高い。較差はほとんど無い。
▼認知度 町外（94.0%）が町内（93.8%）より大きく、較差（0.2%）はほとんど無い。

表1-31

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ば

そう思わない

そう思わ
ない

わからな
い

計 有効計 認知度

172 189 47 27
39.5% 43.4% 10.8% 6.2%

前回 23 450 427 94.9%
279 375 91 49

35.1% 47.2% 11.5% 6.2%

前回 55 888 833 93.8%
165 161 32 12
44.6% 43.5% 8.6% 3.2%

前回 49 494 445 90.1%
381 359 0.2%
438 406 -1.1%

較差
0.6%-0.6%前回
0.6%-0.6%

-2.3% 2.3%

86.7%

今回

空白

件　数

較差

割合

町外

88.1% 11.9%

82.4% 17.6%

17.0%

通勤・通学先別

町内

件　数

13.3%

空白

件　数
30 398

割合
今回

65.2%

通勤・通学先別

町内

件　数

割合
今回

空白

較差

町内

町外
割合

今回

76.4%

40.5%
67.1%

通勤・通学先別

町外

件　数

66.2%

68.9%

33.8%

31.1%

17

件　数

割合

368
34.8%

745

412

32.9%

-0.2%
4.0%

0.2%
-4.0%

66.0%

72.9% 27.1%

件　数

100

30.6%

前回
今回

件　数

今回 -1.5% 1.5%
前回

35.1%

69.7% 30.3%

23.6%

割合
今回

59.5%

60.9% 39.1%

今回

今回
83.0%

件　数

割合
今回

割合

64.9%

割合
今回

69.4%

96.3%

28 845 817 96.7%

464 447

34.0%

94.0%

16 398 382 96.0%

51 794

93.8%

845

43529

92.5%

88.2%

464

845

88.8%52 464

398 370 93.0%

13.9%

28
今回

88.1% 11.9%

86.1%
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■　観点別評価
●住まいのタイプ別観点　１ 【生活全般の満足度】

▼満足度 持ち家（66.6%）が借家（58.4%）より8.2%高い。較差は小さい。
▼認知度 借家（96.8%）が持ち家（96.5%）より大きく、較差（0.3%）はほとんど無い。

表1-32 

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

192 778 327 160

13.2% 53.4% 22.4% 11.0%

前回 50 1,570 1,520 96.8%

26 61 38 24

17.4% 40.9% 25.5% 16.1%

前回 11 205 194 94.6%

3 23 9 5

7.5% 57.5% 22.5% 12.5%

前回 15 57 42 73.7%

-1,356 -1,308 0.3%
-1,365 -1,326 -2.2%

●住まいのタイプ別観点　２ 【行政サービスの満足度】
▼満足度 借家（66.4%）が持ち家（60.6%）より5.86%高い。較差は小さい。
▼認知度 持ち家（89.3%）が借家（89.0%）より大きく、較差（0.3%）はほとんど無い。

表1-33

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

129 688 370 162
9.6% 51.0% 27.4% 12.0%

前回 161 1,570 1,409 89.7%
22 69 33 13

16.1% 50.4% 24.1% 9.5%

前回 22 205 183 89.3%
5 21 9 4

12.8% 53.8% 23.1% 10.3%

前回 17 57 40 70.2%
-1,356 -1,212 -0.3%
-1,365 -1,226 -0.4%

●住まいのタイプ別観点　３ 【定住希望（紫波町にずっと住み続けたいと思いますか）】
▼満足度 持ち家（84.2%）が借家（79.0%）より5.2%高い。較差は小さい。
▼認知度 持ち家（93.8%）が借家（92.9%）より大きく、較差（0.98%）はほとんど無い。

 
表1-34

満足 まあ満足 やや不満 不満
わからな

い
計 有効計 認知度

543 650 150 74
38.3% 45.9% 10.6% 5.2%

前回 87 1,570 1,483 94.5%
49 64 19 11

34.3% 44.8% 13.3% 7.7%

前回 23 205 182 88.8%
24 11 1 3

61.5% 28.2% 2.6% 7.7%

前回 17 57 40 70.2%
-1,356 -1,274 -1.0%
-1,365 -1,301 -5.7%

空白

件　数
4

割合
今回

89.7%
22.5%77.5%

96.5%

5 154 149 96.8%

43 39 90.7%

1,510 1,417

90.7%

89.0%137

93

58.4%

35.0%

61.9% 38.1%

41.6%

66.5% 33.5%

10.3%

40.0%

60.6% 39.4%

-8.2% 8.2%
-5.4% 5.4%

79.0% 21.0%
78.0% 22.0%

住まいのタイプ別

持ち家

92.9%

3 43 40 93.0%

11 154 143

件　数
93.8%

11.9%

借家

件　数

割合
今回

今回
84.2% 15.8%

89.3%

66.6%

71.9%

33.4%

28.1%

1,457

39

53 1,510

4 43
66.7% 33.3%

65.0%

34.4%

17 154

65.6%
66.4% 33.6%

1,510 1,349161

住まいのタイプ別

持ち家

件　数

割合
今回

空白

件　数

割合
今回

借家

件　数

割合
今回

持ち家

件　数

較差

借家

件　数

割合
今回

空白

件　数

割合
今回

10.1%-10.1%前回
5.2%-5.2%今回

住まいのタイプ別

今回

割合
今回

71.0%

較差

60.0%

29.0%

較差
今回

前回

割合

5.9% -5.9%
前回 -5.4% 5.4%

88.1%
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■　政策別評価

満足度割合

　政策分野・評価
19.6% 47.8% 23.8% 8.9%

15.2% 44.3% 29.2% 11.4%

6.4% 39.5% 38.8% 15.4%

16.9% 48.7% 24.7% 9.8%

11.2% 42.8% 30.1% 16.0%

12.8% 47.1% 27.9% 12.2%

4.4% 22.4% 43.9% 29.2%

11.4% 39.7% 30.5% 18.4%

3.2% 17.3% 48.2% 31.3%

22.7% 43.4% 22.0% 11.9%

11.1% 42.4% 30.9% 15.6%

37.0% 48.5% 9.4% 5.1%

8.4% 31.9% 33.5% 26.2%

11.6% 44.0% 32.8% 11.6%

15.8% 51.1% 24.3% 8.8%

13.7% 47.1% 27.0% 12.3%

8.3% 38.2% 37.0% 16.6%

9.8% 46.2% 33.0% 11.0%

12.2% 47.1% 30.2% 10.5%

7.8% 34.4% 39.7% 18.1%

8.1% 42.0% 35.2% 14.7%

6.5% 31.3% 43.4% 18.8%

5.1% 27.9% 44.0% 22.9%

9.4% 34.7% 32.4% 23.5%

9.0% 43.3% 28.4% 19.2%

地域力を活かした食育 B+
59.9% 40.1%

　
　評価の対象とした政策分野の分類は、第二次総合計画の後期基本計画による。各章、各節に分類した各項毎満足度の
平均値を求めたのが下表となる。

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな

い

そう思わ
ない

32.6%
誰もが必要な医療サービスを受
けられる

B+
59.5% 40.5%

一人ひとりが健康で安心
して暮らせるまち

B+

一人ひとりの健康づくりの支援 A+
67.4%

全ての人が自立し支え合いの地
域づくり

C+
45.9% 54.1%

地元での安定就労、能力開発の
支援

D
20.5% 79.5%

機能的な市街地 A+

豊かな自然と元気な産業
が共栄するまち

C+

自然を守り環境に負荷をかけな
い取り組み

A+
65.6% 34.4%

安定した所得が得られる農林業 B-

環境に配慮した商工業 D
26.9% 73.1%

豊かな自然を活かした観光交流 B-
51.1% 48.9%

54.0% 46.0%

交通事故犯罪の無いまち B+
55.6%

人と情報がつながりあう
快適で安全なまち

A-

66.1%

44.4%

災害予防と被害の最小限化 A+
66.9% 33.1%

上下水道の安定供給 AAA+
85.5% 14.5%

快適に暮らせる住環境 C-
40.3% 59.7%

33.9%

安全な道路や河川 B-
53.5% 46.5%

50.1% 49.9%

まちを誇りに思える子ど
もを育てる

B+

次代を担う元気な子ども A-
60.7%

歴史や風土・遺産を守り伝える B+
56.0% 44.0%

スポーツで健全な心と体 B+
59.3% 40.7%

39.3%

自発的な学習活動を支援 C+
46.5% 53.5%

55.9%

持続的に自立できる行政経営 B-
52.4% 47.6%

62.2%対話と協働で豊かな公が
息づくまち

C-

市民のまちづくりへの参加 C-
42.1%

男女共同参画し支えあう D
37.8%

誰でも必要な情報を得られる C-
44.1%

国際交流・多文化交流 D
33.1% 66.9%

57.9%

多様なコミュニティを元気に B-
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今回 比較 前回
前回
順位 今回 比較 前回 満足 不満 偏差値 順位 関心度 偏差値 順位 認知度 偏差値 順位 重要 重要でない 偏差値 順位 関心度 偏差値 順位 認知度 偏差値 順位

1 47 学校給食 ★★★ AAA+ ← AAA+ 1 aa+ ← aa+ 90.6% 9.4% 72.8 1 40.8% 49.2 5 60.3% 48.8 48 98.9% 1.1% 61.1 4 69.1% 57.0 8 88.5% 59.2 34
2 31 水道 ★★★ AAA+ ← AAA+ 2 aa+ ↑ aa- 90.6% 9.4% 72.8 2 49.5% 50.5 2 93.6% 53.7 3 99.0% 1.0% 61.4 3 81.9% 58.5 1 95.3% 60.0 2
3 16 廃棄物処理 ★★★ AAA+ ← AAA+ 4 aa+ ↑ aa- 89.7% 10.3% 72.2 3 36.4% 48.6 9 85.5% 52.5 6 97.6% 2.4% 58.9 13 65.5% 56.6 14 93.9% 59.8 5
4 3 感染症予防 ★★★ AAA+ ← AAA+ 3 aa+ ↑ aa- 86.2% 13.8% 70.2 4 43.7% 49.7 4 82.4% 52.1 10 96.9% 3.1% 57.5 20 63.5% 56.4 17 94.2% 59.9 4
5 28 紫波中央駅前整備 ★★ AA+ ↓ AAA- 5 aa- ← aa- 79.9% 20.1% 66.3 5 38.7% 48.9 8 95.1% 53.9 1 83.8% 16.2% 33.4 63 40.4% 53.8 51 92.7% 59.7 10
6 32 下水道 ★★ AA+ ← AA+ 7 aa- ↑ a+ 79.2% 20.8% 65.9 6 33.0% 48.1 12 75.5% 51.0 22 97.8% 2.2% 59.1 11 64.6% 56.5 15 91.4% 59.6 15
7 40 消防 ★★ AA+ ← AA+ 8 a+ ← a+ 75.5% 24.5% 63.7 7 26.1% 47.1 33 76.0% 51.1 21 97.5% 2.5% 58.6 17 64.0% 56.5 16 93.0% 59.7 9
8 6 国保 ★★ AA+ ↓ AAA- 6 a+ ← a+ 75.4% 24.6% 63.6 8 29.4% 47.6 19 53.7% 47.9 56 97.6% 2.4% 58.8 16 67.2% 56.8 10 87.2% 59.1 40
9 15 環境保全 ★★ AA- ↓ AA+ 9 a+ ← a+ 74.0% 26.0% 62.8 9 23.9% 46.8 45 82.5% 52.1 9 96.2% 3.8% 56.3 28 58.6% 55.8 25 91.6% 59.6 14

10 52 生涯スポーツ ★ A+ ← A+ 16 a- ← a- 69.1% 30.9% 59.8 10 21.4% 46.4 64 78.3% 51.5 13 82.3% 17.7% 30.6 65 34.5% 53.1 60 88.8% 59.3 30
11 13 資源循環 ★ A+ ↓ AA- 10 a- ↓ a+ 68.5% 31.5% 59.4 11 23.5% 46.7 46 77.6% 51.4 16 93.5% 6.5% 51.3 39 46.1% 54.4 41 90.9% 59.5 18
12 60 情報交流館・図書館 ★ A+ ↓ AA- 11 a- ↓ a+ 68.0% 32.0% 59.1 12 28.7% 47.5 22 72.8% 50.7 26 85.9% 14.1% 37.4 59 34.8% 53.1 58 86.1% 59.0 48
13 38 交通安全 ★ A+ ← A+ 14 a- ← a- 66.3% 33.7% 58.1 13 23.3% 46.7 49 84.9% 52.4 7 90.4% 9.6% 45.5 49 44.8% 54.3 45 91.7% 59.6 13
14 48 教育振興 ★ A+ ← A+ 20 a- ← a- 65.2% 34.8% 57.5 14 23.1% 46.6 55 71.9% 50.5 29 96.6% 3.4% 57.0 23 59.7% 56.0 24 90.2% 59.4 22
15 34 町営住宅 ★ A- ← A- 22 a- ↑ b+ 64.0% 36.0% 56.7 15 23.4% 46.7 48 44.1% 46.5 68 90.9% 9.1% 46.6 47 45.3% 54.3 44 83.3% 58.6 61
16 17 農業・畜産業振興 ★ A- ↓ A+ 18 a- ← a- 63.5% 36.5% 56.4 16 23.0% 46.6 56 52.4% 47.7 58 89.5% 10.5% 44.0 52 39.4% 53.7 54 82.9% 58.6 63
17 45 教育支援 ★ A- ↓ A+ 19 a- ← a- 63.0% 37.0% 56.1 17 25.0% 46.9 41 49.6% 47.3 65 96.3% 3.7% 56.5 27 56.4% 55.6 28 86.2% 59.0 46
18 67 税務 ★ A- ↓ A+ 15 a- ← a- 62.6% 37.4% 55.9 18 28.3% 47.4 23 52.5% 47.7 57 97.6% 2.4% 58.8 15 67.6% 56.9 9 86.1% 59.0 48
19 2 健康づくり ★ A- ↓ A+ 13 a- ← a- 62.3% 37.7% 55.7 19 17.9% 45.9 68 81.3% 51.9 12 94.7% 5.3% 53.4 34 49.0% 54.8 37 93.2% 59.8 8
20 30 河川 ★ A- ↑ B+ 29 b+ ← b+ 60.5% 39.5% 54.6 20 24.1% 46.8 43 76.2% 51.1 19 97.4% 2.6% 58.4 18 57.8% 55.8 26 90.0% 59.4 23
21 63 行政サービス ● B+ ↓ A- 24 b+ ← b+ 59.9% 40.1% 54.3 21 27.2% 47.2 29 78.2% 51.4 14 95.8% 4.2% 55.5 30 55.2% 55.5 31 90.7% 59.5 19
22 20 食育 ● B+ ↓ A- 25 b+ ← b+ 59.9% 40.1% 54.2 22 25.0% 46.9 40 73.9% 50.8 24 87.9% 12.1% 41.0 55 39.5% 53.7 53 89.2% 59.3 28
23 46 学校施設 ● B+ ↓ A+ 17 b+ ↓ a- 59.5% 40.5% 54.0 23 22.6% 46.6 59 58.8% 48.6 50 98.7% 1.3% 60.8 6 65.6% 56.6 13 88.7% 59.3 31
24 25 特産品 ● B+ ↓ A- 26 b+ ← b+ 57.9% 42.1% 53.1 24 27.7% 47.3 26 84.9% 52.4 7 91.5% 8.5% 47.7 44 43.1% 54.1 47 89.3% 59.3 26
25 41 防災 ● B+ ↓ A- 23 b+ ← b+ 57.9% 42.1% 53.0 25 22.8% 46.6 58 71.6% 50.5 32 97.6% 2.4% 58.9 12 66.2% 56.7 12 92.0% 59.6 12
26 51 文化財 ● B+ ← B+ 33 b+ ← b+ 56.0% 44.0% 51.9 26 20.8% 46.3 66 60.5% 48.9 47 85.1% 14.9% 35.8 61 34.5% 53.1 61 85.5% 58.9 53
27 4 医療 ● B+ ← B+ 32 b+ ← b+ 55.8% 44.2% 51.8 27 26.8% 47.2 31 90.8% 53.3 4 99.1% 0.9% 61.6 1 77.9% 58.0 3 95.6% 60.0 1
28 64 職員管理 ● B+ ↓ A- 27 b+ ← b+ 55.3% 44.7% 51.5 28 27.5% 47.3 28 63.8% 49.3 43 96.5% 3.5% 56.8 25 61.9% 56.2 19 89.1% 59.3 29
29 56 地域自治 ● B- ← B- 41 b+ ↑ b- 53.1% 46.9% 50.2 29 22.3% 46.5 60 74.8% 50.9 23 86.8% 13.2% 39.0 57 35.1% 53.2 56 87.6% 59.1 39
30 18 森林保全 ● B- ← B- 39 b+ ↑ b- 53.0% 47.0% 50.1 30 27.6% 47.3 27 57.1% 48.4 52 92.6% 7.4% 49.6 41 44.2% 54.2 46 84.4% 58.8 57
31 35 公園 ● B- ↓ B+ 30 b- ↓ b+ 52.8% 47.2% 50.0 31 25.8% 47.0 36 78.0% 51.4 15 87.1% 12.9% 39.4 56 34.2% 53.1 63 89.6% 59.4 25
32 1 母子保健 ● B- ↓ B+ 34 b- ← b- 52.6% 47.4% 49.8 32 23.2% 46.7 53 76.7% 51.2 17 99.1% 0.9% 61.6 2 80.8% 58.4 2 93.3% 59.8 6
33 42 子育て ● B- ↓ AA- 12 b- ↓ a- 52.4% 47.6% 49.7 33 21.9% 46.5 62 71.3% 50.4 34 98.8% 1.2% 60.9 5 70.8% 57.2 5 90.5% 59.5 20
34 5 福祉・高齢者医療 ● B- ← B- 37 b- ← b- 52.2% 47.8% 49.6 34 24.1% 46.8 44 73.1% 50.7 25 97.9% 2.1% 59.4 8 71.1% 57.3 4 93.3% 59.8 7
35 10 介護保険 ● B- ↓ B+ 31 b- ↓ b+ 51.1% 48.9% 48.9 35 23.3% 46.7 51 57.6% 48.4 51 96.7% 3.3% 57.1 21 60.1% 56.0 22 89.6% 59.4 24
36 50 芸術・文化 ● B- ↑ C+ 48 b- ← b- 50.4% 49.6% 48.5 36 23.4% 46.7 47 68.9% 50.1 36 80.6% 19.4% 27.5 66 34.7% 53.1 59 87.1% 59.1 42
37 12 環境活動 ● B- ← B- 38 b- ← b- 50.4% 49.6% 48.5 37 22.3% 46.5 61 71.5% 50.5 33 88.8% 11.2% 42.6 53 34.1% 53.1 64 88.0% 59.2 36
38 27 都市計画 ● B- ↓ B+ 28 b- ↓ b+ 50.1% 49.9% 48.3 38 29.7% 47.6 17 81.8% 52.0 11 93.1% 6.9% 50.6 40 46.1% 54.4 42 88.6% 59.2 33
39 59 地域情報化 ▲ C+ ← C+ 53 b- ↑ c+ 49.1% 50.9% 47.7 39 28.3% 47.4 24 72.6% 50.6 27 90.4% 9.6% 45.6 48 41.3% 53.9 50 86.6% 59.0 44
40 66 財政 ▲ C+ ↓ B+ 36 b- ← b- 49.0% 51.0% 47.6 40 29.0% 47.5 20 50.4% 47.4 62 97.6% 2.4% 58.8 14 69.8% 57.1 7 86.2% 59.0 46
41 43 児童保護 ▲ C+ ↓ A- 21 b- ↓ b+ 48.6% 51.4% 47.4 41 23.2% 46.7 52 49.9% 47.3 63 98.1% 1.9% 59.6 7 70.1% 57.1 6 87.2% 59.1 41
42 29 道路 ▲ C+ ↓ B- 40 b- ← b- 47.9% 52.1% 47.0 42 28.8% 47.5 21 95.0% 53.9 2 97.9% 2.1% 59.3 9 62.3% 56.3 18 94.6% 59.9 3
43 53 競技スポーツ ▲ C+ ← C+ 47 b- ← b- 47.5% 52.5% 46.8 43 24.4% 46.8 42 65.3% 49.6 41 77.1% 22.9% 21.2 68 33.4% 53.0 67 85.8% 58.9 51
44 8 障がい者 ▲ C+ ↓ B+ 35 b- ← b- 46.7% 53.3% 46.3 44 21.7% 46.4 63 51.9% 47.6 59 96.7% 3.3% 57.1 22 57.2% 55.7 27 87.7% 59.1 38
45 55 市民活動 ▲ C+ ← C+ 54 b- ↑ c+ 46.6% 53.4% 46.2 45 23.3% 46.7 50 66.9% 49.8 38 85.1% 14.9% 35.9 60 33.5% 53.0 66 85.1% 58.8 55
46 19 農業者支援 ▲ C+ ← C+ 51 b- ↑ c+ 46.1% 53.9% 45.9 46 30.6% 47.7 15 56.6% 48.3 54 95.6% 4.4% 55.0 31 51.5% 55.0 35 85.6% 58.9 52
47 7 地域福祉 ▲ C+ ↓ B- 42 b- ← b- 45.7% 54.3% 45.6 47 19.7% 46.1 67 71.9% 50.5 28 94.0% 6.0% 52.2 37 45.8% 54.4 43 90.2% 59.4 21
48 11 消費者保護 ▲ C- ↓ C+ 46 c+ ↓ b- 44.4% 55.6% 44.9 48 21.3% 46.4 65 49.9% 47.3 64 92.4% 7.6% 49.3 42 48.2% 54.7 38 81.8% 58.5 65
49 39 防犯 ▲ C- ↓ B- 44 c+ ↓ b- 43.6% 56.4% 44.4 49 22.9% 46.6 57 76.1% 51.1 20 94.5% 5.5% 53.2 35 55.3% 55.5 30 91.2% 59.5 16
50 24 観光交流 ▲ C- ← C- 55 c+ ← c+ 43.0% 57.0% 44.0 50 32.3% 48.0 13 71.9% 50.5 29 87.9% 12.1% 41.1 54 35.9% 53.3 55 84.5% 58.8 56
51 49 公民館 ▲ C- ↓ C+ 50 c+ ← c+ 42.4% 57.6% 43.6 51 26.4% 47.1 32 66.7% 49.8 39 90.0% 10.0% 44.9 50 46.7% 54.5 40 88.6% 59.2 32
52 54 協働 ▲ C- ← C- 56 c+ ← c+ 42.1% 57.9% 43.5 52 25.9% 47.1 35 66.5% 49.7 40 86.7% 13.3% 38.8 58 34.0% 53.1 65 85.4% 58.9 54
53 65 広域連携 ▲ C- ↓ C+ 49 c+ ↓ b- 41.8% 58.2% 43.3 53 27.1% 47.2 30 50.7% 47.4 61 94.1% 5.9% 52.3 36 50.2% 54.9 36 83.8% 58.7 60
54 9 高齢者 ▲ C- ↓ B- 43 c+ ↓ b- 41.7% 58.3% 43.2 54 23.2% 46.7 54 61.8% 49.0 45 96.9% 3.1% 57.5 19 60.1% 56.0 21 91.2% 59.5 16
55 44 学力向上 ▲ C- ↓ C+ 45 c+ ↓ b- 41.1% 58.9% 42.9 55 25.1% 46.9 39 48.7% 47.1 66 97.8% 2.2% 59.2 10 66.6% 56.8 11 86.6% 59.0 45
56 68 財産管理 × D ↓ C+ 52 c+ ← c+ 39.3% 60.7% 41.8 56 31.3% 47.8 14 46.9% 46.9 67 95.1% 4.9% 54.2 32 60.1% 56.0 20 84.4% 58.8 57
57 33 住宅 × D ← D 62 c+ ↑ c- 39.3% 60.7% 41.8 57 30.4% 47.7 16 61.3% 49.0 46 95.8% 4.2% 55.5 29 59.9% 56.0 23 89.3% 59.3 26
58 57 男女共同参画 × D ← D 60 c+ ↑ c- 37.8% 62.2% 40.9 58 25.3% 47.0 37 57.0% 48.3 53 84.2% 15.8% 34.3 62 34.4% 53.1 62 81.8% 58.5 65
59 21 商工業 × D ← D 59 c- ← c- 36.2% 63.8% 39.9 59 25.1% 46.9 38 69.7% 50.2 35 94.0% 6.0% 52.1 38 39.7% 53.7 52 84.3% 58.8 59
60 36 公共交通 × D ← D 61 c- ← c- 34.4% 65.6% 38.8 60 40.3% 49.2 6 90.8% 53.3 4 96.3% 3.7% 56.5 26 56.2% 55.6 29 92.7% 59.7 10
61 61 広報 × D ← D 58 c- ↓ c+ 34.2% 65.8% 38.7 61 34.4% 48.3 11 76.4% 51.2 18 89.7% 10.3% 44.3 51 43.0% 54.1 48 86.9% 59.1 43
62 14 CO2削減 × D ↓ C- 57 c- ↓ c+ 33.5% 66.5% 38.3 62 25.9% 47.1 34 59.5% 48.7 49 92.3% 7.7% 49.1 43 51.9% 55.1 34 87.8% 59.1 37
63 58 国際交流 × D ← D 63 c- ← c- 33.1% 66.9% 38.0 63 28.0% 47.4 25 55.8% 48.2 55 80.0% 20.0% 26.4 67 32.1% 52.8 68 82.5% 58.5 64
64 62 広聴 × D ← D 64 d ← d 25.5% 74.5% 33.4 64 40.1% 49.1 7 71.6% 50.5 31 94.8% 5.2% 53.7 33 54.5% 55.4 33 88.1% 59.2 35
65 22 企業育成 × D ← D 65 d ← d 24.3% 75.7% 32.7 65 29.6% 47.6 18 51.5% 47.5 60 91.3% 8.7% 47.3 45 34.9% 53.2 57 77.0% 57.9 68
66 26 雇用 × D ← D 66 d ← d 20.5% 79.5% 30.4 66 34.6% 48.3 10 67.1% 49.8 37 96.6% 3.4% 57.0 24 54.6% 55.4 32 86.0% 58.9 50
67 23 企業誘致 × D ← D 67 d ← d 18.8% 81.2% 29.4 67 45.8% 50.0 3 65.3% 49.6 41 91.2% 8.8% 47.1 46 47.6% 54.6 39 83.2% 58.6 62
68 37 古館駅前整備 × D ← D 68 d ← d 17.4% 82.6% 28.5 68 49.5% 50.5 1 62.9% 49.2 44 82.7% 17.3% 31.4 64 42.3% 54.0 49 80.7% 58.3 67

■平均満足度 ● B- ↓ B+ b+ ↑ b- 53.9% 46.1% 50.6 28.2% 47.4 68.3% 53.3 92.9% 7.1% 50.3 50.6% 50.2 88.2% 50.2
■生活全般の満足度 ★ A+ ← A+ 65.8% 34.2% 57.8 24.9% 46.9 96.4% 57.4
■行政サービスの満足度 ★ A- ← A- 61.2% 38.8% 55.1 22.0% 46.5 89.3% 56.3
■定住希望 ★★★ AAA- ↓ AAA+ 83.9% 16.1% 68.7 44.0% 49.7 93.7% 57.0

施　策　項　目　別　評　価　一　覧　表　《　町　の　通　信　簿　2 0 1 9　》
満　　　　足　　　　度 重　　　　要　　　　度評　価　１　（満足割合）設問
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満足度（偏差値） 

満足度・重要度（偏差値）散布図 

<重要改善領域>重要度は高いが満足度が低い <重要維持領域>重要度も満足度も高い 

<維持領域>重要度は低いが満足度が高い <観察領域>重要度も満足度も低い 

<重要改善領域>重要度は高いが満足度が低い <重要維持領域>重要度も満足度も高い 

<維持領域>重要度は低いが満足度が高い <観察領域>重要度も満足度も低い 

<重要改善領域>重要度は高いが満足度が低い <重要維持領域>重要度も満足度も高い 

<維持領域>重要度は低いが満足度が高い <観察領域>重要度も満足度も低い 
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順位
26 雇用 57.0 57.7 30.4 28.4 26.6 1 29.4 1
62 広聴 53.7 52.1 33.4 33.5 20.3 2 18.6 2
36 公共交通 56.5 53.4 38.8 39.1 17.7 3 14.3 6
23 企業誘致 47.1 46.2 29.4 27.9 17.7 4 18.3 3
44 学力向上 59.2 59.3 42.9 46.0 16.3 5 13.3 7
22 企業育成 47.3 47.2 32.7 31.5 14.6 6 15.7 4
9 高齢者 57.5 56.8 43.2 47.6 14.3 7 9.3 16

33 住宅 55.5 54.1 41.8 39.0 13.7 8 15.1 5
68 財産管理 54.2 56.4 41.8 43.7 12.4 9 12.7 8
29 道路 59.3 58.7 47.0 48.3 12.3 10 10.4 14
43 児童保護 59.6 60.3 47.4 54.7 12.2 11 5.6 23
21 商工業 52.1 52.2 39.9 39.8 12.2 12 12.4 11
1 母子保健 61.6 62.1 49.8 49.6 11.8 13 12.6 9

42 子育て 60.9 62.4 49.7 58.8 11.2 14 3.6 30
66 財政 58.8 59.6 47.6 49.3 11.2 15 10.3 15
14 CO2削減 49.1 44.5 38.3 40.5 10.8 16 4.1 29
8 障がい者 57.1 58.0 46.3 49.3 10.8 17 8.7 17
5 福祉・高齢者医療 59.4 61.6 49.6 49.1 9.8 18 12.5 10
4 医療 61.6 62.7 51.8 50.7 9.8 19 12.1 12

19 農業者支援 55.0 54.2 45.9 43.8 9.1 20 10.4 13
65 広域連携 52.3 51.5 43.3 45.1 9.0 21 6.4 20
39 防犯 53.2 53.9 44.4 46.6 8.8 22 7.3 18
10 介護保険 57.1 57.0 48.9 50.8 8.2 23 6.2 21
46 学校施設 60.8 61.5 54.0 56.8 6.8 24 4.7 25
7 地域福祉 52.2 52.4 45.6 47.7 6.6 25 4.7 26

41 防災 58.9 59.9 53.0 54.2 5.9 26 5.8 22
61 広報 44.3 44.3 38.7 40.1 5.6 27 4.2 28
64 職員管理 56.8 57.5 51.5 52.5 5.3 28 5.0 24
11 消費者保護 49.3 47.4 44.9 45.9 4.4 29 1.5 33
30 河川 58.4 57.6 54.6 51.1 3.8 30 6.5 19
67 税務 58.8 60.5 55.9 57.0 2.9 31 3.5 31
37 古館駅前整備 31.4 30.4 28.5 26.0 2.9 32 4.5 27
27 都市計画 50.6 47.8 48.3 51.8 2.3 33 -4.0 41
49 公民館 44.9 44.8 43.6 43.9 1.3 34 0.9 36
63 窓口対応 55.5 55.5 54.3 53.8 1.2 35 1.7 32
45 教育支援 56.5 57.3 56.1 56.1 0.4 36 1.1 34
48 教育振興 57.0 56.7 57.5 55.9 -0.5 37 0.9 37
18 森林保全 49.6 50.1 50.1 49.0 -0.5 38 1.1 35
59 地域情報化 45.6 42.1 47.7 43.5 -2.1 39 -1.3 38
2 健康づくり 53.4 53.5 55.7 58.3 -2.3 40 -4.8 42

24 観光交流 41.1 40.7 44.0 42.8 -2.9 41 -2.0 39
54 協働 38.8 36.4 43.5 42.6 -4.7 42 -6.1 46
6 国保 58.8 58.9 63.6 64.5 -4.8 43 -5.6 44

40 消防 58.6 59.9 63.7 62.5 -5.1 44 -2.6 40
25 特産品 47.7 46.7 53.1 52.9 -5.4 45 -6.2 47
12 環境活動 42.6 38.2 48.5 49.1 -5.9 46 -10.9 57
15 環境保全 56.3 56.3 62.8 62.1 -6.5 47 -5.9 45
57 男女共同参画 34.3 30.3 40.9 39.2 -6.6 48 -8.8 52
32 下水道 59.1 58.8 65.9 64.0 -6.8 49 -5.1 43
13 資源循環 51.3 50.3 59.4 60.6 -8.1 50 -10.3 56
34 町営住宅 46.6 48.1 56.7 54.4 -10.1 51 -6.3 48
55 市民活動 35.9 36.5 46.2 43.3 -10.3 52 -6.8 49
35 公園 39.4 37.7 50.0 50.9 -10.6 53 -13.2 62
56 地域自治 39.0 40.7 50.2 47.9 -11.2 54 -7.1 50
31 水道 61.4 61.7 72.8 69.4 -11.4 55 -7.8 51
58 国際交流 26.4 25.0 38.0 35.2 -11.6 56 -10.2 54
47 学校給食 61.1 60.5 72.8 71.7 -11.7 57 -11.2 58
17 農業・畜産業振興 44.0 44.3 56.4 56.7 -12.4 58 -12.4 60
38 交通安全 45.5 45.3 58.1 58.1 -12.6 59 -12.9 61
3 感染症予防 57.5 59.0 70.2 69.3 -12.7 60 -10.2 55

20 食育 41.0 41.0 54.2 53.3 -13.2 61 -12.3 59
16 廃棄物処理 58.9 59.1 72.2 68.7 -13.3 62 -9.6 53
51 文化財 35.8 35.8 51.9 50.4 -16.1 63 -14.7 64
50 芸術・文化 27.5 31.8 48.5 45.4 -21.0 64 -13.6 63
60 情報交流館・図書館 37.4 37.4 59.1 60.1 -21.7 65 -22.7 66
53 競技スポーツ 21.2 27.7 46.8 45.4 -25.6 66 -17.7 65
52 生涯スポーツ 30.6 33.0 59.8 56.8 -29.2 67 -23.8 67
28 紫波中央駅前整備 33.4 37.2 66.3 66.2 -32.9 68 -29.0 68

■　施策項目別　重要度・満足度・必要度（一覧表）
　　　　※必要度順

順位
設問
№

項目
重要度偏差値① 満足度偏差値② 必要度（①-②）

今回 前回 今回 前回

　重要度の偏差値に対し、満足度の偏差値が低い施策は、必要と感じている施策であり、今後の課題といえることから、「必要度」と定義し
た。
　必要度（重要度偏差値－満足度偏差値）の高さは、前回に続き、雇用に係る施策が高く（26.6）、次いで広聴（20.3）、公共交通、企業誘致
（17.7）と続く。

前回今回
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-4
0

-3
0

-2
0

-1
0010203040

雇 用  

広 聴  

公 共 交 通  

企 業 誘 致  

学 力 向 上  

企 業 育 成  

高 齢 者  

住 宅  

財 産 管 理  

道 路  

児 童 保 護  

商 工 業  

母 子 保 健  

子 育 て  

財 政  

C O 2 削 減  

障 が い 者  

福 祉 ・ 高 齢 者 医 療  

医 療  

農 業 者 支 援  

広 域 連 携  

防 犯  

介 護 保 険  

学 校 施 設  

地 域 福 祉  

防 災  

広 報  

職 員 管 理  

消 費 者 保 護  

河 川  

税 務  

古 館 駅 前 整 備  

都 市 計 画  

公 民 館  

窓 口 対 応  

教 育 支 援  

教 育 振 興  

森 林 保 全  

地 域 情 報 化  

健 康 づ く り  

観 光 交 流  

協 働  

国 保  

消 防  

特 産 品  

環 境 活 動  

環 境 保 全  

男 女 共 同 参 画  

下 水 道  

資 源 循 環  

町 営 住 宅  

市 民 活 動  

公 園  

地 域 自 治  

水 道  

国 際 交 流  

学 校 給 食  

農 業 ・ 畜 産 業 振 興  

交 通 安 全  

感 染 症 予 防  

食 育  

廃 棄 物 処 理  

文 化 財  

芸 術 ・ 文 化  

情 報 交 流 館 ・ 図 書 館  

競 技 ス ポ ー ツ  

生 涯 ス ポ ー ツ  

紫 波 中 央 駅 前 整 備  

必 要 度 偏 差 値  

項
目
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必

要
度
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順

）
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策
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要
度

偏
差

値
-
満

足
度

偏
差

値
）
 

 
2
0
1
7
年

（
◆

）
-
2
0
1
9
年

（
棒

グ
ラ

フ
）
比
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01020304050607080

雇 用  

広 聴  

公 共 交 通  

企 業 誘 致  

学 力 向 上  

企 業 育 成  

高 齢 者  

住 宅  

財 産 管 理  

道 路  

児 童 保 護  

商 工 業  

母 子 保 健  

子 育 て  

財 政  

C O 2 削 減  

障 が い 者  

福 祉 ・ 高 齢 者 医 療  

医 療  

農 業 者 支 援  

広 域 連 携  

防 犯  

介 護 保 険  

学 校 施 設  

地 域 福 祉  

防 災  

広 報  

職 員 管 理  

消 費 者 保 護  

河 川  

税 務  

古 館 駅 前 整 備  

都 市 計 画  

公 民 館  

窓 口 対 応  

教 育 支 援  

教 育 振 興  

森 林 保 全  

地 域 情 報 化  

健 康 づ く り  

観 光 交 流  

協 働  

国 保  

消 防  

特 産 品  

環 境 活 動  

環 境 保 全  

男 女 共 同 参 画  

下 水 道  

資 源 循 環  

町 営 住 宅  

市 民 活 動  

公 園  

地 域 自 治  

水 道  

国 際 交 流  

学 校 給 食  

農 業 ・ 畜 産 業 振 興  

交 通 安 全  

感 染 症 予 防  

食 育  

廃 棄 物 処 理  

文 化 財  

芸 術 ・ 文 化  

情 報 交 流 館 ・ 図 書 館  

競 技 ス ポ ー ツ  

生 涯 ス ポ ー ツ  

紫 波 中 央 駅 前 整 備  

満 足 度 （ ％ ）  

項
目

名
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）
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足
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）
比

較
 



ー 36 ー

01020304050607080

雇 用  

広 聴  

公 共 交 通  

企 業 誘 致  

学 力 向 上  

企 業 育 成  

高 齢 者  

住 宅  

財 産 管 理  

道 路  

児 童 保 護  

商 工 業  

母 子 保 健  

子 育 て  

財 政  

C O 2 削 減  

障 が い 者  

福 祉 ・ 高 齢 者 医 療  

医 療  

農 業 者 支 援  

広 域 連 携  

防 犯  

介 護 保 険  

学 校 施 設  

地 域 福 祉  

防 災  

広 報  

職 員 管 理  

消 費 者 保 護  

河 川  

税 務  

古 館 駅 前 整 備  

都 市 計 画  

公 民 館  

窓 口 対 応  

教 育 支 援  

教 育 振 興  

森 林 保 全  

地 域 情 報 化  

健 康 づ く り  

観 光 交 流  

協 働  

国 保  

消 防  

特 産 品  

環 境 活 動  

環 境 保 全  

男 女 共 同 参 画  

下 水 道  

資 源 循 環  

町 営 住 宅  

市 民 活 動  

公 園  

地 域 自 治  

水 道  

国 際 交 流  

学 校 給 食  

農 業 ・ 畜 産 業 振 興  

交 通 安 全  

感 染 症 予 防  

食 育  

廃 棄 物 処 理  

文 化 財  

芸 術 ・ 文 化  

情 報 交 流 館 ・ 図 書 館  

競 技 ス ポ ー ツ  

生 涯 ス ポ ー ツ  

紫 波 中 央 駅 前 整 備  

重 要 度 （ ％ ）  

項
目

名
（
必

要
度

偏
差
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順

）
 

施
策
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目

別
重

要
度

 
 

2
0
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年
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）
-
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年
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町の通信簿 ２０１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－町民意識調査報告書－ 

 

 

“町民が評価する行政サービスの品質” 

 

 
 自由記入一覧  

 
 
 

特定の個人・法人に対する誹謗、中傷と判断されるご意見は掲載していません。 
また、ご意見の中には事実が確認できない内容もありますが、記入内容をそのまま掲載して

います。 
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
日
詰

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
日
詰
駅
前
の
交
差
点
に
信
号
機
（
右
折
用
も
）
を
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
朝
と
夕
方
の
時
間
帯
の
車
の
交
通
量
と
通
学
す
る
子
供

の
安
全
の
た
め
、
一
時
停
止
で
は
な
く
信
号
の
方
が
安
全
と
思
う
た
め
。

5
古
館

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
オ
ガ
ー
ル
の
駐
車
場
、
町
職
員
が
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る
そ
う
で
、
利
用
す
る
時
、
駐
車
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
職
員
は
駐
車
し
な

い
で
ほ
し
い
。

7
長
岡

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

5
3
河
東
地
区
か
ら
若
い
世
代
が
中
央
地
区
に
流
れ
て
い
っ
て
、
結
果
、
子
供
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
、
地
元
に
の

こ
る
よ
う
な
、
町
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

8
水
分

男
性

7
0
代
以
上

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
中
央
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
を
い
そ
ぐ
こ
と
。
東
根
山
の
頂
上
よ
り
の
展
望
が
悪
い
の
で
雑
林
の
伐
採
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

1
3

志
和

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2

医
大
移
転
に
伴
い
こ
れ
か
ら
は
紫
波
町
人
口
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
中
央
部
は
人
口
増
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
西
・
東
部
の
人
口
減

と
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
感
じ
ま
す
。

地
域
と
の
脆
弱
性
を
感
じ
な
が
ら
も
支
え
あ
い
は
大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
お
い
て
も
働
き
手
が
い
な
い
現
象
が
あ
り
、
老
後
の

生
活
や
生
き
が
い
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

1
4

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
・
オ
ガ
ー
ル
周
辺
は
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
他
の
地
区
は
低
迷
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

・
町
の
動
き
が
ど
う
い
う
方
向
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
ず
ら
い
。
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
？

・
大
き
な
企
業
が
な
く
、
町
外
へ
働
き
に
行
か
ざ
る
を
え
な
い
。

1
6

長
岡

3
0
代

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
河
東
の
開
発
が
全
く
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
枠
も
少
な
い
。
住
民
税
を
払
っ
て
い
て
も
何
一
つ
改
善
の
様
子
が
見
ら

れ
な
い
。
土
地
改
良
区
に
ム
ダ
な
金
を
む
し
り
取
ら
れ
、
税
金
も
む
し
り
取
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
死
に
ま
す
。

1
7

長
岡

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
紫
波
中
央
駅
前
の
駐
車
場
の
値
上
げ
な
ど
、
生
活
に
不
便
な
感
じ
が
す
る
。
値
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

1
8

古
館

女
性

7
0
代
以
上

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

1
2
小
さ
い
子
供
が
い
な
い
の
で
子
供
の
事
は
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
オ
ガ
ー
ル
の
駐
車
場
が
す
く
な
い
。

1
9

男
性

3
0
代

5
除
雪
が
来
な
く
て
大
変
だ
。

2
1

日
詰

女
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
建
て
て
下
さ
い
。

2
2

赤
石

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
・
税
金
が
高
す
ぎ
る
。
農
業
は
赤
字
で
ま
っ
た
く
安
定
し
て
い
な
い
。

・
役
場
の
駐
車
場
が
せ
ま
い
。

・
若
い
人
の
服
を
買
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
な
い
た
め
、
盛
岡
や
北
上
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
3

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2
街
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
オ
ガ
ー
ル
、
駅
前
だ
け
が
栄
え
て
い
る
。
中
心
地
少
し
は
な
れ
る
だ
け
で
不
便
。
暗
い
。

2
5

赤
石

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
町
の
人
口
増
加
に
向
け
た
行
政
改
革
を
進
め
て
、
農
業
で
の
収
入
で
も
安
定
的
な
仕
事
が
で
き
る
町
に
し
て
、
若
者
の
仕
事
先
が
町

内
で
も
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
欲
し
い
で
す
。

2
7

彦
部

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
ゴ
ミ
袋
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
盛
岡
で
く
ら
し
て
い
た
頃
よ
り
も
経
費
が
か
か
る
し
不
便

2
8

赤
沢

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
町
内
の
検
診
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
と
か
）
日
程
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
盛
岡
市
の
様
に
６
月
～
1
0
月
自
分
で
病
院
を
選
び
た
い
。
仕

事
を
し
て
い
る
か
ら
日
程
を
決
め
ら
れ
る
と
行
け
な
い
（
検
診
を
う
け
ら
れ
な
い
）
盛
岡
市
の
病
院
で
も
良
く
し
て
ほ
し
い
。

3
3

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
町
外
の
職
場
の
た
め
、
あ
ま
り
町
政
が
見
え
な
い
が
、
活
発
な
動
き
を
希
望
し
ま
す
。

3
5

長
岡

男
性

7
0
代
以
上

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
1
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
が
な
く
て
も
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
改
善
（
革
）
す
べ
き
で
あ
る
。
←
国
が
何
時
デ
フ
ォ

ル
ト
に
陥
っ
て
も
い
い
よ
う
に

3
8

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

旧
役
場
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か
。
建
っ
た
ま
ま
の
よ
う
で
す
が
、
何
か
業
者
が
入
る
予
定
な
の
で
す
か
。
あ
と
日
詰
の
店
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
だ
ら
け
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
で
す
か
？
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
入
ら
な
い
の
か
、
入
れ
な
い
の
か
。
店
の
所
が
暗
い
よ
う
な
感
じ

が
す
る
か
ら
で
す
。
（
ま
ぁ
、
ま
つ
り
の
時
は
人
が
多
す
ぎ
に
多
す
ぎ
る
の
で
す
が
。
）

4
3

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い

赤
石
地
区
も
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
！

４
号
線
に
多
様
な
店
を
増
や
し
て
欲
し
い
！

障
が
い
者
の
働
く
場
所
を
も
っ
と
作
っ
て
欲
し
い
。

4
9
佐
比
内

女
性

1
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
・
若
者
の
雇
用
促
進
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
紫
波
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
事
を

思
う
と
、
安
心
し
て
住
め
ま
せ
ん
。

5
0

彦
部

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
歩
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
自
転
車
や
歩
く
時
に
穴
が
あ
っ
た
り
、
段
差
が
あ
り
危
険
で
あ
る
。
一
度
職
員
が
歩
い
て
み
て
下
さ
い
。
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ID
地

区
性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

5
2

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

・
ゴ
ミ
を
燃

や
す
人

が
い
る
の

で
、
に
お
い
が

臭
く
て
洗

濯
物

に
に
お
い
が

つ
く
の

で
や

め
て
欲

し
い
で
す
。

・
車

の
運

転
に
は

気
を
つ
け
て
は

い
る
の

で
す
が

、
自

転
車

が
死

角
で
見

え
ず
勢

い
よ
く
出

て
き
た
り
、
角

か
ら
飛

び
出

し
て
き
た
り
と

ビ
ッ
ク
リ
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

・
生

活
に
必

要
な
お
店

が
少

な
い
で
す
。
本

屋
や

服
屋

、
レ
ン
タ
ル

屋
、
く
つ
屋

な
ど
、
買

う
と
こ
ろ
が

少
な
い
の

で
、
他

の
地

域
に
行

く
し

か
あ
り
ま
せ

ん
。

6
1

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
3
住

宅
が

増
え
て
き
て
い
る
が

、
子

供
が

遊
べ

る
と
こ
ろ
（
公

園
や

室
内

遊
具

等
）
が

少
な
い
と
感

じ
ま
す
。
い
つ
も
矢

巾
や

盛
岡

ま
で
行

く
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
歩

道
も
狭

い
と
こ
ろ
が

多
く
、
十

分
設

備
さ
れ

て
い
る
と
は

思
え
な
い
で
す
。
保

育
園

も
待

機
児

童
が

出
な
い
よ

う
対

応
し
て
ほ

し
い
で
す
。

6
2

古
館

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
古

館
駅

の
整

備
早

め
て
欲

し
い
。

高
年

齢
化

に
な
り
、
行

政
か

ら
の

委
託

考
え
て
欲

し
い
。
例

え
ば

、
い
こ
い
の

家
。
さ
さ
え
る
方

も
年

齢
が

上
が

っ
て
来

て
い
る
。
敬

老
会

も
8
5
才

以
上

と
か

再
考

を
。

6
4

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
2
行

政
の

企
画

を
関

係
す
る
各

部
で
連

絡
を
取

り
合
い
、
協

力
し
合

っ
て
活

動
し
て
欲

し
い
。

6
9

日
詰

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
健

康
な
町

民
を
増

や
し
て
、
介

護
保

険
料

・
介

護
給

付
の

軽
減

を
め
ざ
し
た
い
。

埼
玉

県
で
取

り
組

ん
で
い
る
、
「
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
を
ぜ

ひ
紫

波
町

で
も
と
り
く
ん
で
ほ

し
い
！

7
2

志
和

女
性

2
0
代

そ
の
他

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
も
っ
と
障

害
者

に
や

さ
し
い
町

を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。
福

祉
課

以
外

の
や

く
ば

職
員

の
対

応
が

つ
め
た
い
。

7
3

彦
部

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い

①
町

内
に
、
入

院
で
き
る
医

療
施

設
が

無
い
こ
と
が
不

安
で
す
。

②
オ
ガ
ー
ル

の
図

書
館

で
Ｐ
Ｃ
を
使

っ
て
勉

強
や

作
業

を
し
た
い
の

に
、
電

源
を
使

わ
せ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

不
満

で
す
。
周

辺
の

市
町

村
と
同

じ
よ
う
に
使

え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

7
4

長
岡

女
性

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
・
生

活
道

路
の

整
備

、
改

善
が

遅
れ

て
い
る
。

・
Ｊ
Ｒ
駅

に
つ
な
が

る
交

通
環

境
を
望

ま
れ

る
。

7
8

古
館

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
・
オ
ガ
ー
ル

が
で
き
て
利

便
性

は
高

く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

付
近

の
道

路
が

せ
ま
く
感

じ
る
。
多

く
の

人
が

利
用

す
る
の

で
、
も
っ
と
道

路
が

広
く
な
る
と
昔

か
ら
住

ん
で
い
た
人

た
ち
も
困

ら
な
い
と
思

う
。
新

し
く
住

み
始

め
た
人

た
ち
は

便
利

か
も
し
れ

な
い
が

、
も
と
か

ら
住

ん
で
い
た
人

た
ち
か

ら
す
る
と
、
住

み
に
く
く
な
っ
た
よ
う
に
も
感

じ
る
の

で
、
そ
こ
を
な
ん
と
か

し
て
ほ

し
い
と
思

う
。

8
0

古
館

女
性

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
日

詰
駅

よ
り
利

用
者

の
多

い
古

館
駅

前
整

備
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
下

さ
い
。

8
1

彦
部

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
3
孫

た
ち
が

安
全

で
安

心
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
暮

ら
し
て
い
け
る
町

・
部

落
、
又

、
い
じ
め
の

な
い
楽

し
い
小

学
校

で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

全
般

的
に
紫

波
町

は
住

み
や

す
く
、
他

の
市

町
村
に
自

慢
で
き
る
町

で
す
。

8
3

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
言

葉
で
は

町
民

の
立

場
に
近

い
よ
う
な
事

を
よ
く
聞
き
ま
す
が

、
腹

で
は

町
民

の
立

場
か

ら
遠

い
な
ぁ
と
感

じ
る
こ
と
が

多
い
の

が
不

思
議

で
す
。
色

々
と
変

っ
て
い
く
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
す
が

、
紫

波
町

に
住

む
人

が
、
昔

の
方

が
良

か
っ
た
と
思

う
こ
と
が

あ
ま
り
な
い
よ
う

に
、
各

種
取

組
み

を
進

め
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

9
1

日
詰

男
性

7
0
代

以
上

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
生

活
保

護
の

手
当

て
を
も
ら
っ
て
い
る
方

々
の

抜
き
打

ち
調

査
を
必

ず
し
て
下

さ
い
。
私

よ
り
良

い
生

活
を
し
て
い
る
。

9
3

赤
石

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

2
3
企

業
誘

致
に
力

を
入

れ
て
ほ

し
い
。
若

い
人

の
職

場
を
増

大
し
て
、
若

い
人

達
が

多
く
定

住
す
る
町

に
し
て
行

き
た
い
と
思

う
、
こ
の

ま
ま
で
は

、
老

人
だ
け
の

町
に
な
っ
て
し
ま
う
。

9
6

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
町

中
心

部
に
生

活
し
て
い
る
割

に
は

、
地

域
の

道
路

事
情

が
悪

す
ぎ
る
（
未

舗
装

率
が

高
い
）

9
7

志
和

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

4
2
農

業
研

修
の

時
、
職

員
が

ガ
ム
を
か

じ
り
な
が

ら
研

修
を
受

け
て
い
た
。
北

上
方

面
に
行

っ
た
時

。

9
8

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。
夫

以
外

に
頼

れ
る
人

が
い
な
い
中

で
、
行

政
の

サ
ー
ビ
ス
や

役
場

の
方

々
に
助

け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
な
ん

と
か

や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
こ
こ
で
子

供
た
ち
が

大
き
く
な
る
の

で
、
紫

波
町

が
も
っ
と
も
っ
と
素

敵
な
住

み
や

す
い
町

に
な
る
こ
と

を
願

い
ま
す
！

商
店

街
の

道
路

、
せ

ま
く
て
ベ
ビ
ー
カ
ー
キ
ケ
ン
で
す
。
改

善
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉

し
い
で
す
。

9
9

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

4
2
①

紫
波

橋
の

下
で
何

を
や

っ
て
い
る
の

か
不

思
議

に
思

っ
て
い
る
。

②
川

に
土

が
た
ま
っ
て
水

害
が

心
配

で
す
。

③
道

路
の

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
を
貫

通
し
て
草

ぼ
う
ぼ

う
で
地

域
の

高
齢

化
を
感

じ
て
い
ま
す
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
0
2

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2

紫
波
中
央
付
近
に
片
寄
り
過
ぎ
。
各
駅
が
あ
る
の
だ
か
ら
各
地
点
を
整
備
す
べ
し
。
→
w
h
y?
日
詰
地
区
が
出
て
こ
な
い
？
他
地
域
も
含

め
（
オ
ガ
ー
ル
バ
カ
に
な
っ
て
い
る
）

道
路
の
整
備
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
悪
い
）
が
急
務
、
町
議
会
が
ジ
ジ
・
バ
バ
し
か
い
な
い
。

盛
岡
商
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
紫
波
町
と
い
う
視
点
で
考
え
る
べ
し
。
周
辺
地
域
の
発
展
、
動
性
を
う
ま
く
利
用
す
べ
し
。

山
と
川
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
（
自
然
は
差
別
化
な
ら
ず
）

商
業
（
経
済
）
の
発
展
し
な
け
れ
ば
人
も
財
政
も
大
き
く
な
ら
な
い
。

1
0
4

古
館

男
性

7
0
代
以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

3
3
矢
巾
町
と
の
合
併
を
考
え
る
。
工
業
団
地
を
作
る
（
川
東
に
）

1
0
6

彦
部

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
1
ま
ち
づ
く
り
に
地
域
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
何
を
す
る
に
も
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
で
同
じ
意
見
や
発
想
し
か
生
ま
れ
な
い
の

で
は
？
も
っ
と
幅
広
い
年
齢
、
職
種
な
ど
人
選
を
考
え
る
べ
き
。

1
0
7

水
分

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1

・
以
前
、
紫
波
町
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
問
い
合
わ
せ
を
し
た
事
が
あ
っ
た
が
連
絡
が
来
ず
、
結
局
電
話
し
て
対
応
（
回
答
）
し
て
も
ら
っ
た
事
が
あ
り

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
が
適
正
に
機
能
し
て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。

・
子
育
て
、
福
祉
に
つ
い
て
は
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
対
応
が
非
常
に
良
い
と
思
い
ま
す
！
！

・
紫
波
中
央
駅
前
は
活
気
が
あ
る
が
、
駅
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
は
依
然
住
み
や
す
さ
を
感
じ
な
い
。

・
小
学
校
が
統
合
し
て
欲
し
く
な
い
。
統
合
す
る
な
ら
通
学
し
や
す
さ
を
確
保
し
て
欲
し
い
。
必
ず
。
（
バ
ス
な
ど
）

1
0
8

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
職
員
の
方
で
、
必
要
書
類
を
ま
ち
が
え
る
方
が
い
た
り
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
方
と
そ
う
で
な
い
方
が
い
る
。
そ
う
で
な
い
方
は
窓
口
に
い
な
い

で
ほ
し
い
。
２
度
手
間
し
て
２
日
程
会
社
の
休
み
を
使
用
し
た
。

1
1
1

水
分

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
5

1
日
詰
商
店
街
の
活
性
化
を
重
要
視
し
て
ほ
し
い
で
す
。
紫
波
中
央
駅
付
近
ば
か
り
に
ぎ
わ
う
の
で
は
本
末
転
倒
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
西
側
・
東
側
の
小
学
校
統
合
も
中
心
部
に
ば
か
り
力
を
入
れ
た
結
果
の
よ
う
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

1
1
2

日
詰

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

持
ち
家

5
2
水
道
料
金
が
高
い

税
金
が
高
い

子
育
て
支
援
が
も
っ
と
あ
れ
ば
良
い

1
1
6

志
和

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

3
役
場
窓
口
の
人
は
、
も
う
少
し
笑
顔
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。
（
全
部
の
課
）
思
っ
て
い
る
事
を
き
き
に
く
い
。

1
2
1

志
和

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子
供
い
な
い

・
紫
波
町
議
の
活
動
が
あ
ま
り
よ
く
見
え
な
い
。
地
区
の
申
し
合
わ
せ
、
名
誉
職
の
よ
う
な
も
の
と
し
か
見
え
な
い
。

一
方
で
、
活
動
的
で
情
報
を
発
信
し
取
り
組
ん
で
い
る
町
議
（
古
館
）
、
土
砂
災
害
の
時
に
国
会
議
員
に
働
き
か
け
て
く
れ
た
地
元
（
志

和
）
の
町
議
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

1
2
2

彦
部

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

持
ち
家

3
1
幼
稚
園
・
保
育
園
で
働
く
人
の
待
遇
を
見
直
し
て
欲
し
い
。
（
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
・
・
・
）

幼
稚
園
・
保
育
園
施
設
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

1
2
6

日
詰

女
性

2
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

借
家

・
賃

貸
3

子
供
い
な
い
・
オ
ガ
ー
ル
に
ば
か
り
力
を
入
れ
な
く
て
い
い

・
河
東
地
域
（
長
岡
な
ど
）
が
不
便
（
店
な
さ
す
ぎ
）

1
2
7

彦
部

男
性

7
0
代
以
上

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

4
3
遊
休
地
（
施
設
）
の
有
効
活
用
（
売
却
含
む
）
の
促
進
。
（
過
去
の
体
験
に
よ
る
）

1
3
6

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
子
供
い
な
い

空
き
家
が
増
え
て
き
て
庭
木
の
手
入
れ
を
す
る
人
が
い
な
い
場
合
の
具
体
的
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
独
り
暮

ら
し
の
方
が
な
く
な
っ
た
時
、
死
亡
届
の
提
出
時
に
空
き
家
に
な
る
の
か
、
ま
た
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
届
出
を
出
し
て
も
ら
う
と
か
、
何

か
し
ら
の
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

1
4
0

日
詰

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
道
路
を
も
う
少
し
改
善
し
て
欲
し
い
。

古
館
駅
周
辺
（
歩
く
人
が
危
な
い
）

紫
波
高
近
隣
～
二
日
町
付
近
（
朝
夕
、
自
転
車
・
歩
行
者
・
車
が
多
く
危
険
）

1
4
5

赤
沢

女
性

3
0
代

農
林
業

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
一
度
か
か
わ
っ
た
事
柄
や
人
に
対
し
て
、
雑
に
な
っ
て
い
く
の
を
目
に
す
る
。
つ
き
は
な
さ
れ
た
り
、
間
に
は
さ
ま
っ
て
い
る
事
柄
や
人
に

対
し
て
デ
メ
リ
ッ
ト
の
意
識
を
多
く
植
え
付
け
て
い
て
、
も
っ
た
い
な
い
。

1
4
6

長
岡

男
性

7
0
代
以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
1

有
線
な
く
情
報
不
足

情
報
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
え
な
い
（
老
人
）

交
通
手
段
の
不
明
確
（
老
人
）

パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
で
き
な
い

1
4
7

彦
部

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
紫
波
町
は
幹
線
道
路
の
舗
装
工
事
（
特
に
民
家
に
面
す
る
道
路
）
が
他
の
市
町
村
に
比
較
す
る
と
非
常
に
劣
っ
て
い
る
。
中
央
駅
周
辺

の
整
備
費
だ
け
に
出
費
せ
ず
、
町
内
全
域
の
発
展
を
考
慮
し
た
行
政
を
望
む
。



ー 41 ー

ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居
別

世
帯

人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
4
8

日
詰

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子
供
い
な
い
子
育
て
し
や
す
い
町
に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
5
0

志
和

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
行
政
サ
ー
ビ
ス
→
地
域
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
の
で
は
？

1
5
6

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
紫
波
中
央
駅
や
日
詰
駅
と
比
較
し
て
、
古
館
駅
前
の
道
路
整
備
や
利
便
性
が
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、

古
館
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

1
5
8

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
・
小
・
中
の
勉
学
の
質
の
向
上
（
先
生
の
数
を
増
や
し
、
少
人
数
化
に
し
、
き
め
細
や
か
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
）

・
保
育
所
施
設
・
職
員
の
質
の
向
上
。
ず
っ
と
一
箇
所
に
と
ど
ま
っ
て
、
マ
ン
ネ
リ
化
。
対
応
が
わ
る
い
・
も
う
一
ヶ
所
、
0
～
5
才
児
用
の
公

立
保
育
園
を
の
ぞ
む
。

1
6
3

古
館

男
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
特
定
の
人
間
や
自
己
中
心
的
な
一
部
の
住
民
の
意
見
や
要
望
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
善
良
な
住
民
目
線

で
町
政
の
運
営
（
住
民
に
対
す
る
対
応
）
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

1
6
7

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

借
家
・
賃
貸

2
子
供
い
な
い

・
役
場
の
人
た
ち
の
対
応
が
良
く
な
い
！
暗
い
し
、
愛
想
が
な
い
。

・
ゴ
ミ
の
分
別
が
細
か
い
！
紫
波
町
だ
け
頑
張
っ
て
も
・
・
・
と
思
う
。
（
盛
岡
市
や
花
巻
市
は
簡
単
）

・
紫
波
中
央
駅
付
近
が
賑
や
か
で
他
、
日
詰
駅
や
古
館
駅
周
辺
は
ど
う
な
の
？
街
灯
が
少
な
く
暗
い
し
、
帰
り
歩
い
て
て
怖
い
し
気
持

悪
い
。

1
6
8

古
館

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
ペ
ッ
ト
の
管
理
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
実
態
把
握
し
た
上
で
の
注
意
喚
起
等
の
対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
実
態
も
確
認
せ
ず
に
、
片
寄
っ

た
内
容
で
の
注
意
は
不
平
等
で
す
。
生
き
物
は
全
て
平
等
に
扱
う
べ
き
で
す
。

1
7
1

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

1

町
内
で
舗
装
し
て
な
い
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
砂
利
道
で
雨
が
降
る
と
水
た
ま
り
が
で
き
通
勤
・
通
学
等
に
支
障
を
き
た
し
て
お

り
ま
す
。

点
検
、
補
修
等
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
時
々
は
土
木
課
等
で
点
検
で
き
な
い
も
の
か
？
）

”
速
く
舗
装
に
で
き
な
い
も
の
か
”

1
7
2

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

借
家
・
賃
貸

2
子
供
い
な
い

・
ゴ
ミ
の
分
別
が
細
か
い
。

・
オ
ガ
ー
ル
側
だ
け
発
展
し
て
い
て
、
日
詰
商
店
側
が
発
展
し
て
い
な
い
。

・
町
営
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
充
実
を
希
望
。

1
7
6

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
子
供
い
な
い

※
公
共
料
金
・
税
金
の
支
払
い
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
で
払
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

※
一
部
で
は
あ
る
が
、
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
立
ち
ふ
る
ま
い
、
言
動
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
間
の
為
に
役
場
自
体
の

イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
る
の
で
、
正
し
て
ほ
し
い
で
す
。

1
7
7

古
館

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

2

城
山
桜
ま
つ
り
を
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に
す
る
た
め
の
補
助
金
は
な
い
の
で
す
か
？
→
ス
ポ
ン
サ
ー
を
と
る
の
に
役
員
さ
ん
は
毎
年
こ
ん

な
ん
で
す
よ
。

山
の
北
側
へ
お
り
る
道
路
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
下
町
へ
抜
け
る
よ
う
に
走
湯
神
社
前
を
通
っ
て
下
道
へ
行
け
る
よ
う
に
道
が
こ
ま
な
い
よ

う
に

1
7
8

日
詰

1
0
代

自
由
業

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子
供
い
な
い
日
詰
駅
で
新
幹
線
の
切
符
を
は
ん
ば
い
し
て
ほ
し
い
！
！

1
7
9

長
岡

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
子
供
い
な
い
企
業
誘
致
活
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
紫
波
町
の
発
展
は
な
い
。
子
供
等
の
減
少
、
若
い
人
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
の
こ
と
を
強

化
し
な
い
の
か
。

1
8
2

古
館

男
性

6
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
古
館
駅
前
の
整
備
を
早
急
に
！
！

1
8
7

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
子
供
い
な
い

２
０
年
前
に
家
を
建
て
て
住
ん
で
い
ま
す
。
と
て
も
住
み
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
共
働
き
で
町
外
で
働
い
て
い
る
の
で
本
当
の
良

さ
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
月
曜
日
に
1
9
時
ま
で
対
応
し
て
頂
い
た
り
土
日
も
対
応
し
て
頂
い
た
り
、
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

数
年
前
、
愛
犬
が
な
く
な
り
な
か
な
か
届
け
を
出
せ
ず
に
土
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
対
応
し
た
人
が
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
を
口
ず
さ
ん
で
対

応
さ
れ
た
こ
と
だ
け
は
い
ま
だ
に
許
せ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
職
員
の
教
育
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
で
す
。
二
人
体
制
で
一
人
は
良
い
人
で
し

た
が
、
も
う
一
人
は
愛
犬
を
亡
く
し
て
届
け
を
出
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
の
対
応
と
し
て
は
最
低
な
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。

1
9
1

彦
部

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子
供
い
な
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

1
9
4

赤
石

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
1
公
園
の
雑
草
が
多
す
ぎ
て
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
な
い
。
虫
も
多
い
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
9
6

彦
部

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2

私
は
孫
を
連
れ
て
や
は
パ
ー
ク
に
遊
び
に
行
き
ま
す
。
紫
波
町
に
も
小
さ
い
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
施
設
が
あ
り
ま
す
が
・
・
・
同
じ
施
設
で

も
、
ち
ょ
っ
と
紫
波
町
の
方
が
設
備
的
に
整
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
矢
巾
町
と
比
較
す
る
の
も
な
ん
で
す
が
・
・
・
財
政
の
問
題

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
大
胆
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は
・
・
・
オ
ガ
ー
ル
の
駐
車
場
が
狭
す
ぎ
る
・
・
・
い
く
ら
有
料
駐
車
場
を
開

放
し
て
も
不
便
で
あ
る
。

1
9
7

志
和

女
性

7
0
代
以
上

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

3
交
通
手
段
が
自
家
用
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
地
域
は
、
年
齢
が
い
っ
て
も
運
転
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
大
変
。

待
機
児
童
が
い
る
こ
と
が
、
も
う
少
し
改
善
さ
れ
る
と
よ
い
の
で
は

1
9
8

志
和

男
性

6
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

3
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
と
り
か
た
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
世
の
中
複
雑
で
す
よ
！
答
え
る
の
に
困
り
ま
し
た
。

2
0
0

長
岡

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い

・
自
転
車
競
技
場
の
一
般
開
放
日
の
日
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

・
最
近
河
川
敷
の
木
の
伐
採
等
が
行
わ
れ
て
い
る
様
で
す
が
、
近
隣
住
民
の
楽
し
み
で
あ
る
ク
ワ
や
く
る
み
拾
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

て
、
環
境
破
壊
の
助
長
、
と
な
り
の
矢
巾
町
で
も
ム
ク
ド
リ
の
鳴
き
声
の
被
害
等
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
工
事
よ
り
、
福
祉

や
交
通
機
関
に
税
金
を
使
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1

水
分

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

1
子

供
い
な
い

・
有
線
放
送
が
な
く
な
り
、
紫
波
町
の
事
を
知
る
手
段
は
紫
波
ネ
ッ
ト
等
の
広
報
誌
し
か
な
く
、
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
事
が
多
く
な
っ
た

と
思
う
。

・
も
っ
と
紫
波
町
の
事
を
他
県
に
も
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
（
今
以
上
に
！
！
）

2
0
2

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
せ
っ
か
く
小
さ
な
子
供
が
い
る
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
保
育
園
の
確
保
（
待
機
問
題
）
を
早
く
解
消
し
て
、
子
供
に
優
し
い
支
援

を
増
や
し
て
ほ
し
い

2
0
3

日
詰

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

1
2
幼
児
、
小
・
中
学
生
が
い
な
い
の
で
ど
の
よ
う
な
状
況
か
わ
か
ら
な
い
。

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
（
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
も
）

駐
車
場
が
遠
す
ぎ
ま
す
。

2
0
4

彦
部

男
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年
超

6
人

以
上

3
空
き
家
が
ふ
え
て
長
男
で
も
町
内
に
残
ら
な
い
。
町
内
に
残
れ
る
行
政
に
し
て
ほ
し
い
。

2
0
6

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2

高
齢
者
、
子
供
達
、
助
け
が
必
要
な
方
達
が
住
み
や
す
い
町
に
し
て
ほ
し
い
。

全
国
の
モ
デ
ル
に
な
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
、
議
員
の
方
は
勉
強
を
し
て
、
行
動
を
し
て
ほ
し
い
。

言
葉
だ
け
で
な
く
、
動
か
な
い
と
意
味
が
な
い
。
日
本
一
の
町
に
し
て
ほ
し
い
。

2
0
7

志
和

3
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
中
心
部
だ
け
が
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
東
部
や
西
部
地
区
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
人
数
が
多
い
と
こ
ろ
だ
け
活

性
化
し
て
い
る
か
ら
、
平
均
的
な
評
価
が
高
く
見
え
る
だ
け
。

2
0
9

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
2
知
人
が
待
機
保
育
家
庭
に
な
っ
た
と
残
念
が
っ
て
い
た
。
人
口
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
が
、
変
化
を
見
す
え
た
行
政
が
必
要
な
の

で
は
？
盛
岡
や
矢
巾
に
行
か
な
い
と
十
分
な
医
療
施
設
が
無
い
の
は
不
便
で
す
。

2
1
1

赤
石

男
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

オ
ガ
ー
ル
開
発
に
よ
る
駅
前
活
性
化
は
成
果
と
言
え
る
が
、
根
本
に
あ
る
東
西
地
区
へ
の
波
及
効
果
の
在
り
方
を
考
え
て
欲
し
い
。

紫
波
町
が
あ
る
の
は
東
西
地
区
を
中
心
と
し
た
1
次
産
業
が
主
に
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
欲
し
い
。

役
場
と
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
、
プ
ラ
ザ
等
の
間
に
あ
る
道
路
に
路
上
駐
車
を
す
る
車
が
多
い
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
。

2
1
4

古
館

女
性

3
0
代

無
職

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
街
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
町
の
北
よ
り
に
中
学
校
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

2
1
8

日
詰

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

4
2
・
夜
道
が
暗
い

・
オ
ガ
ー
ル
は
小
さ
い
子
の
食
べ
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
屋
内
で
食
べ
れ
る
店
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
う

2
1
9

赤
沢

男
性

7
0
代
以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

3
2
私
の
家
に
入
る
道
路
、
何
回
も
頼
ん
で
も
ほ
か
の
田
ん
ぼ
の
た
め
、
役
場
に
頼
ん
で
も
す
す
ま
な
い
し
、
町
議
に
お
話
し
て
も
す
す
ま
な

い
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
。
わ
か
ら
な
い
。

2
2
0

赤
石

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
紫
波
中
央
駅
前
だ
け
が
整
備
さ
れ
て
も
他
の
地
区
は
カ
ヤ
の
外
の
様
。
道
、
歩
道
そ
の
他
諸
々
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
か
た
よ
っ
て
る
様
。

2
2
2

志
和

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

5
3
町
内
の
道
路
が
穴
が
あ
い
て
い
て
も
、
で
こ
ぼ
こ
で
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

歩
く
人
は
（
年
を
と
っ
て
）
大
変

2
2
6

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
学
校
周
辺
の
道
路
、
水
路
、
外
灯
等
々
の
環
境
整
備
を
早
く
す
す
め
て
欲
し
い
。
水
路
に
柵
も
な
く
危
な
い
箇
所
が
学
校
・
学
童
周
辺
に

あ
っ
た
り
、
交
差
点
に
信
号
が
な
く
、
通
学
路
に
外
灯
も
少
な
い
。
見
守
る
人
も
少
な
い
の
で
整
備
し
て
欲
し
い
。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

2
2
7

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め

人
町

外
5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
3

1

・
赤

石
、

日
詰

、
古

館
 小

中
一

か
ん

校
は

い
つ

？
紫

波
一

中
の

人
数

↑
↑

を
早

く
解

消
し

て
、

平
均

的
に

し
て

欲
し

い
。

教
育

が
行

き
と

ど
か

な
い

事
の

な
い

よ
う

、
早

め
に

。
対

策
を

。
子

ど
も

は
あ

っ
と

い
う

間
に

大
き

く
な

り
ま

す
。

・
二

酸
化

炭
素

の
排

出
よ

く
せ

い
大

事
。

環
境

保
全

を
第

一
に

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

岩
手

で
一

番
と

い
え

る
よ

う
す

い
し

ん
し

て
ほ

し
い

。
ビ

ニ
ー

ル
袋

と
か

。
ポ

イ
ン

ト
つ

け
る

と
か

。
そ

れ
が

子
ど

も
の

未
来

に
つ

な
が

る
。

再
利

用
す

す
め

る
。

オ
ガ

ー
ル

で
は

か
り

う
り

す
る

と
か

、
ふ

く
ろ

つ
か

わ
な

い
と

か
。

よ
ろ

し
く
お

ね
が

い
し

ま
す

。

2
2
8

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め

人
町

外
5
-
1
0
年

持
ち

家
6
人

以
上

4
盛

岡
の

盛
南

地
区

の
よ

う
な

、
子

供
が

ボ
ー

ル
遊

び
を

お
も

い
き

り
で

き
る

広
い

公
園

が
あ

っ
て

も
よ

い
と

思
う

。
2
3
1

女
性

2
0
代

勤
め

人
町

内
5
年

未
満

持
ち

家
5

1
駅

や
役

場
周

辺
だ

け
で

な
く
、

も
っ

と
子

供
を

あ
そ

ば
せ

ら
れ

る
公

園
や

、
通

学
路

の
街

灯
や

歩
道

の
整

備
を

し
て

ほ
し

い
。

2
3
3

赤
石

3
0
代

勤
め

人
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い

な
い

町
外

へ
の

Ｐ
Ｒ

力
の

強
化

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

紫
波

町
の

良
さ

を
生

か
し

て
欲

し
い

で
す

。

2
3
4

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め

人
町

外
1
0
-
2
0
年

持
ち

家
6
人

以
上

2
高

齢
者

が
働

き
や

す
い

環
境

を
提

供
し

て
欲

し
い

。
①

少
子

化
が

す
す

み
、

犯
罪

が
増

加
し

て
い

る
為

、
地

域
で

の
防

犯
的

な
役

割
を

担
っ

て
欲

し
い

。
②

高
齢

者
の

地
域

活
動

が
、

全
国

的
に

ア
ピ

ー
ル

で
き

る
と

良
い

。

2
3
5

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
1

社
会

福
祉

、
体

協
等

い
ろ

ん
な

団
体

に
よ

る
寄

付
が

多
い

（
個

別
割

当
式

に
な

っ
て

い
る

色
ん

な
情

報
が

メ
ー

ル
・
ア

プ
リ

等
の

為
、

年
寄

り
に

は
無

理
が

あ
る

2
3
8

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

勤
め

人
町

外
2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

2
新

山
を

愛
す

る
1
ゴ

ル
フ

ァ
ー

で
す

。
毎

回
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

を
納

め
て

い
ま

す
の

で
、

ゴ
ル

フ
場

ま
で

の
道

路
整

備
に

充
て

て
下

さ
い

。

2
4
6

赤
石

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
3

1
最

近
住

宅
が

多
く
建

っ
て

き
て

い
る

が
、

道
路

の
車

幅
や

歩
行

者
の

安
全

性
が

疑
問

。
危

な
っ

か
し

い
し

、
暗

い
。

2
4
8

水
分

5
0
代

無
職

5
年

未
満

持
ち

家
1

子
供

い
な

い
・
ポ

イ
す

て
の

ゴ
ミ

が
と

て
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

（
町

の
品

格
が

下
が

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
は

）

2
5
2

古
館

男
性

6
0
代

無
職

5
年

未
満

持
ち

家
2

2

・
イ

オ
ン

ス
ー

パ
ー

古
館

か
ら

矢
巾

町
へ

向
う

橋
及

び
道

路
が

狭
い

（
交

通
量

が
多

い
の

に
）

・
住

宅
地

内
の

道
路

は
、

区
域

内
3
0
ｋ
ｍ

走
行

と
な

っ
て

い
る

が
、

高
速

（
5
0
～

6
0
ｋ
ｍ

）
で

走
行

す
る

車
が

多
い

の
で

、
子

供
・
高

齢
者

に
と

っ
て

大
変

危
険

な
地

域
で

あ
る

・
空

家
が

多
い

の
で

空
家

対
策

を
速

や
か

に
対

応
が

必
要

と
思

う
。

・
古

館
駅

付
近

の
道

路
が

狭
く
て

安
全

性
が

保
た

れ
て

い
な

い
。

2
5
4

古
館

女
性

2
0
代

勤
め

人
町

外
2
0
-
3
0
年

借
家

・
賃

貸
3

子
供

い
な

い
高

齢
者

や
子

ど
も

だ
け

で
な

く
、

若
者

が
行

き
た

い
・
住

み
た

い
と

思
え

る
よ

う
に

、
企

業
誘

致
や

娯
楽

施
設

の
建

設
を

し
て

ほ
し

い
。

2
5
6

古
館

女
性

3
0
代

専
業

主
婦

5
-
1
0
年

持
ち

家
4

2
特

別
支

援
学

級
の

学
習

の
質

、
教

師
の

知
識

不
足

を
解

消
し

て
い

た
だ

き
た

い
！

！
こ

の
ま

ま
で

は
安

心
し

て
子

供
を

学
校

に
預

け
る

事
が

出
来

ま
せ

ん
！

！

2
5
9

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め

人
町

外
5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
3

1
電

車
の

時
間

に
間

に
合

う
ち

ょ
う

ど
良

い
バ

ス
（
時

間
）
が

な
い

2
6
4

志
和

男
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な

い
地

域
で

支
え

あ
い

地
域

活
動

が
活

発
に

行
わ

れ
て

と
て

も
い

い
環

境
に

あ
り

ま
す

。
2
6
5

志
和

7
0
代

以
上

農
林

業
3
0
年

超
持

ち
家

3
3

紫
波

の
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
が

有
効

活
用

さ
れ

て
い

な
い

。
西

部
開

発
に

力
点

が
置

か
れ

て
い

な
い

。

2
6
6

古
館

6
0
代

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

3

古
館

駅
前

整
備

は
進

行
中

と
伺

っ
て

い
る

が
、

駅
前

よ
り

北
側

の
矢

巾
町

ま
で

の
道

路
は

幅
員

が
せ

ま
く
、

歩
道

が
な

い
状

況
に

あ
る

。
医

大
等

へ
の

裏
道

と
し

て
、

速
度

を
出

す
車

が
多

く
歩

行
者

の
安

全
が

確
保

出
来

ず
、

事
故

が
発

生
し

て
か

ら
で

は
遅

く
、

早
急

な
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

太
田

川
、

五
内

川
の

橋
も

狭
く
拡

幅
が

必
要

で
あ

る
。

2
7
0

古
館

女
性

6
0
代

勤
め

人
町

外
2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

1
古

館
在

住
で

す
。

昨
年

イ
オ

ン
ス

ー
パ

ー
セ

ン
タ

ー
が

出
店

し
て

か
ら

4
号

線
か

ら
古

館
駅

ま
で

の
通

り
が

に
ぎ

や
か

に
な

り
、

暮
ら

し
や

す
く
な

り
ま

し
た

。
で

き
れ

ば
、

岩
手

銀
行

の
出

張
所

が
で

き
て

、
駅

前
が

広
く
な

れ
ば

、
コ

ン
パ

ク
ト

で
車

が
な

く
て

も
住

み
や

す
い

環
境

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

2
7
1

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
借

家
・
賃

貸
3

1

・
役

場
職

員
が

執
務

時
間

中
に
南

玄
関

入
口

の
東

屋
で
タ
バ

コ
を
吸

っ
て
い
る
の

を
目

に
し
ま
す
が

、
町

と
し
て
指

導
す
べ

き
で
は

な
い

で
し
ょ
う
か

。
・
オ
ガ
ー
ル

に
対

す
る
町

の
お
金

が
ど
れ

だ
け
流

れ
て
い
る
か

を
明

ら
か

に
す
べ

き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。
（
紫

波
は

元
々

バ
レ
ー
が

盛
ん
で
は

な
い
で
す
が

、
な
ぜ

あ
の

場
所

に
バ

レ
ー
専

用
の

体
育

館
を
作

っ
た
の

か
甚

だ
疑

問
で
す
。
）
町

内
の

某
建

設
会

社
の

た
め

と
思

わ
れ

て
も
仕

方
が

無
い
と
思

い
ま
す
。

・
企

画
課

で
行

っ
て
い
る
事

業
の

費
用

対
効

果
が

い
ま
い
ち
分

か
ら
な
い
。

・
地

域
お
こ
し
協

力
隊

の
活

動
が

い
ま
い
ち
見

え
て
来

な
い
。
一

役
場

職
員

と
同

じ
く
見

ら
れ

る
の

で
、
服

装
を
き
ち
ん
と
す
べ

き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。
（
短

所
ば

か
り
書

い
た
の

で
長

所
も
）

・
役

場
の

保
健

師
さ
ん
方

は
い
つ
も
丁

寧
に
相

談
に
の

っ
て
く
だ
さ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
の

周
囲

の
お
母

さ
ん
世

代
の

友
人

も
同

じ
こ
と
を
話

し
て
お
り
ま
し
た
。
様

々
な
事

業
が

あ
っ
て
良

い
と
思

い
ま
す
。

2
7
3

古
館

女
性

6
0
代

自
営

業
町

内
2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
紫

波
で
人

口
増

（
利

用
増

）
の

古
館

地
区

の
古

館
駅

。
高

齢
者

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

あ
る
矢

巾
駅

ま
で
タ
ク
シ
ー
を
乗

り
、
金

融
（
銀

行
）

の
ま
と
ま
っ
て
い
る
商

店
で
買

い
物

。
目

前
の

古
館

駅
は

階
段

が
あ
り
、
利

用
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
早

め
の

取
り
組

み
を
希

み
ま
す
。

2
7
4

古
館

男
性

6
0
代

自
営

業
3
0
年

超
持

ち
家

4
3
区

長
、
保

健
推

進
員

、
民

生
児

童
委

員
等

、
町

か
ら
委

託
さ
れ

る
役

職
は

高
齢

化
や

年
金

支
給

年
齢

の
引

き
上

げ
等

に
よ
り
担

い
手

不
足

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や

個
人

情
報

保
護

等
に
よ
り
人

柄
や

家
族

構
成

も
わ

か
り
に
く
く
、
選

任
に
は

大
き
な
困

難
が

あ
る
。

2
7
6

日
詰

男
性

6
0
代

無
職

5
年
未
満

持
ち
家

2
子
供
い
な
い

①
企

業
誘

致
な
ど
税

収
増

を
図

る
こ
と
。
色

々
と
収

入
増

を
考

え
ま
し
ょ
う
。
民

間
企

業
の

気
持

ち
で
、
立

場
で
。

②
紫

波
町

が
盛

岡
市

等
で
働

く
人

々
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
る
様

、
人

口
増

に
な
る
様

に
考

え
る
事

。
③

ラ
フ
ラ
ン
ス
温

泉
館

の
赤

字
解

消
に
努

力
す
る
事

。
銀

行
か

ら
の

出
行

な
ど
人

材
を
受

け
入

れ
、
メ
イ
ン
バ

ン
ク
等

と
一

体
で
経

営
改

善
を
図

る
事

。
赤

字
が

続
く
の

で
あ
れ

ば
廃

業
を
考

え
る
事

。
税

金
で
の

赤
字

補
填

の
危

機
感

を
感

じ
て
下

さ
い
。

2
7
7

古
館

男
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
1
・
古

館
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住

ん
で
い
る
が

、
時

々
牛

舎
？

豚
舎

？
の

悪
臭

が
す
る
。
調

査
の

上
、
当

事
者

に
指

導
を
お
願

い
し
ま
す
。

2
7
8

古
館

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
3
役

場
の

人
員

が
多

す
ぎ
な
。
ヒ
マ
そ
う
に
し
て
い
る
人

が
多

い
。

2
8
2

赤
石

女
性

7
0
代

以
上

無
職

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
2
平

成
2
年

に
新

築
し
紫

波
町

に
住

み
続

け
て
い
ま
す
が

、
街

灯
が

少
な
く
学

生
が

遅
く
帰

っ
て
来

る
時

、
危

険
で
は

な
い
か

と
思

い
ま
し

た
が

、
現

在
も
あ
ま
り
改

善
さ
れ

て
い
な
い
と
思

う
。

2
8
3

日
詰

3
0
代

専
業

主
婦

5
年
未
満

持
ち
家

4
2
保

育
園

の
待

機
児

童
が

多
い
と
き
い
て
い
ま
す
。
住

宅
開

発
を
す
す
め
る
の

で
あ
れ

ば
、
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
保

育
施

設
も
整

備
し
て
ほ

し
い
で
す
。

2
8
4

古
館

男
性

7
0
代

以
上

そ
の

他
2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
2
矢

巾
町

よ
り
広

い
土

地
を
持

ち
な
が

ら
企

業
誘

致
が

ま
っ
た
く
行

わ
れ

て
い
な
い
！

！
も
っ
と
真

剣
に
考

え
て
欲

し
い
！

！
周

り
の

市
町

村
か

ら
見

る
と
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
に
等

し
い

2
8
6

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子
供
い
な
い
犬

ば
か

り
守

っ
て
い
る
が

猫
も
守

る
べ

き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

？
猫

を
逃

が
せ

ば
大

変
だ
と
言

う
わ

り
に
何

も
や

っ
て
は

く
れ

な
い
。

今
、
宣

伝
と
か

で
も
猫

の
飼

い
方

の
宣

伝
を
し
て
い
る
の

だ
か

ら
、
も
う
少

し
考

え
も
良

い
の

で
は

？

2
9
0

古
館

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
役

場
の

開
庁

日
を
月

に
一

度
、
土

曜
日

も
行

っ
て
ほ

し
い
。

平
日

、
仕

事
等

で
役

場
へ

行
く
こ
と
の

で
き
な
い
人

が
多

い
と
思

っ
て
い
る
。

2
9
2

古
館

男
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子
供
い
な
い
道

路
が

痛
ん
で
い
る
所

が
見

受
け
ら
れ

ま
す
。
工

事
を
お
願

い
し
ま
す
。

2
9
3

赤
沢

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

3
今

回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
書

く
に
あ
た
り
、
ど
の

目
線

で
書

く
か

分
り
づ
ら
か

っ
た
。

例
え
ば

「
公

害
が

な
く
か

つ
～

」
の

所
も
自

分
達

で
管

理
し
て
保

た
れ

て
い
る
も
の

で
、
町

の
方

か
ら
何

か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
は

思
え

な
い
。
な
ど
、
だ
い
た
い
は

分
か

る
が

、
わ

か
ら
な
い
も
の

も
多

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
自

体
何

を
言

い
た
い
か

分
か

ら
な
い
所

も
あ
っ
た
。

2
9
5
佐

比
内

5
0
代

農
林

業
3
0
年

超
持

ち
家

6
人
以
上

3
特

に
川

東
側

、
交

通
機

関
が

非
常

に
悪

い
！

！
防

災
無

線
等

の
連

絡
が

取
れ

る
様

に
し
て
ほ

し
い
！

！
同

じ
紫

波
町

な
の

に
こ
ん
な

に
も
違

う
！

！
「
オ
ガ
ー
ル

だ
け
発

展
す
れ

ば
紫

波
町

は
良

い
の

か
」
「
変

な
町

」
！

！

2
9
7

古
館

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
子
供
い
な
い
ゴ
ミ
の

分
別

が
面

倒
で
あ
る
。

3
0
0

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
共

働
き
な
の

に
、
町

内
保

育
所

に
預

け
ら
れ

な
い
（
漏

れ
て
し
ま
う
）
と
い
う
事

例
が

あ
り
、
決

し
て
働

き
な
が

ら
子

育
て
し
や

す
い
町

と
は

言
え
な
い
。
高

齢
化

対
策

は
大

事
だ
が

、
そ
れ

以
上

に
少

子
化

に
対

す
る
対

策
、
働

き
な
が

ら
安

心
し
て
子

育
て
で
き
る
施

策
が

重
要

で
、
人

口
の

維
持

に
も
寄

与
す
る
と
思

う
。

3
0
2
佐

比
内

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子
供
い
な
い
も
っ
と
高

齢
者

が
集

ま
っ
て
話

せ
る
場

所
や

、
交

通
機

関
の

充
実

な
ど
、
福

祉
を
充

実
さ
せ

て
ほ

し
い
。
（
免

許
返

納
時

を
も
う
少

し
考

え
て
ほ

し
い
）
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

3
0
7

日
詰

女
性

3
0
代

自
営
業

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
も
っ
と
子
供
が
外
で
遊
べ
る
（
遊
ぶ
）
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
小
さ
い
公
園
が
で
き
て
も
使
い
道
な
い
所
ば
か
り
で
元
か
ら
あ
る
公
園
も

木
登
り
・
ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
と
決
ま
り
事
が
多
す
ぎ
る
。
子
供
の
運
動
能
力
の
低
下
の
原
因
だ
と
思
う
。
お
年
寄
り
も
多
い
の
で
、
子
供

と
お
年
寄
り
が
気
軽
に
使
え
る
充
実
し
た
公
園
総
体
を
お
願
い
し
た
い
。

3
0
8

古
館

7
0
代
以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
中
央
駅
か
ら
西
東
に
行
け
る
地
下
道
が
ほ
し
い
で
す
。

3
1
2
佐
比
内

女
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
川
東
地
区
に
住
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
中
央
と
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

老
人
施
設
を
川
東
に
も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

3
2
6

日
詰

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
2

・
耳
鼻
科
が
必
要
で
す
。

・
け
や
き
の
管
理
が
中
途
半
端
（
枝
を
剪
定
し
す
ぎ
て
い
て
、
並
木
の
体
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
道
路
で
剪
定
の
仕
方
が
ち
が
っ
た

り
、
根
が
歩
道
に
張
り
す
ぎ
て
い
て
で
こ
ぼ
こ
で
よ
く
つ
ま
ず
き
ま
す
）
。
別
の
木
に
は
無
理
で
す
か
？

・
矢
巾
町
に
医
大
が
来
た
こ
と
を
活
用
す
る
施
策
を
も
っ
と
積
極
的
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

3
2
8

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
中
央
駅
周
辺
に
力
を
入
れ
て
い
る
様
で
す
が
、
小
中
学
校
の
通
学
路
に
歩
道
が
な
か
っ
た
り
、
街
灯
も
な
か
っ
た
り
で
防
犯
上
危
機
管

理
が
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

3
2
9

古
館

女
性

0
パ

ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
し
て
財
政
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い

3
3
5

古
館

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2
紫
波
町
に
耳
鼻
科
来
て
ほ
し
い
。
矢
巾
で
も
や
っ
ぱ
遠
い
し
、
待
ち
時
間
や
混
雑
で
行
く
の
た
め
ら
う
。

3
3
6

古
館

6
0
代

自
営
業

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
紫
波
町
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
も
っ
と
県
内
外
に
発
信
す
べ
き
と
思
う
。
特
に
陣
ケ
岡
歴
史
公
園
、
樋
爪
館
跡
、
白
山
神
社
、
赤
沢
の
義

経
伝
承
な
ど
。

3
4
0

古
館

男
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
・
各
地
区
の
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
等
の
調
査

・
古
館
駅
前
と
そ
の
周
辺
の
開
発

3
4
4

古
館

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
設
問
そ
れ
ぞ
れ
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
具
体
的
判
断
を
す
る
基
準
が
自
分
で
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
「
わ
か
ら
な
い
」
と
し
ま
し

た
。
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
で
も
、
全
般
的
に
は
住
み
良
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

3
5
1

志
和

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
紫
波
町
は
と
て
も
住
み
ご
こ
ち
の
良
い
町
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
知
ら
な
い
う
ち
に
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
、
お
き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
気
分
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

3
5
2

志
和

男
性

5
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
町
の
税
収
が
増
え
る
方
法
を
考
え
て
下
さ
い
。
企
業
誘
致
な
の
か
商
工
業
の
発
展
な
の
か
。

す
こ
や
か
号
は
続
け
て
下
さ
い
。

3
5
3

水
分

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
・
私
事
で
す
が
、
主
人
は
会
社
員
で
す
。
地
域
の
民
生
員
の
方
か
ら
「
会
社
、
や
め
さ
せ
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
主
人
も
、
な
や

ん
で
い
ま
す
。
民
生
員
の
方
は
そ
こ
ま
で
言
え
ま
す
か
。

主
人
は
6
7
才
で
す
。
私
も
農
家
を
二
人
で
守
り
な
が
ら
時
期
パ
ー
ト
し
て
ま
す
。

3
5
7

赤
石

男
性

3
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
功
遂
身
退
、
天
之
道
。

3
6
1

志
和

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い
紫
波
町
は
豊
か
な
自
然
と
防
災
体
制
が
整
っ
て
お
り
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す

3
6
5

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
3

高
校
生
、
大
学
生
の
子
を
持
つ
親
で
す
。
オ
ガ
ー
ル
、
図
書
館
が
で
き
て
か
ら
子
育
て
、
教
育
、
観
光
な
ど
に
お
い
て
と
て
も
紫
波
町
の

魅
力
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
習
で
き
る
場
所
を
も
う
少
し
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

オ
ガ
ー
ル
の
学
習
室
は
収
容
人
数
が
少
な
く
て
試
験
期
間
中
は
す
ぐ
席
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
外
の
音
が
聞
こ
え
て

き
て
静
寂
な
環
境
が
保
た
れ
ま
せ
ん
。

我
が
子
も
そ
う
で
す
が
、
同
じ
学
校
に
通
う
子
も
み
ん
な
同
様
な
思
い
を
抱
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
勉
強
に
集
中
で
き
る
施
設
の
整
備
を

お
願
い
し
た
い
で
す
。

3
6
9

古
館

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
古
館
駅
前
の
整
備
を
早
め
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
空
家
も
多
い
気
が
す
る
の
で
何
か
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い

3
7
0

古
館

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
子

供
い
な
い

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
「
分
か
ら
な
い
」
事
だ
ら
け
で
す
。
自
分
が
今
ま
で
い
か
に
漫

然
と
生
活
し
て
き
た
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
事
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
自
分
の
町
の
事
を
理
解
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

で
す
。

3
7
7

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
3
紫
波
中
央
駅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
）
し
て
ほ
し
い
。
階
段
の
の
ぼ
り
降
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
お
年
寄

り
や
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
に
は
と
て
も
危
険
に
感
じ
ま
す
。

3
7
9

彦
部

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
川
東
の
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
情
報
（
こ
れ
か
ら
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
具
体
的
な
予
定
、
計
画
）
を

も
っ
と
住
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
会
合
（
→
忙
し
く
て
行
け
な
い
の
で
）
を
開
く
だ
け
で
な
く
、
川
東
の
全
世
帯
に
届
け
て
ほ
し
い
。
回
覧

板
で
ま
わ
っ
て
き
て
も
見
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
？
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ID
地

区
性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

3
8
2

古
館

7
0
代

以
上

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
農

業
後

継
者

で
将

来
不

安
で
あ
る
。
農

業
人

口
減

少
し
て
い
る
対

策
は

？
3
8
6

彦
部

男
性

7
0
代

以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
ふ

る
さ
と
納

税
の

金
額

等
矢

巾
町

と
の

差
が

あ
り
す
ぎ
る
。
新

し
い
取

り
組

み
が

必
要

と
思

う
3
8
7

日
詰

男
性

4
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

4
2
中

央
駅

前
通

り
の

街
灯

が
無

駄
に
多

い
の

に
点

灯
さ
れ

て
い
な
い
と
思

う
！

！
も
っ
と
必

要
な
所

が
有

る
と
思

い
ま
す
が

・
・
・

3
9
0

日
詰

5
0
代

専
業

主
婦

町
内

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
紫

波
町

役
場

の
職

員
の

対
応

が
遅

く
て
雑

で
あ
る
。

3
9
1

志
和

男
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

1
1
つ
ぎ
の

世
代

、
引

き
つ
ぐ
子

の
世

代
の

声
を
た
い
せ
つ
に
受

け
入

れ
る
町

で
い
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

3
9
3

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2

紫
波

町
に
住

ん
で
8
年

に
な
り
ま
す
が

、
年

々
人

口
も
増

え
、
い
ろ
ん
な
施

設
等

が
充

実
し
て
き
て
と
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。
町

役
場

の
対

応
も
良

い
と
思

い
ま
す
。

通
学

路
で
危

険
な
場

所
が

あ
り
、
子

供
が

た
ま
に
危
な
い
と
思

う
事

が
あ
り
ま
す
。

中
・
高

校
生

の
自

転
車

の
乗

り
方

が
悪

い
と
思

っ
て
い
る
の

で
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
9
4

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
2
子

供
3
人

目
か

ら
中

学
校

ま
で
学

費
・
保

険
等

無
償
に
し
て
少

子
化

対
策

を
。
高

校
で
は

学
費

補
助

。
全

国
に
注

目
さ
せ

、
町

外
か

ら
も
町

内
に
人

を
寄

せ
、
税

金
等

が
増

え
、
人

口
も
増

え
若

い
人

が
多

く
な
り
企

業
も
誘

致
し
や

す
く
な
り
、

紫
波

が
活

性
化

、
人

が
力

に
変

わ
る

3
9
7

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
3
運

動
公

園
の

活
用

―
特

に
陸

上
競

技
場

、
使

用
実
績

が
少

な
す
ぎ
る
の

で
は

な
い
か

。
週

末
に
も
っ
と
中

高
生

へ
開

放
す
べ

き

4
0
0

古
館

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
2
免

許
の

な
い
私

は
役

場
も
遠

く
な
り
、
昔

の
町

の
方
が

活
気

が
無

く
新

駅
の

方
だ
け
活

気
有

。
銀

行
は

前
の

場
所

な
ど
、
歩

け
ば

人
が

い
な
く
、
中

央
駅

が
中

心
に
感

じ
る
。
統

制
感

が
な
い
、
空

家
や

老
人

に
も
気

を
く
ば

っ
て
ほ

し
い
。

4
0
1

赤
石

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
オ
ガ
ー
ル

周
辺

し
か

発
展

し
て
い
な
い
。
他

の
地

域
は

ム
シ
。
何

も
考

え
て
い
な
い
。
将

来
は

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
る
。
（
今

の
若

い
世

代
が

と
し
を
と
り
で
て
い
く
か

ら
）

4
0
7

赤
石

3
0
代

そ
の
他

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
飲

食
店

、
衣

料
品

店
を
も
う
少

し
充

実
さ
せ

て
ほ

し
い

公
園

や
屋

外
施

設
を
キ
レ
イ
な
環

境
で
保

ち
、
数

を
増

や
し
て
ほ

し
い

4
0
9

古
館

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

3
2
古

館
小

か
ら
紫

波
高

校
の

陸
橋

ま
で
の

道
路

が
狭

す
ぎ
て
通

学
す
る
子

供
達

、
車

も
大

変
で
す
。

5
0
年

近
く
住

ん
で
い
る
の

で
す
が

、
改

善
さ
れ

な
く
て
と
っ
て
も
残

念
で
す
。

4
1
0

女
性

3
0
代

そ
の
他

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
オ
ガ
ー
ル

周
辺

の
み

整
備

さ
れ

、
河

東
の

ほ
う
は

放
置

さ
れ

て
い
る
気

が
す
る
。

4
1
1

日
詰

女
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

町
政

が
何

を
し
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
取

り
組

み
を
し
て
い
る
か

知
ら
な
い
の

で
、
こ
の

よ
う
な
調

査
内

容
だ
と
、
わ

か
ら
な
い
と
答

え
る

こ
と
が

多
か

っ
た
。

4
1
3

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

防
災

に
対

す
る
取

組
が

不
十

分
だ
と
思

う
。

ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル

で
通

知
す
る
こ
と
で
十

分
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か

？
地

震
と
水

害
で
は

避
難

場
所

が
違

う
な
ど
、
対

策
が
必

要
で
は

な
い
か

？

4
1
4

赤
沢

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
も
っ
と
働

け
る
場

所
が

ほ
し
い
。

4
1
5

彦
部

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い
な
い

川
東

地
区

の
下

水
道

整
備

、
佐

比
内

・
一

部
彦

部
地

区
の

ネ
ッ
ト
環

境
整

備
の

遅
延

放
置

、
中

学
校

校
舎

の
老

朽
化

、
免

許
証

返
納

す
る
と
交

通
手

段
が

な
く
な
る
レ
ベ
ル

の
交

通
網

の
な
さ
等

、
す
ぐ
取

り
組

ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
の

放
置

は
大

き
な
問

題
だ
と
思

う
。
優

先
順

位
が

お
か

し
い
。

4
2
1

赤
石

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
交

通
機

関
、
商

業
施

設
等

、
便

利
な
所

に
住

ん
で
い
る
の

で
暮

ら
し
易

い
。
不

便
を
感

じ
て
い
る
方

達
も
い
る
と
思

う
。

4
2
4

赤
石

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
忙

し
い
毎

日
な
の

で
こ
の

よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
は

あ
ま
り
必

要
と
は

思
い
ま
せ

ん
！

！

4
2
7

古
館

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
今

後
の

高
齢

化
が

分
か

っ
て
い
る
が

、
買

い
物

や
通

院
に
使

う
交

通
手

段
が

な
い
。
こ
れ

で
は

免
許

の
返

納
も
す
す
め
ら
れ

な
い
。

ま
た
、
障

が
い
者

と
の

交
流

の
機

会
が

少
な
す
ぎ
る
（
学

校
含

め
て
）
。
災

害
の

際
と
か

に
手

を
さ
し
の

ば
せ

な
い
。

4
2
8

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
・
町

役
場

職
員

の
町

民
へ

の
対

応
に
問

題
あ
り
。
（
高

圧
的

で
横

柄
、
病

的
な
の

で
は

と
思

わ
れ

る
職

員
も
い
る
よ
う
に
感

じ
る
）
ど
の

よ
う
な
教

育
を
し
て
い
る
の

か
。
職

場
内

で
い
ろ
い
ろ
と
ゴ
タ
ゴ
タ
が

あ
り
そ
う
で
、
と
て
も
恐

ろ
し
い
で
す
。
早

急
に
職

員
へ

の
教

育
に
取

り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
職

員
へ

の
一

般
常

識
、
他

者
へ

の
思

い
や

り
の

教
育

を
し
て
く
だ
さ
い
。

4
3
1

古
館

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
ま
ち
づ
く
り
は

新
し
い
取

組
を
し
て
い
て
素

晴
ら
し
い
。
（
オ
ガ
ー
ル

中
心

に
）

た
だ
、
無

駄
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
使

う
の

は
良

く
な
い
（
日

本
酒

）

4
3
2

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

5
3
住

宅
地

の
ハ

ト
、
コ
ウ
モ
リ
等

の
フ
ン
害

の
対

処
に
こ
ま
っ
て
い
る

4
3
3

赤
石

女
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
2
あ
の

議
員

の
給

料
は

い
っ
た
い
何

で
す
か

。
あ
き
れ

ま
し
た

4
3
7

古
館

男
性

5
0
代

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

2
子

供
い
な
い
町

内
の

活
性

化
を
目

指
し
て
い
る
事

は
わ

か
り
ま
す
が

、
個

人
的

に
実

感
は

な
い
。
ふ

る
さ
と
納

税
の

金
額

が
新

聞
で
伸

び
て
い
る
の

み
た
の

で
、
行

動
し
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

4
4
3

赤
石

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
3

他
市
町
村
か
ら
移
っ
て
き
て
、
自
然
の
中
で
子
育
て
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

反
面
、
大
人
た
ち
は
新
し
い
こ
と
を
受
け
付
け
よ
う
と
す
る
柔
軟
性
が
な
く
、
と
り
あ
え
ず
表
面
的
に
事
を
成
し
と
げ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、

ま
と
め
の
冊
子
を
だ
し
満
足
し
て
、
実
は
前
進
で
き
な
い
と
い
う
閉
鎖
性
が
強
い
と
感
じ
ま
す
。

“
オ
ガ
ー
ル
”
は
あ
ま
り
に
そ
こ
だ
け
集
中
し
す
ぎ

体
育
面
だ
け
で
な
く
、
文
化
面
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

4
4
4

水
分

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
2
老
人
よ
り
も
こ
れ
か
ら
の
子
供
達
に
援
助
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

車
が
な
い
と
住
め
な
い
所
で
す
。
不
便
で
す
。

4
4
6

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
町
議
を
も
っ
と
地
元
に

4
5
2

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

2
2
マ
ッ
ク
が
ほ
し
い

4
5
4

赤
石

女
性

1
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
町
内
会
費
が
高
い
。

道
路
の
凸
凹
を
直
し
て
ほ
し
い
。

4
6
2

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2

ア
ン
ケ
ー
ト
が
瀕
回
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
抽
出
に
偏
り
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
活
動
を
負
担
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
祭
、
役
員
等
）
い
ら
な
い
も
の
は
ス
リ
ム
化
を
。

水
道
水
が
他
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
時
よ
り
白
く
固
ま
り
や
す
い
（
カ
ル
シ
ウ
ム
？
）
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。

オ
ガ
ー
ル
周
辺
以
外
の
地
域
も
整
備
が
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

4
6
8

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
オ
ガ
ー
ル
周
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
活
用
を
促
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
6
9

日
詰

男
性

2
0
代

そ
の
他

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
子

供
い
な
い
窓
口
（
駅
、
役
場
）
な
ど
の
閉
ま
る
時
間
が
早
く
、
仕
事
終
わ
り
に
利
用
で
き
な
い
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
長
く
し
て
ほ
し
い
。

若
者
が
遊
べ
る
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

4
7
2

志
和

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
紫
波
町
に
開
業
医
ば
か
り
が
多
く
、
大
き
な
医
療
施
設
が
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。
オ
ガ
ー
ル
よ
り
も
医
大
の
誘
致
が
必
要
だ
っ
た
と
思

う
。
町
外
に
入
院
・
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

4
7
8

志
和

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
オ
ガ
ー
ル
付
近
だ
け
開
発
に
力
を
入
れ
て
、
他
の
地
域
は
お
き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
小
学
校
が
な
く
な
る
と
聞
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
子
育
て
を
し
て
い
く
者
と
し
て
、
そ
う
な
る
と
地
域
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
の
か
と
思
案
す
る
。
先
の
こ
と
ま
で
考
え
て
欲
し
い
。

4
7
9

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
町
内
に
は
、
3
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
が
あ
る
。
中
央
駅
だ
け
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
2
つ
の
駅
周
辺
の
整
備
が
重
要
。
紫
波
町
は
中
央

駅
だ
け
あ
れ
ば
良
い
の
か
。
3
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
を
中
心
と
し
た
住
み
や
す
い
町
作
り
を
し
て
下
さ
い
。

4
8
0

赤
石

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2
・
質
問
の
内
容
が
堅
す
ぎ
る

・
産
婦
人
科
が
な
く
若
い
人
は
不
安
だ
と
思
う
（
自
分
も
そ
う
だ
っ
た
）

・
オ
ガ
ー
ル
（
マ
ル
シ
ェ
）
駐
車
場
が
客
数
に
対
し
て
せ
ま
す
ぎ
る

4
8
1

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
海
外
に
姉
妹
都
市
が
あ
る
（
豪
州
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
流
が
沈
滞
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
折
角
交
流
す
る
相
手
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
活
発
に
活
動
し
て
将
来
に
向
け
て
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
の
一
助
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
8
3

赤
石

3
0
代

自
営
業

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
小
学
校
の
数
が
減
る
話
が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
通
学
バ
ス
は
出
さ
な
い
の
で
す
か
。

3
0
年
以
上
前
か
ら
話
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
3
～
6
ｋ
ｍ
と
遠
い
学
区
に
住
ん
で
い
る
子
供
た
ち
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
く
、
不
便
で
す
。
す
こ

や
か
号
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
で
き
る
の
で
は
、
と
い
つ
も
不
満
で
す
。

4
8
4
佐
比
内

男
性

1
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い
紫
波
中
央
駅
周
辺
は
発
展
し
て
い
る
が
川
東
地
区
は
特
に
何
も
起
こ
ら
ず
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
佐
比
内
地
区
に
若
い
人
が
た
く
さ
ん
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

4
8
5
佐
比
内

女
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い
ネ
ッ
ト
が
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と
ア
レ
で
し
ょ
。
地
域
格
差
が
あ
り
す
ぎ
る
と
思
う
。
今
を
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な
も
の
な
の
に
な
い
が
し
ろ

に
し
す
ぎ
。
課
題
を
家
で
で
き
な
い
。
家
で
出
せ
な
い
。
超
大
変
だ
っ
た
。

4
8
7

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
紫
波
中
央
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
と
高
齢
者
や
乳
母
車
、
大
き
な
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
等
使
用
す
る
方
が
た
す
か
る
と
思
い
ま
す
。
予

算
が
な
け
れ
ば
駅
の
中
に
募
金
箱
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
賛
同
者
）
を
設
置
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？

4
8
9

日
詰

女
性

4
0
代

そ
の
他

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
オ
ガ
ー
ル
の
維
持
、
管
理
の
持
続
が
不
安
（
盛
岡
市
松
園
地
区
の
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。
今
は
い
い
が
）

4
9
6

彦
部

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
商
店
な
ど
で
市
場
を
定
期
的
に
開
催
し
て
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
。

4
9
7

古
館

3
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2
子
供
を
遊
ば
せ
ら
れ
る
公
園
が
す
く
な
い
。
近
い
公
園
は
遊
具
は
あ
る
が
、
ボ
ー
ル
遊
び
や
自
転
車
練
習
が
で
き
な
い
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ

だ
と
雑
草
だ
ら
け
で
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

外
遊
び
で
き
る
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
水
道
も
1
年
中
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

5
0
0

水
分

女
性

7
0
代
以
上

無
職

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
5
人

以
上

公
共
交
通
を
も
っ
と
充
実
し
て
ほ
し
い
。
現
状
で
は
高
齢
に
よ
る
運
転
免
許
返
納
不
可
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

5
0
1

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
教
育
環
境
（
人
（
数
）
的
配
置
や
施
設
）
を
も
っ
と
整
え
て
ほ
し
い
。
（
家
族
意
見
）

5
0
2

長
岡

男
性

7
0
代
以
上

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
最
高
の
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い

・
紫
波
町
役
場
管
理
の
1
0
0
円
駐
車
場
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
ほ
し
い

・
町
外
で
仕
事
、
あ
る
い
は
町
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
く
る
よ
う
に
！
！
町
の
発
展
の
た
め
に
！
！

5
0
5

志
和

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
空
き
家
、
空
き
地
対
策
。

5
0
6

日
詰

男
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
3
紫
波
中
央
駅
東
口
入
口
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
（
ト
ン
ネ
ル
通
路
又
は
新
幹
線
橋
下
通
路
）

5
1
0

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
紫
波
中
央
駅
付
近
の
住
宅
街
の
街
灯
を
も
う
少
し
明
る
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

5
1
1

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

3
2
街
灯
が
少
な
い
の
で
増
や
し
て
ほ
し
い

暗
く
て
こ
わ
い
で
す
。
古
館
駅
前
（
前
郷
公
園
通
り
）
歩
行
者
が
見
え
な
い
。
バ
ス
も
通
る
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

5
1
2

古
館

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
古
く
使
い
づ
ら
く
分
か
り
に
く
い
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
頻
繁
に
開
き
た
く
な
る
様
な
工
夫
を
す
れ
ば
、
色
々
な

紫
波
町
の
取
り
組
み
や
活
動
が
町
民
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

5
1
8

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2

①
紫
波
中
央
駅
前
の
整
備
が
中
心
と
な
り
、
古
館
駅
前
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
。
古
館
駅
の
方
が
近
い
が
、
送
迎
が
し
や
す
い
中
央

駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
古
館
の
住
民
が
出
入
し
や
す
い
様
に
、
も
う
少
し
整
備
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

②
高
齢
者
対
応
は
矢
巾
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
紫
波
町
包
括
に
も
も
う
少
し
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

③
紫
波
に
も
中
規
模
病
院
が
あ
る
と
良
い
。
→
盛
岡
ま
で
行
っ
て
い
る
人
多
い
。

④
バ
ス
の
本
数
や
和
賀
線
方
面
、
3
9
6
方
面
の
バ
ス
路
線
充
実
が
欲
し
い
。
子
を
親
が
送
迎
し
て
い
る
家
庭
が
多
く
、
高
校
進
学
先
選

定
が
限
ら
れ
る
人
も
い
る
。

5
1
9

彦
部

3
0
代

無
職

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
川
東
（
彦
部
地
区
）
に
住
ん
で
い
ま
す
。
中
央
駅
の
回
り
が
す
て
き
に
な
る
の
は
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
の
数
も
減
っ
て
き
て

統
合
す
る
事
を
知
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
事
を
も
っ
と
皆
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

5
2
1

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
3
高
齢
者
が
公
営
住
宅
に
住
め
る
制
限
を
ゆ
る
め
て
ほ
し
い
。

検
診
料
（
町
の
）
が
高
い
→
他
の
市
町
村
で
は
2
0
0
円
～
5
0
0
円
程
で
受
け
ら
れ
た
。

5
2
4

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2

旧
役
場
跡
の
活
用

紫
波
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
4
号
線
に
合
流
す
る
場
所
が
民
間
で
の
工
事
着
手
前
に
、
行
政
で
の
道
路
の
拡
幅
を
期
待
し
て
い
た
が
無
理

だ
っ
た
。
そ
の
為
、
立
て
続
け
に
小
学
生
が
事
故
に
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
。

道
路
を
広
げ
、
歩
道
の
信
号
を
取
り
付
け
て
い
れ
ば
少
し
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

5
2
7

古
館

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
1
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
等
の
問
題
も
あ
り
、
町
は
町
民
の
意
見
等
を
尊
重
し
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
な
ど
期
待
し
て
い

る
の
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
オ
ガ
ー
ル
周
辺
だ
け
賑
い
始
め
、
コ
ン
ビ
ニ
等
が
潰
れ
る
と
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ば
か
り
入
る
よ
う
に
な
り
、
も

う
少
し
紫
波
町
の
為
に
な
る
施
設
を
入
れ
、
就
職
で
き
る
人
も
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

5
2
9

日
詰

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2

・
オ
ガ
ー
ル
地
域
ば
か
り
が
栄
え
て
い
る
。

・
病
院
に
障
害
者
に
対
応
で
き
る
人
材
が
あ
る
と
良
い
。

・
車
が
な
い
と
不
便
な
町
。

・
貸
家
（
一
軒
家
タ
イ
プ
）
が
少
な
い
。

5
3
3

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
2
・
歩
道
の
な
い
道
路
の
安
全
対
策
。
外
灯
の
設
置
。

・
高
齢
者
の
為
の
バ
ス
の
細
や
か
な
運
転
。
運
転
手
の
方
の
気
配
り
。

・
道
路
わ
き
の
除
草
剤
の
散
布
の
マ
ナ
ー
を
作
っ
て
欲
し
い
。
（
人
に
も
犬
に
も
害
で
す
）

5
3
7

赤
石

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
町
道
を
見
ま
わ
り
、
悪
い
所
は
早
め
に
な
お
し
て
ほ
し
い
。
通
学
路
な
ど
は
特
に
お
願
い
し
た
い

5
3
9

古
館

7
0
代
以
上

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
2
老
人
用
の
保
育
園
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
（
元
気
な
老
人
が
多
い
の
で
）

買
物
に
行
き
や
す
い
バ
ス
ル
ー
ト
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
（
特
に
村
、
山
の
方
）

5
4
0

日
詰

3
0
代

専
業
主
婦

5
年

未
満

4
2
紫
波
中
央
駅
前
に
も
路
線
バ
ス
を
経
由
さ
せ
て
ほ
し
い
。
（
利
用
す
る
人
が
い
る
と
思
う
）

1
8
歳
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
し
て
ほ
し
い
。

2
0
代
～
5
0
代
ま
で
の
医
療
費
の
補
助
な
ど
も
必
要
で
は
・
・
・
？
（
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
中
間
層
に
も
福
利
厚
生
を
！
！
）

5
4
9

日
詰

女
性

3
0
代

専
業
主
婦

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

4
2
・
公
園
の
安
全
面
、
清
潔
面
が
気
に
な
る
。
猫
の
糞
尿
な
ど
の
心
配
な
く
砂
あ
そ
び
さ
せ
ら
れ
る
公
園
が
な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
か

ら
な
い
。

・
「
紫
波
の
物
」
と
言
っ
て
人
に
渡
せ
る
、
み
や
げ
も
の
が
少
な
い
。



ー 49 ー

ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

5
5
1

古
館

女
性

7
0
代

以
上

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

3
3

薪
ス

ト
ー

ブ
の

煙
、

切
る

音
な

ど
環

境
に

、
も

っ
と

真
剣

に
と

り
く
ん

で
ほ

し
い

！

5
5
5

長
岡

6
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

3
3

小
さ

な
役

で
も

し
た

が
ら

な
い

同
じ

人
が

何
年

も
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

報
酬

を
も

う
少

し
高

く
し

た
ら

5
5
8

佐
比

内
女

性
5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

4
2

一
部

地
域

の
み

の
発

展
で

は
な

く
、

街
全

体
が

同
程

度
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
町

と
し

て
も

高
齢

化
が

進
ん

で
お

り
、

各
産

業
の

従
事

者
が

減
っ

て
き

て
い

る
と

思
う

。
税

収
の

減
少

も
含

め
、

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
か

。

5
5
9

佐
比

内
男

性
6
0
代

勤
め

人
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

4
3

同
じ

町
民

で
も

東
部

地
域

と
中

心
部

の
格

差
を

感
じ

る

5
6
1

赤
石

女
性

6
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

2
3

町
議

員
の

年
が

問
題

若
い

人
、

せ
め

て
5
0
代

4
0
代

3
0
代

で
町

政
し

て
ほ

し
い

5
6
2

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め

人
町

外
5
年

未
満

持
ち

家
6
人

以
上

2
待

機
児

童
が

多
い

と
聞

き
、

職
場

復
帰

が
で

き
る

の
か

不
安

に
な

っ
て

い
ま

す
。

入
れ

た
い

と
思

っ
て

い
る

園
の

職
員

が
足

り
な

い
と

い
う

事
を

聞
い

た
り

も
し

ま
す

し
、

違
う

場
所

は
評

判
が

良
く
な

い
と

聞
い

た
り

す
る

の
で

、
ど

こ
も

不
安

で
す

。
子

育
て

体
制

が
心

配
で

す
。

5
7
1

古
館

女
性

6
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

3
2

1
.古

館
駅

前
の

整
備

が
進

ん
で

い
な

い
2
.河

川
氾

濫
が

無
い

用
に

工
事

に
万

全
を

尽
く
し

て
欲

し
い

。
3
.古

館
地

区
内

の
道

路
損

傷
が

進
ん

で
い

る
の

で
整

備
し

て
欲

し
い

。

5
7
2

古
館

2
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち

家
3

2
・
古

館
駅

を
通

る
バ

ス
が

ほ
し

い
で

す
。

・
道

路
、

歩
道

の
で

こ
ぼ

こ
が

工
事

後
で

も
あ

り
、

酷
い

と
思

い
ま

す
。

・
夜

は
街

灯
が

少
な

く
暗

い
で

す
。

5
7
4

日
詰

女
性

5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
1

・
5
0
代

女
性

の
働

く
所

が
少

な
い

・
運

動
会

し
て

ほ
し

か
っ

た

5
7
8

赤
石

男
性

6
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

2
中

高
齢

者
の

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
機

会
が

少
な

い
。

又
、

ス
ポ

ー
ツ

全
国

大
会

出
場

の
団

体
に

対
し

て
、

補
助

金
を

支
給

し
て

欲
し

い
。

5
8
0

志
和

女
性

3
0
代

自
営

業
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

1
4
号

線
、

線
路

付
近

の
栄

え
て

い
る

所
だ

け
で

な
く
、

東
西

の
山

の
端

々
ま

で
も

紫
波

町
。

そ
の

端
々

に
車

の
運

転
は

で
き

な
い

け
ど

一
人

で
暮

ら
す

、
元

気
な

高
齢

者
は

沢
山

暮
ら

し
て

ま
す

。
と

だ
け

伝
え

て
お

き
ま

す
。

5
8
2

日
詰

5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
2

役
場

の
窓

口
（
特

に
町

民
課

の
）
態

度
、

対
応

 目
に

あ
ま

る
も

の
が

あ
る

。
教

育
足

り
な

す
ぎ

。
認

知
症

の
認

定
に

関
し

て
、

調
査

認
定

ま
で

時
間

か
か

り
す

ぎ
る

。
困

っ
て

い
る

の
に

町
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

が
な

い
。

5
8
5

日
詰

男
性

4
0
代

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

4
障

害
児

童
へ

の
認

定
手

配
、

該
当

施
設

や
機

関
と

の
連

携
や

知
識

を
密

に
し

て
ほ

し
い

。

5
8
6

古
館

5
0
代

勤
め

人
町

外
2
0
-
3
0
年

持
ち

家
4

2
古

館
駅

前
（
同

西
側

を
含

む
）
の

整
備

を
関

係
機

関
と

連
携

し
て

進
め

て
欲

し
い

。
歩

道
橋

も
古

く
危

険
で

あ
る

。
ロ

ー
タ

リ
ー

も
必

要
で

は
？

5
9
4

赤
石

5
0
代

専
業

主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

子
供

い
な

い

介
護

の
件

昨
年

の
3
月

に
姑

が
認

知
症

に
な

り
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

分
か

ら
な

い
こ

と
ば

か
り

で
し

た
。

担
当

の
ケ

ア
マ

ネ
に

、
「
大

ま
か

に
ど

う
し

た
い

の
か

話
し

て
下

さ
い

」
と

い
う

言
葉

を
か

け
て

も
ら

い
、

1
人

で
悩

む
こ

と
が

無
く
何

で
も

相
談

で
き

て
い

ま
す

。
光

が
射

し
た

瞬
間

で
し

た
。

そ
し

て
今

、
心

の
中

で
思

っ
て

い
た

通
り

の
施

設
に

入
所

し
て

い
ま

す
。

感
謝

で
す

。

5
9
5

古
館

5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

2
2

年
金

か
ら

引
か

れ
る

介
護

保
険

料
が

高
い

と
思

い
ま

す
。

5
9
6

古
館

女
性

4
0
代

町
外

5
年

未
満

持
ち

家
4

2
盛

岡
か

ら
引

越
し

て
来

て
、

地
域

活
動

の
た

め
に

支
払

う
お

金
が

多
く
て

正
直

つ
ら

い
で

す
。

（
盛

岡
2
4
0
0
円

（
ア

パ
ー

ト
）
→

紫
波

1
0
,0

0
0
円

～
（
お

祭
こ

み
）
）

核
家

族
の

子
育

て
世

帯
に

は
き

び
し

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
紫

波
一

中
を

わ
け

て
、

小
さ

い
中

学
校

に
し

て
ほ

し
い

で
す

。

5
9
8

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
2

2
縁

も
ゆ

か
り

も
な

い
紫

波
町

に
家

を
建

て
て

、
2
0
年

以
上

も
経

ち
ま

し
た

が
、

今
だ

に
気

持
は

よ
そ

者
の

様
で

、
と

り
あ

え
ず

住
ん

で
い

る
気

分
で

す
。

良
い

と
こ

ろ
だ

と
は

思
い

ま
す

が
、

何
か

馴
染

め
ま

せ
ん

。

6
0
0

古
館

女
性

3
0
代

自
営

業
町

外
2
0
-
3
0
年

持
ち

家
4

1
待

機
児

童
が

多
す

ぎ
る

。
2
人

目
を

妊
娠

中
だ

が
、

仕
事

復
帰

す
る

と
き

上
の

子
と

同
じ

保
育

園
に

預
け

ら
れ

る
保

障
が

な
く
不

安
。

子
ど

も
の

医
療

費
助

成
も

3
歳

ま
で

無
料

で
な

く
も

っ
と

伸
ば

し
て

ほ
し

い
。



ー 50 ー

ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

6
0
3

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
・
役
場
職
員
が
暇
そ
う
に
見
え
る
時
が
あ
る

・
対
応
が
そ
っ
け
な
い
人
が
い
る

6
0
5

水
分

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
婚
活
な
ど
を
し
て
、
独
身
者
を
な
く
す
よ
う
に
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
そ
だ
て
る
か
ん
き
ょ
う
を
作
っ
て
欲
し
い
。

6
0
6
佐
比
内

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

・
紫
波
中
央
駅
前
ば
か
り
が
発
展
し
、
他
の
駅
前
、
地
域
は
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。

・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
多
い
印
象
。
他
に
も
っ
と
必
要
な
店
等
が
あ
る
ば
ず
。

・
中
央
駅
前
以
外
の
利
便
性
を
も
っ
と
考
え
て
ほ
し
い
。

・
現
在
は
工
事
が
行
わ
れ
た
り
し
た
が
、
情
報
等
を
入
手
す
る
た
め
の
通
信
環
境
が
整
う
の
が
と
て
も
遅
い
。

・
現
在
は
紫
波
に
住
ん
で
い
る
が
、
生
涯
住
み
た
い
と
は
思
え
な
い
。
も
っ
と
色
々
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
0
9

日
詰

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
・
子
ど
も
を
遊
ば
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
遊
具
の
あ
る
大
き
な
公
園
が
な
い
の
で
遊
ば
せ
る
た
め
町
外
に
出
る
し
か
な
い
。
オ

ガ
ー
ル
の
未
就
学
児
ひ
ろ
ば
も
、
何
度
か
通
う
と
あ
き
る
。
や
は
ぱ
ー
く
の
よ
う
な
充
実
し
た
遊
具
が
あ
る
と
よ
い
。

・
生
ご
み
を
バ
ケ
ツ
に
集
め
る
の
は
、
夏
は
に
お
い
と
虫
が
ひ
ど
く
、
冬
は
ふ
た
が
凍
り
付
い
て
開
か
ず
、
苦
痛
で
す
。

6
1
3

志
和

男
性

7
0
代
以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
今
結
婚
す
る
人
が
少
な
く
、
後
継
者
が
い
な
く
な
り
大
変
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
が
気
に
な
り
ま
す
。
家
族
構
成
が
く
ず
れ
、
ま
ず
は
人
づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

6
2
5

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
積
雪
の
時
な
か
な
か
除
雪
に
来
て
も
ら
え
な
い

図
書
館
利
用
し
ま
す
が
環
境
が
と
て
も
よ
い

6
2
8

古
館

男
性

7
0
代
以
上

無
職

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2

町
道
は
公
道
で
す
。
道
路
交
通
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
紫
波
町
に
住
ん
で
約
6
年
間
、
こ
の
6
年
間
紫
波
中
央
高
校
か
ら
北
へ
1
0
0
ｍ
程

の
北
田
鉄
工
所
さ
ん
の
隣
の
自
動
車
プ
ー
ル
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
無
し
の
車
が
、
町
道
に
長
時
間
駐
車
し
た
運
搬
車
に
積
む
為
に

町
道
を
走
り
、
尚
、
自
転
車
・
歩
行
車
道
に
も
3
台
程
お
い
て
あ
り
ま
す
。
注
意
し
た
ら
お
ど
か
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
法
治
国
家
で
す
。
積

み
込
み
は
所
有
地
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

6
3
7

日
詰

男
性

6
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
3

他
人
が
ど
う
な
っ
て
も
良
い
と
い
う
よ
う
な
自
己
中
心
な
人
は
い
な
い
と
信
じ
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
信
念
（
方
向
性
）
が
（
自
分
自
身

さ
え
も
見
え
）
な
い
人
は
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
良
く
す
る
に
は
、
一
人
で
も
多
く
他
人
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
ま
で
行
か
な
く
と
も
、
気
づ
き
が
あ
る
人
が
ま
ず
行
動
が
大
事
。

温
暖
化
影
響
を
考
え
な
が
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
住
民
個
々
が
主
体
的
意
識
を
ど
う
持
て
る
か
と
思
い
ま
す
。

6
4
4

志
和

男
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
有
線
放
送
廃
止
に
伴
い
、
防
災
情
報
を
効
果
的
に
得
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
大
船
渡
の
様
に
防
災
無
線
の
個
々
に
設
置
を
求
む

6
4
5

志
和

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
・
町
外
の
人
か
ら
は
「
紫
波
っ
て
オ
ガ
ー
ル
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る
が
、
当
の
本
人
は
行
く
こ
と
が
な
い

・
ナ
ッ
ク
ス
が
い
た
い
た
し
い
。
あ
の
敷
地
に
別
の
建
物
を
建
て
た
方
が
い
い
の
で
は
？

6
4
6

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
町
職
員
に
つ
い
て
地
元
職
員
が
少
な
く
、
町
の
現
状
を
把
握
が
薄
く
、
対
応
が
た
ら
い
回
し
の
懸
念
が
大
き
い
。

職
員
の
質
向
上
も
図
っ
て
頂
き
た
い
。

6
4
8

古
館

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
住
宅
地
等
の
停
止
線
が
消
え
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。
小
さ
な
子
供
や
老
人
の
歩
行
者
、
自
転
車
を

守
る
為
に
も
早
め
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
街
灯
も
少
な
く
、
1
0
月
～
は
子
供
達
の
下
校
時
間
に
は
道
路
も
暗
く
防
犯
上
良
く

な
い
。

6
5
1

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
住
宅
の
耐
震
を
見
て
も
ら
え
る
け
ど
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
補
助
金
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

少
子
化
の
今
、
幼
児
や
児
童
を
守
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。
（
全
て
に
歩
道
）

待
機
児
童
が
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

6
5
4

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

持
ち
家

5
3
町
職
員
の
対
応
が
悪
い
（
市
民
課
、
税
務
課
）
改
め
る
べ
き

6
6
2

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2
住
宅
街
の
街
灯
が
少
な
く
、
暗
く
て
不
安

子
ど
も
達
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
欲
し
い

6
6
5

日
詰

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
3
町
役
場
へ
の
バ
ス
等
あ
れ
ば
、
免
許
の
な
い
人
も
タ
ク
シ
ー
を
使
わ
ず
に
行
け
る
の
に
・
・
・
と
思
う

6
6
8

日
詰

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
質
問
の
項
目
が
多
い

6
7
4

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
・
財
政
運
営
や
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

広
報
な
ど
見
れ
ば
わ
か
る
の
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
っ
と
簡
単
・
シ
ン
プ
ル
に
掲
示
さ
れ
る
箇
所
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。
（
広
報
に
目
を
通
さ
な
く
て
も
、
ど
こ
か
で
パ
ッ
と
確
認
で
き
た
ら
い
い
の
に
・
・
・
と
）
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

6
7
5

志
和

男
性

4
0
代

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
子

供
い
な
い

1
.人

口
対
策
を
も
っ
と

2
.住

宅
開
発
の
促
進
（
税
収
増
）

3
.行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

6
7
8

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
対
策
（
保
育
園
の
増
加
、
保
育
士
の
確
保
）
を
早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

6
7
9

彦
部

女
性

7
0
代
以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
病
院
、
買
物
等
の
交
通
機
関
が
不
足
、
ま
た
少
な
く
て
不
便
で
あ
る
。
不
安
で
あ
る
。

6
8
1

志
和

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
中
央
駅
付
近
は
、
未
来
が
あ
り
そ
う
。
こ
こ
は
、
な
い
。
今
で
も
不
便
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
。
子
供
は
他
県
へ
行
っ
た
。
残
っ
た
自
分
に
は

不
安
の
み
。
お
そ
ら
く
高
齢
に
な
る
前
に
盛
岡
か
矢
巾
方
面
へ
行
く
こ
と
に
な
り
そ
う
。

残
っ
た
田
ん
ぼ
を
町
は
ど
う
す
る
の
か
！
早
く
買
っ
て
ほ
し
い
。
す
る
人
が
い
な
い
の
だ
か
ら
。
負
の
財
産
が
い
っ
ぱ
い
。
悲
し
い
。

6
8
4

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
2
矢
巾
町
の
発
展
に
便
乗
し
て
い
け
れ
ば
良
い
。

乗
り
遅
れ
な
い
様
に
し
て
、
町
づ
く
り
に
伸
び
し
ろ
が
あ
ま
り
な
い
。

6
8
7

古
館

女
性

3
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
健
康
診
断
の
項
目
が
少
な
い
と
思
う
。
特
に
血
液
検
査
。
詳
し
く
調
べ
な
け
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
る
病
気
も
見
つ
か
ら
な
い
と
思
う
。

6
9
1

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

2
1
紫
波
中
央
一
帯
と
他
の
地
域
の
格
差
が
気
に
な
る
。
す
こ
や
か
号
の
運
行
が
以
前
よ
り
不
便
に
思
う
。

6
9
2

水
分

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
道
路
の
整
備
が
悪
い
の
で
修
復
し
て
ほ
し
い

6
9
5

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
年
金
生
活
で
も
部
屋
の
間
取
り
が
小
さ
く
て
も
、
安
い
賃
料
で
住
め
る
、
新
し
い
町
営
住
宅
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

6
9
6

日
詰

女
性

2
0
代

専
業
主
婦

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2
待
機
児
童
の
多
さ
を
改
善
し
て
欲
し
い

6
9
8

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2

紫
波
中
央
駅
前
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
良
く
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
他
の
地
区
も
同
様
に
利
便
性
を
高
く
し
て
頂

き
た
い
。

（
特
に
交
通
手
段
に
関
し
て
）
乗
り
合
い
サ
ー
ビ
ス
が
試
験
的
に
開
始
さ
れ
た
様
だ
が
、
ぜ
ひ
実
用
化
し
て
欲
し
い
。

土
・
日
曜
日
や
祝
日
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
頂
け
る
と
、
よ
り
住
み
や
す
い
で
す
。

6
9
9

古
館

男
性

7
0
代
以
上

無
職

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
3

①
古
館
駅
前
の
改
善
進
捗
状
況
が
全
く
分
か
ら
な
い
の
で
周
知
し
て
欲
し
い
。

②
子
供
達
が
公
園
等
で
水
遊
び
で
き
る
施
設
が
全
く
な
い
。
治
水
改
善
の
中
で
考
え
て
欲
し
い
。

③
高
齢
化
に
向
け
て
安
心
し
て
く
ら
せ
る
介
護
施
設
の
増
設
を
お
願
い
し
た
い
。

④
地
区
内
で
支
え
あ
う
具
体
的
な
施
策
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

⑤
今
回
の
意
見
調
査
。
非
常
の
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
長
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
は
今
ま
で
も
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
町
民
が
ど
の
様
に
町
政
を
考
え
て
い
る
か
、
効
果
的
に
判
断
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
調
査
結
果
と
こ
れ
か
ら
町
民
の
た
め
に
ど
う
進
め
て
い
く
か
を
合
わ
せ
て
周
知
し
て
欲
し
い
。

7
0
0

古
館

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
地
域
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
と
思
う
が
、
区
長
・
民
生
委
員
等
の
な
り
手
の
い
な
い
地
域
の
見
直
し
。
町
全
体
が
同
じ
や
り
方
で
な
く
て
も

い
い
の
で
は
・
・
・
と
思
う
。

7
0
3

志
和

6
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
介
護
の
担
当
職
員
に
は
現
場
で
経
験
さ
せ
て
か
ら
配
置
す
る
様
に
願
い
ま
す
。

7
0
4

日
詰

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
シ
ル
バ
ー
人
材
派
遣
は
よ
く
わ
か
ら
ず
敬
遠
し
て
る
6
5
才
以
上
で
働
き
た
い
方
向
け
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
（
求
人
の
案
内
状
を

送
付
す
る
等
）
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。

7
0
5

日
詰

女
性

2
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

5
子

供
い
な
い
中
心
部
以
外
の
部
分
へ
の
取
り
組
み
が
気
に
な
る

7
0
6

日
詰

5
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
オ
ガ
ー
ル
は
賑
っ
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
電
車
を
利
用
し
て
来
ら
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
駅
か
ら
オ
ガ
ー
ル
周
辺
の
歩
道
は

酷
い
と
思
う
。
き
ち
ん
と
き
れ
い
に
整
備
し
な
い
と
魅
力
半
減
だ
と
思
う
、
（
舗
装
・
街
灯
）

7
1
3

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
1

小
中
学
生
の
通
学
に
係
る
費
用
格
差
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
調
査
し
不
平
等
の
内
容
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
用
意
す
る
な
り
、
補
助
を
出
す

な
り
・
・
・
も
う
何
十
年
も
前
か
ら
考
え
る
べ
き
問
題
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
県
交
通
が
走
っ
て
る
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
出
せ
な
い

と
言
う
な
ら
通
学
費
用
を
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
不
平
等
で
す
。
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
！

安
全
面
で
も
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。
親
の
負
担
考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
？

7
1
4

長
岡

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
・
橋
の
街
灯
が
消
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
暗
す
ぎ
る
気
が
す
る
。

・
町
道
の
壊
れ
て
い
る
所
を
早
く
な
お
し
て
ほ
し
い
。
（
舗
装
部
分
）

7
1
5

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

紫
波
中
央
駅
前
な
ど
、
人
が
集
い
楽
し
め
る
場
所
が
大
切
で
、
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

年
を
重
ね
、
車
の
運
転
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
人
が
、
そ
れ
ま
で
同
様
豊
か
で
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
は
、
今
後
特
に
重

要
。
紫
波
モ
デ
ル
を
つ
く
る
つ
も
り
で
考
え
て
ほ
し
い
。

7
1
6

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
居
住
区
は
　
の
選
択
肢
に
紫
波
中
央
を
加
え
て
は
？
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

7
1
7

日
詰

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
3
窓
口
の
対
応
、
接
遇
が
酷
い
。
他
市
町
村
と
比
べ
て
も
意
識
が
ひ
く
す
ぎ
る
。
フ
ロ
ア
の
様
子
く
ら
い
み
れ
る
人
が
い
て
も
い
い
と
思
う
。

上
層
部
の
人
が
え
ら
そ
う
に
し
て
い
て
不
快
。
組
織
内
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
民
か
ら
み
た
ら
、
一
行
政
職
員
。
町
民
に
対
し

て
誠
実
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
態
度
は
部
下
も
見
て
る
と
思
い
ま
す
。

7
1
9

志
和

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い

紫
波
で
は
な
く
、
志
和
を
ほ
こ
れ
る
よ
う
な
所
で
い
た
い
。

他
の
町
の
人
を
よ
ぶ
た
め
、
物
を
売
る
た
め
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
も
必
要
な
事
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
こ
に
た
ど
り
つ
く
た
め
の
元
や
昔

の
人
な
ど
の
く
ろ
う
な
ど
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

た
と
え
ば
、
し
わ
牛
じ
ゃ
な
く
志
和
牛
な
ど
、
名
前
な
ど
昔
の
ま
ま
が
い
い
で
す
。
良
い
物
は
良
い
、
な
に
も
手
を
く
わ
え
な
く
て
も
、
お
客

さ
ん
の
ほ
う
か
ら
し
ら
べ
て
町
に
見
に
来
る
、
買
い
に
来
る
。
そ
ん
な
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

7
2
0

長
岡

男
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
紫
波
中
央
駅
付
近
だ
け
で
な
く
、
紫
波
町
全
体
（
特
に
北
上
川
か
ら
東
側
）
の
利
便
性
を
高
め
て
ほ
し
い
。

7
2
1

日
詰

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
旧
役
場
の
活
用
方
法
は
決
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

7
2
4

彦
部

2
0
代

勤
め
人

町
内

5
年

未
満

持
ち
家

6
人

以
上

2
待
機
児
童
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

子
供
の
人
数
と
保
育
所
の
数
が
ま
っ
た
く
比
例
し
て
い
な
い
の
は
問
題
だ
と
思
う
。

7
2
5

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
異
常
で
す
。
火
災
が
多
い
か
ら
毎
日
夜
回
り
を
強
要
す
る

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
で
す
。
そ
れ
な
り
の
対
価
を
支
払
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
仕
事
で
盛
岡
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
盛
岡
で
は
こ
ん
な
に
夜
回
り
を
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
で
す
。
こ
ん
な
活
動
で
は
消
防
団

は
続
け
ら
れ
な
い
で
す
。
対
応
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

7
2
7

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1

水
道
代
が
高
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

→
1
ヵ
月
分
の
水
道
代
が
盛
岡
市
の
2
か
月
分
で
す
！
！
も
う
少
し
安
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
高
い
の

で
す
か
？

1
9
：
0
0
～
2
1
：
0
0
頃
に
な
る
と
水
圧
が
下
が
り
、
ト
イ
レ
が
流
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

7
2
9

長
岡

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
を
短
縮
し
て
、
人
件
費
の
削
減
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

7
3
5

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
手
続
き
等
で
こ
ど
も
課
に
行
っ
た
時
、
職
員
（
男
性
）
の
対
応
が
良
く
安
心
で
き
た
。

全
体
的
に
も
対
応
は
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
未
来
志
向
で
職
員
の
皆
様
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
！
！
よ
そ
か
ら
来
た
人
で
も
、
紫
波
町
は

住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

7
3
8

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
歩
道
や
外
灯
の
な
い
と
こ
ろ
は
つ
け
て
ほ
し
い
。

公
共
交
通
機
関
を
よ
く
利
用
す
る
の
で
、
家
ま
で
安
全
に
帰
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
な
と
思
う
。

7
3
9

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
1
町
道
の
下
水
を
整
備
し
て
ほ
し
い

7
4
5

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

借
家
・
賃
貸

3
1
紫
波
町
役
場
出
口
の
生
垣
が
、
歩
行
者
を
見
え
な
く
し
て
い
る
。
撤
去
し
て
ほ
し
い
で
す
。

7
4
6

日
詰

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
産
院
が
な
い
（
入
院
）

夜
中
と
か
う
る
さ
い
音
（
エ
ン
ジ
ン
音
）

7
5
4

古
館

男
性

6
0
代

そ
の
他

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
・
人
が
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
整
備
を
望
み
ま
す
。
（
山
王
海
ダ
ム
周
辺
、
蜂
神
社
周
辺
、
城
山
、
五
郎
沼
、
新
山
等
々
）

・
古
館
駅
前
を
早
く
開
発
し
て
下
さ
い
。
夜
暗
く
て
こ
わ
い
。

7
5
5

日
詰

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
2
水
道
代
が
高
い
！

7
6
1

赤
石

6
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

1
2
住
み
良
い
か
？
悪
い
か
？
は
住
民
同
士
ま
た
は
、
住
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

7
6
3

赤
石

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
年

未
満

持
ち
家

4
2
矢
巾
町
に
医
大
が
移
設
し
て
、
こ
れ
か
ら
紫
波
町
の
人
口
が
増
え
る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
。
住
み
や
す
い
町
作
り
と
し
て
、
道
路
（
特
に

歩
道
）
の
整
備
、
ス
ー
パ
ー
等
店
舗
の
充
実
、
治
安
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
で
す
。

7
6
5

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
待
機
児
童
の
対
策
も
重
要
だ
が
、
保
育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
事
の
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

7
7
1

水
分

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
子
供
の
医
療
受
給
設
定
が
高
い
（
7
5
0
円
）

花
巻
市
は
子
供
医
療
機
関
の
受
診
無
料
で
し
た
。

7
7
2

赤
沢

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
高
齢
者
で
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
く
て
も
、
公
共
交
通
機
関
も
整
っ
て
お
ら
ず
返
納
で
き
な
い
。
タ
ク
シ
ー
の
補
助
な
ど
検
討
し
て
欲
し

い
。

7
7
5

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、
急
が
ず
き
ち
ん
と
住
民
の
意
見
を
き
い
て
ほ
し
い
。

7
7
8

長
岡

男
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
日
詰
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
川
東
を
通
っ
て
→
徳
田
橋
→
医
大
病
院
→
矢
幅
駅
ま
で
の
定
期
バ
ス
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

（
盛
岡
駅
バ
ス
の
間
を
1
本
か
2
本
減
ら
し
て
）
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

7
8
1

赤
石

男
性

7
0
代
以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
世
代
を
超
え
た
地
域
活
動
を
盛
ん
に
し
て
欲
し
い

7
8
2

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
川
東
側
は
特
に
何
も
変
ら
な
い
の
で
、
何
も
良
く
な
っ
て
い
る
の
か
悪
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

居
住
地
区
が
な
く
て
悲
し
い
で
す
。

7
8
4

日
詰

女
性

5
0
代

専
業
主
婦

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
1
オ
ガ
ー
ル
駐
車
場
が
満
車
で
車
を
停
め
ら
れ
な
い
時
が
あ
り
、
有
料
駐
車
場
を
使
う
時
が
あ
る
。
ま
た
電
車
で
出
掛
け
た
時
、
今
ま
で

1
0
0
円
の
と
こ
ろ
値
上
が
り
し
て
残
念
。
年
を
と
っ
た
時
の
交
通
手
段
が
心
配

7
8
5
佐
比
内

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
川
東
方
面
か
ら
4
号
線
に
合
流
す
る
地
点
（
日
詰
駅
入
口
、
運
動
公
園
入
口
）
に
右
折
車
線
が
あ
れ
ば
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

7
8
6

赤
石

男
性

7
0
代
以
上

無
職

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
も
っ
と
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
問
を
出
し
た
方
が
良
い
。
出
題
者
の
一
方
的
な
問
い
は
考
え
も
の
。

7
8
7

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
さ
ん
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
夏
の
赤
石
地
区
の
事
故
（
小
学
生
同
日
2
件
）
、
下
校
中
の
不
審
者
等
、
他
市
町
村
よ
り

も
紫
波
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
対
策
を
！
！

7
8
9

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
子
ど
も
の
登
下
校
中
の
見
守
り
す
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
や
交
番
が
機
能
し
て
い
な
い
。
朝
は
途
中
ま
で
一
緒
に
行
っ
て
い
る
状
態

な
の
で
、
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。
あ
ま
り
に
も
赤
石
地
区
は
少
な
い
。

7
9
5

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
紫
波
町
も
け
っ
こ
う
広
い
の
で
た
い
へ
ん
か
と
思
う
が
、
中
心
部
だ
け
発
展
す
る
の
で
な
く
、
ど
の
地
域
に
住
ん
で
も
生
活
し
や
す
い
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
紫
波
町
は
大
好
き
な
の
で
住
み
つ
づ
け
た
い
。

8
0
1

志
和

男
性

7
0
代
以
上

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

3
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
期
待
し
ま
す
。

8
0
4

日
詰

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
子
育
て
の
し
や
す
い
町
作
り
、
障
害
者
・
老
人
の
住
み
や
す
い
町
作
り
を
！
！

8
1
1

赤
石

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い
町
民
課
の
対
応
が
悪
く
て
残
念

8
1
2

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
1
保
育
園
存
続
危
機
の
時
分
に
は
、
町
長
並
び
に
副
町
長
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
乗
り
切
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
い
ざ
と
な
っ
た
時
、
話

を
聞
い
て
く
れ
る
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
味
方
で
あ
り
続
け
て
く
れ
る
と
幸
い
で
す
。

8
1
4

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
1
い
つ
も
お
疲
れ
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
町
民
と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

8
1
6

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

一
部
の
人
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
。

外
か
ら
人
を
呼
び
こ
む
（
オ
ガ
ー
ル
）
こ
と
ば
か
り
目
を
向
け
て
、
住
人
が
不
便
な
こ
と
が
あ
る
。

職
員
の
技
能
、
質
の
差
が
は
げ
し
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
が
し
っ
か
り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
疑
問
。
内
容
が
偏
っ
て
い

る
。

8
1
7

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
婦
人
科
検
診
は
病
院
で
受
け
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
町
の
乳
ガ
ン
検
診
を
う
け
た
と
き
若
い
男
性
の
検
査
員
だ
っ
た
た
め
、
次
に
受

け
る
気
に
な
ら
な
い
。
他
の
市
で
は
病
院
に
て
で
き
る
の
に
。

8
1
9

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
2
古
館
地
区
に
関
し
て
、
町
政
は
後
回
し
に
し
て
い
る
。
人
口
が
多
い
地
区
に
も
関
わ
ら
ず
、
直
視
し
て
い
な
い
。

8
2
0

日
詰

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家

・
賃

貸
1

子
供

い
な
い

・
町
外
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
紫
波
町
が
「
に
ぎ
や
か
」
に
な
っ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
住
み
よ
く
な
ん
だ
か
楽
し
い
な
ぁ

と
自
然
に
思
え
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
家
庭
環
境
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
育
っ
て
い
け
る
町
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

・
矢
巾
町
と
比
べ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
紫
波
町
ら
し
い
丁
寧
な
し
く
み
や
、
住
民
同
士
の
関
係
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。

8
2
1

古
館

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
色
ん
な
納
付
書
は
す
ぐ
届
く
の
に
、
そ
の
免
除
対
象
の
案
内
な
ど
は
全
く
な
く
、
不
親
切
だ
と
思
う
。

8
2
3

志
和

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
不
登
校
に
対
す
る
、
現
状
を
把
握
し
対
策
は
町
で
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
？
す
る
必
要
が
な
い
と
？
学
校
、
教
育
委
員
会
に
対
応
す
る

能
力
が
あ
る
と
思
え
な
い
現
状
多
々
あ
り

8
2
4

日
詰

男
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1

東
北
本
線
よ
り
西
側
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
オ
ガ
ー
ル
周
辺
し
か
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
行
く
に
も
距
離
が
あ
り

す
ぎ
て
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
く
て
も
団
体
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
考
え
る
こ
と
も
多
く
、
個

人
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
よ
う
な
ジ
ム
も
な
い
た
め
、
本
線
西
側
に
は
楽
し
め
る
も
の
が
乏
し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
な
の
で
ど
う
し
て
も

矢
巾
町
と
比
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

8
2
6

彦
部

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
環
境
、
子
育
て
支
援
等
々
、
あ
る
限
ら
れ
た
人
達
で
盛
り
上
が
っ
た
り
話
し
あ
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

も
っ
と
少
数
、
そ
の
他
、
一
部
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
、
町
の
人
の
声
を
聞
き
施
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
ま
す
。
又
、
ま
ち
と
し
て

今
す
ぐ
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
1
0
年
後
を
見
す
え
た
ま
ち
づ
く
り
と
両
方
を
見
な
が
ら
も
、
ど
こ
に
ど
の
程
度
お
金
が
使
わ

れ
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
お
金
・
み
ん
な
の
税
で
す
の
で
大
切
に
つ
か
い
方
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
又
、
そ
れ
を
住
民
に
わ
か
る
よ
う
に
説

明
し
て
ほ
し
い
で
す
。

8
3
1

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

借
家

・
賃

貸
2

子
供

い
な
い
東
部
地
区
へ
の
政
策
が
甘
い
。
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

有
線
放
送
が
無
く
な
っ
た
事
に
よ
る
町
民
の
不
便
の
声
は
聞
い
て
い
る
か
？
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

8
3
2

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2

耳
鼻
科
誘
致
を
し
て
ほ
し
い
。
小
児
科
が
で
き
て
助
か
る
が
、
紫
波
郡
は
耳
鼻
科
が
矢
巾
に
１
つ
、
そ
し
て
Ｄ
ｒが

高
齢
化
し
て
ま
す
。
子

ど
も
は
中
耳
炎
を
く
り
返
し
ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
病
院
誘
致
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。

子
供
が
同
じ
保
育
園
に
通
え
る
よ
う
配
慮
を
。
未
満
児
保
育
園
だ
と
優
遇
さ
れ
る
よ
う
だ
と
ウ
ワ
サ
話
が
立
つ
よ
う
な
保
活
状
況
で
す
。

正
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
発
信
を
し
て
下
さ
い
。

8
3
3

古
館

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
2

・
子
育
て
を
す
る
に
は
、
文
房
具
や
衣
服
等
町
外
に
買
い
求
め
て
い
た
。
子
ど
も
自
身
で
買
い
物
す
る
楽
し
め
る
地
域
と
ま
で
は
望
め
な

い
の
で
し
ょ
う

・
各
種
の
病
院
が
な
く
、
信
頼
・
気
軽
に
行
け
な
い
。
将
来
結
局
、
町
外
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
不
安
。
現
段
階
で
は
地
区
に

偏
っ
た
開
発
の
認
識
で
あ
る
。

・
開
発
ば
か
り
で
は
な
く
現
状
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
も
ら
え
る
と
成
長
過
程
の
中
で
こ
の
町
を
好
む
子
が
増
え
て
い
く
と
思
う
。

・
街
灯
、
除
雪
、
安
全
・
丁
寧
、
生
き
や
す
い
町
に
し
て
ほ
し
い
！
！

や
さ
し
い
役
所
で
す
か
？

＊
住
人
が
窓
口
に
行
く
の
で
は
な
く
、
案
内
係
が
い
る
の
だ
か
ら
住
人
の
内
容
に
よ
っ
て
担
当
者
が
寄
っ
て
い
く
。
広
～
い
ロ
ビ
ー
が
あ

る
の
で
す
か
ら
。

＊
役
場
の
公
衆
電
話
は
ボ
ッ
ク
ス
に
し
て
ほ
し
い
。
メ
モ
用
紙
と
か
。
話
す
内
容
つ
つ
ぬ
け
で
す
。

＊
成
長
し
き
る
前
に
、
役
場
駐
車
場
周
辺
の
植
木
、
車
移
動
に
歩
行
者
が
見
え
に
く
い
！
！
囲
む
必
要
あ
り
ま
す
か
？
安
全
？

8
3
6

赤
沢

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
2
紫
波
町
役
場
の
各
窓
口
の
職
員
（
臨
時
の
方
々
）
の
対
応
を
も
っ
と
接
遇
に
関
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い
（
勉
強
し
て
も
ら
い

た
い
）

8
3
7

水
分

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
優
遇
さ
れ
て
い
る
地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区
の
差
が
大
き
い
。
中
央
ば
か
り
に
目
が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

8
3
9

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
紫
波
中
央
駅
前
地
区
の
み
、
利
便
性
が
高
ま
り
、
そ
の
他
の
地
区
は
不
便
な
こ
と
が
多
い
。

役
場
職
員
の
対
応
が
悪
い
。
役
場
内
業
務
を
見
直
し
、
効
率
よ
く
業
務
し
、
ム
ダ
な
残
業
手
当
や
役
に
あ
わ
な
い
手
当
て
を
減
ら
す
べ

き
で
あ
る
。

8
4
2

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
1
・
子
ど
も
達
が
将
来
就
き
た
い
職
業
に
就
け
る
よ
う
な
幅
広
い
雇
用
政
策
を
し
て
欲
し
い
。
特
に
紫
波
町
で
は
、
高
等
教
育
の
充
実
と
、

大
学
等
研
究
機
関
施
設
の
誘
致
を
求
め
た
い
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

8
4
3

志
和

男
性

5
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

・
町
道
の
改
修
整
備
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
か
ぎ
ら
れ
た
予
算
が
あ
る
と
思
う
が
優
先
度
を
つ
け
確
実
に
改
修
整
備
を
。

・
老
朽
化
が
著
し
い
紫
波
町
総
合
体
育
館
、
紫
波
町
陸
上
競
技
場
、
紫
波
町
野
球
場
の
早
期
改
修
を
。

・
旧
役
場
庁
舎
（
土
地
含
む
）
は
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
？
今
だ
先
が
見
え
な
い
。
日
詰
商
店
街
が
再
び
活
気
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
解

決
を
。

・
東
部
地
域
に
は
医
療
機
関
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
医
療
機
関
（
診
療
所
や
医
院
）
を
誘
致
し
て
見
て
は
。

・
町
内
に
は
、
診
療
所
や
医
院
は
、
あ
っ
て
も
病
院
が
無
い
。
人
口
３
万
人
以
上
の
紫
波
町
に
１
箇
所
ぐ
ら
い
中
小
の
病
院
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
。

・
紫
波
中
央
駅
前
の
歩
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
タ
イ
ル
が
緩
ん
で
い
て
歩
き
に
く
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
タ
イ
ル
で
は
な
く
高
品
質
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
に
し
て
見
て
は
。

・
町
内
の
J
R
の
３
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
-
-
-
特
に
紫
波
中
央
駅
は
、
優
先
に
設
置
し
た
方
が
よ
い
。
（
高
齢
者
が
階
段
の
昇
り
降

り
に
苦
労
し
て
い
る
の
を
何
回
も
見
て
い
る
）

・
滝
名
川
の
河
川
敷
が
草
や
木
が
生
え
繁
り
一
見
林
や
森
に
見
え
ど
こ
が
川
か
わ
か
ら
な
い
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
一
度
点
検
を
（
洪

水
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？
）

・
有
線
放
送
が
無
く
な
り
高
齢
者
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
を
持
っ
て
な
い
世
帯
も
多
く
あ
る
と
思
う
。
町
の
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
。
早
急
に
解

決
を
。

・
町
内
小
中
学
校
統
合
再
編
は
、
致
し
方
な
い
と
思
う
。
（
本
当
は
反
対
）
し
か
し
中
央
部
の
小
学
校
は
、
そ
の
ま
ま
な
の
か
？
例
え
ば

中
央
部
の
小
学
校
の
児
童
の
中
に
西
部
地
域
、
東
部
地
域
の
小
学
校
に
通
学
し
た
い
人
は
、
い
る
か
聞
い
て
も
い
い
の
で
は
。
中
央

部
の
小
学
校
が
今
の
ま
ま
な
の
は
、
納
得
で
き
な
い
。
（
西
部
地
域
、
東
部
地
域
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
）
中
央
部
の
小
学
校
も
何

ら
か
の
大
改
革
が
必
要
で
は
。

・
紫
波
総
合
高
校
の
入
学
者
が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
何
か
対
策
は
。

・
隣
の
矢
巾
町
は
、
岩
手
医
大
の
移
転
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
紫
波
町
も
負
け
ず
、
例
え
ば
県
央
地
域
の
工
業
地
帯
を
目
指
し
大
企
業

や
工
業
団
地
の
誘
致
や
、
も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
て
い
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
の
町
を
目
指
し
、
県
営
運
動
公
園
の
紫
波
町
へ

の
移
転
誘
致
を
真
剣
に
考
え
て
見
て
は
。

・
農
家
で
は
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
農
業
分
野
で
も
い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る
と
思
う
。
（
農
家
の
高
齢
化
、
跡
継
ぎ
な
ど
）

・
全
体
か
ら
紫
波
町
は
い
っ
た
い
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
？
ど
の
分
野
も
中
途
半
端
に
見
え
る
（
思
う
）
。

（
厳
し
い
意
見
を
書
い
て
す
い
ま
せ
ん
）

8
4
6

水
分

2
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
・
町
役
場
の
窓
口
の
人
の
対
応
が
冷
た
い
。

・
来
た
人
に
あ
い
さ
つ
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

8
4
7

古
館

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
3
私
は
古
館
地
区
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
特
に
目
に
つ
く
の
が
庭
木
が
道
路
（
車
道
、
歩
道
）
に
張
り
出
し
て
、
道
路
の
幅
が
狭
く

な
っ
た
り
、
交
差
点
付
近
で
は
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

町
の
強
い
指
導
を
期
待
し
ま
す
。

8
4
8

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
3

1
学
区
内
に
熊
が
出
没
し
た
際
の
早
急
な
対
応
、
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

8
5
0

水
分

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
高
齢
者
が
免
許
返
納
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
公
共
交
通
機
関
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

8
5
1

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

持
ち
家

4
2
窓
口
の
対
応
、
説
明
が
悪
い
！

8
5
5

赤
石

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
3
子
供
が
遊
べ
る
大
き
な
公
園
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
盛
岡
南
地
区
公
園
や
一
関
遊
水
地
記
念
緑
地
公
園
の
様
な
公
園
が
あ

れ
ば
も
っ
と
人
が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

8
5
6

赤
石

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
小
学
校
の
学
区
割
に
つ
い
て
で
す
が
、
ひ
と
昔
前
の
考
え
に
か
た
よ
ら
ず
、
今
の
世
の
中
の
状
況
や
安
全
に
も
と
ず
い
て
、
柔
軟
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

8
5
9

日
詰

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家

・
賃

貸
5

子
供

い
な
い

・
職
場
を
増
や
し
て
ほ
し
い

・
時
給
を
上
げ
て
ほ
し
い

・
障
が
い
者
の
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い

8
6
0

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
・
病
院
が
少
な
い

・
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い

8
6
6

赤
石

男
性

6
0
代

無
職

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
宅
地
開
発
が
町
内
で
見
ら
れ
る
が
、
核
家
族
化
の
中
現
在
は
良
い
が
、
こ
れ
か
ら
2
0
年
、
3
0
年
後
に
高
齢
化
、
又
は
空
家
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
二
世
帯
住
宅
を
作
れ
る
広
さ
の
土
地
開
発
、
そ
の
住
宅
建
設
に
対
す
る
補
助
等
は
い
か
が
か

8
7
0

志
和

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

2
紫
波
町
内
で
仕
事
を
も
て
る
環
境
に
な
っ
て
ほ
し
い
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

8
7
1

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子
供
い
な
い
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
役
場
が
行
う
の
で
は
な
く
、
第
3
者
が
行
う
べ
き
と
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
、
職
員
の
権
利
を
守
る
結
果
を
出
す
事
が
可
能

で
あ
る
。

8
7
3

彦
部

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
3
子
ど
も
の
い
る
親
と
し
て
、
周
囲
に
子
供
が
い
な
い
の
が
寂
し
い
。
河
東
地
区
の
発
展
の
た
め
に
企
業
の
誘
致
や
土
地
の
整
備
に
力
を

入
れ
、
住
人
を
増
や
し
て
、
活
発
な
土
地
に
し
て
ほ
し
い
。
中
央
部
だ
け
に
人
口
が
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
。

8
7
4

長
岡

女
性

7
0
代
以
上

3
0
年
超

持
ち
家

1
子
供
い
な
い

何
々
ま
す
と
書
い
て
い
る
質
問
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
老
人
は
住
み
ず
ら
い
地
区
に
な
っ
て
行
く
様
な
気
が
し
ま
す
。
と
く
に
一
人
暮
し
に
は
も
う
少

し
町
内
全
地
区
に
目
を
開
い
て
頂
き
た
い

8
7
7

赤
沢

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
長
岡
と
く
ら
べ
、
赤
沢
の
道
路
は
な
か
な
か
整
備
さ
れ
な
い
と
つ
ね
づ
ね
思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

8
7
8

日
詰

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

1
3
役
場
の
窓
口
対
応
が
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
。
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
町
民
の
思
い
に
寄
り
添
う
対
応
が
ほ
し
い
。
笑
顔
や
挨
拶
が
少
な
い
こ
と

も
残
念
に
思
う
。
特
に
町
民
課
は
町
の
顔
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。

8
8
1

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

2
1
国
際
交
流
や
人
材
育
成
の
場
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
環
境
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
盛
岡
へ
行
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
が
、
も
う
少
し
町
と
し
て
も
取
り
組
め
な
い
で
し
ょ
う
か
。

8
8
4

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
1
・
駅
前
を
も
っ
と
開
発
し
て
ほ
し
い

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
か
ん
た
ん
に
し
て
ほ
し
い

8
8
7

彦
部

男
性

5
0
代

自
営
業

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
公
共
交
通
機
関
充
実

北
上
川
に
緑
地
公
園
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
子
供
の
遊
び
場
、
売
店
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
）

8
8
8

古
館

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2

我
が
家
に
は
1
歳
と
2
歳
の
子
供
が
い
ま
す
。
盛
岡
の
保
育
園
に
入
所
し
て
い
ま
す
が
。
中
々
紫
波
町
の
保
育
園
に
は
入
れ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
紫
波
町
は
、
県
内
Ｎ
ｏ
.1
の
待
機
児
童
数
と
聞
き
ま
す
。
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、
今
の
紫
波
町
は
自
信
を
も
っ
て
子
育
て
し
や
す

い
所
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
ま
た
、
紫
波
中
央
だ
け
発
展
し
、
古
館
は
と
て
も
さ
み
し
い

町
な
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

8
9
2

赤
沢

男
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
子
供
い
な
い
も
っ
と
町
長
、
町
会
議
員
が
目
に
見
え
る
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
町
長
が
何
を
し
て
い
る
か
、
何
も
見
え
ま
せ
ん
。

8
9
4

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
子
供
い
な
い
子
ど
も
が
い
な
い
の
で
、
子
育
て
関
係
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
。

8
9
5

日
詰

6
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
3
・
オ
ガ
ー
ル
が
良
い
例
だ
が
、
箱
物
が
先
で
駐
車
が
後
回
し
。

利
用
者
が
困
惑
す
る
こ
と
が
お
役
所
仕
事
。
優
先
順
位
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。

9
0
1

志
和

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
紫
波
町
は
豊
な
自
然
が
財
産
だ
と
思
う

大
切
に
守
り
つ
つ
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
良
い

9
0
6

長
岡

女
性

5
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
3

企
業
誘
致
を
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

情
報
お
よ
び
運
営
費
の
格
差
が
ひ
ど
い

同
じ
税
金
を
収
め
て
い
な
が
ら
格
差
が
あ
り
す
ぎ
る

中
央
駅
前
の
開
発
の
み
に
し
か
目
が
行
っ
て
い
な
い
。
と
に
か
く
ひ
ど
い

9
0
9

古
館

女
性

7
0
代
以
上

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
今
ま
で
田
ん
ぼ
だ
っ
た
所
に
ど
ん
ど
ん
家
が
建
ち
ま
し
た
が
、
街
灯
が
な
く
て
暗
い
で
す
。
冬
の
夕
暮
れ
は
早
い
の
で
小
学
生
の
子
供

達
に
は
危
険
で
す
。

9
1
0

赤
石

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
子
供
が
増
え
て
き
て
お
り
保
育
園
に
入
れ
な
い
子
供
が
増
え
て
き
て
お
り
、
保
育
園
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い

9
1
2

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
1
県
外
か
ら
“
町
お
こ
し
隊
”
に
な
る
方
が
い
ら
し
て
色
々
と
や
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人
と
町
内
の
ご
く
一
部
の
人
の
み
が
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
に
し
か
み
え
ま
せ
ん
。
相
対
的
な
効
果
が
出
せ
る
よ
う
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
ガ
ー
ル
事
業
な
ど
、
確
実
に
収
入
と
人
が
増

え
る
ア
イ
デ
ア
の
方
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

9
1
5

水
分

女
性

4
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

2
子
育
て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
へ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。
子
ど
も
の
予
防
接
種
や
、
施
設

よ
り
マ
マ
達
の
心
を
支
え
る
仕
組
み
が
な
い
と
”
う
つ
”
が
増
え
る
と
思
う
。

9
1
6
佐
比
内

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
3
1
0
年
程
前
に
河
東
の
児
童
館
が
保
育
所
に
1
つ
に
な
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
も
建
て
変
え
る
と
聞
い
た
。
全
然
何
も
変
っ
て
い
な
い
が
、
ど
う

し
た
の
だ
ろ
う
・
・
・
？

9
1
7

日
詰

3
0
代

勤
め
人

町
内

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
小
道
の
歩
道
を
し
っ
か
り
と
整
備
し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
が
歩
く
時
に
あ
ぶ
な
い
と
感
じ
る
事
が
あ
る
。

9
1
8

水
分

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
2
開
発
さ
れ
て
い
く
地
域
は
賑
わ
い
、
子
育
て
、
仕
事
も
し
や
す
い
若
い
世
代
の
移
住
も
増
え
る
良
い
町
だ
と
思
う
が
、
そ
の
他
地
区
と
の

格
差
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
紫
波
町
の
良
い
部
分
が
失
わ
れ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

9
2
3

日
詰

男
性

7
0
代
以
上

無
職

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
2
・
近
隣
に
大
規
模
な
医
療
機
関
移
転
し
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
わ
が
町
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
職
員
も
業
務
に

必
要
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
等
、
何
ら
か
の
常
識
改
革
が
必
須
で
す
。
町
長
を
先
頭
に
更
な
る
勉
励
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

・
情
報
量
の
多
用
化
に
付
い
て
行
け
ず
、
苦
労
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

9
2
6

日
詰

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
1
柔
軟
な
町
作
り
。
考
え
方
、
若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
と
り
く
み
が
あ
る
と
良
い
。
嬉
し
い
。

9
3
6

古
館

3
0
代

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
ど
ん
ど
ん
木
々
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
（
公
園
、
道
路
な
ど
）

自
然
が
き
れ
い
な
町
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、
自
慢
し
た
い
。

9
3
7

長
岡

男
性

6
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
町
、
農
協
の
米
の
転
作
方
法
に
つ
い
て
上
層
部
か
ら
の
指
示
、
指
導
で
な
く
農
家
個
々
の
判
断
で
収
益
経
費
を
考
え
て
自
分
の
判
断

で
転
作
す
る
様
に
指
導
。
国
の
奨
励
金
も
な
い
の
で
、
作
物
は
自
分
に
作
ら
せ
る
。
転
作
は
農
業
者
の
判
断
で
す
る
。
順
番
制
は
や
め

た
方
が
良
い
！

9
3
9

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
何
度
か
水
害
に
あ
っ
て
い
る
の
で
、
治
水
工
事
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

大
雨
、
台
風
が
来
る
度
に
心
配
し
て
い
ま
す
。

9
4
0

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

5
1
町
外
の
人
た
ち
に
も
、
オ
ガ
ー
ル
の
印
象
は
良
い
。

た
だ
財
政
面
（
経
営
面
）
で
は
ど
う
な
の
か
、
赤
字
な
の
で
は
、
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

9
5
3
佐
比
内

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
業
者
を
規
制
で
き
な
い
も
の
か
？
景
観
が
か
な
り
損
わ
れ
る
。

9
5
5

赤
沢

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
強
引
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
も
っ
と
町
民
の
声
に
耳
を
か
す
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

町
内
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
町
の
農
業
が
つ
ぶ
れ
る
よ
う
だ
。

中
心
地
か
ら
遠
く
に
住
む
町
民
の
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

9
5
7

古
館

男
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
娯
楽
施
設
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

古
館
駅
周
辺
の
整
備
。

9
5
9

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
健
康
診
断
（
婦
人
科
検
診
）
の
お
知
ら
せ
（
ク
ー
ポ
ン
？
）
が
来
る
の
が
遅
す
ぎ
る
。
会
社
員
は
前
も
っ
て
休
み
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
も
っ
と
早
め
に
送
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
受
け
ら
れ
る
日
程
も
主
婦
向
け
の
設
定
な
の
で
、
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

9
6
6

赤
石

女
性

7
0
代
以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

3
3
国
道
4
号
線
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
の
便
が
悪
い
で
す
。

生
活
す
る
に
お
い
て
、
毎
日
の
食
料
を
買
う
に
も
不
便
で
あ
る
。

年
金
暮
ら
し
に
は
交
通
費
が
問
題
で
す
。

9
6
9

日
詰

男
性

6
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
障
が
い
者
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
一
考
願
い
ま
す
。

9
7
2

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
以
前
、
婦
人
消
防
協
力
隊
や
保
健
推
進
員
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
（
仕
事
は
土
・
日
休
み
の
人
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
）
仕
事
内
容
、

パ
レ
ー
ド
の
参
加
、
い
こ
い
の
家
の
運
営
な
ど
負
担
で
し
た
。
子
育
て
世
代
に
は
つ
ら
か
っ
た
。
2
年
は
長
い
！
1
年
交
代
に
す
る
な
ど
考

え
て
ほ
し
い
。

9
7
4

男
性

5
0
代

そ
の
他

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
1
防
災
無
線
の
よ
う
な
物
を
早
急
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
！
熊
が
出
た
出
た
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
は
ず
だ

が
、
情
報
が
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
！
！
そ
の
よ
う
な
情
報
は
何
処
へ
連
絡
す
れ
ば
い
い
の
か
？
オ
ガ
ー
ル
だ
け
発
展
し
て
山
の
方
は

見
捨
て
て
ま
す
よ
ね
。
中
央
だ
け
で
い
い
の
で
す
か
？

9
7
6

志
和

男
性

6
0
代

農
林
業

町
外

3
0
年
超

6
人

以
上

2
今
回
の
質
問
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
作
ら
れ
た
か
良
く
わ
か
ら
な
い
。

結
果
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
詳
し
く
知
ら
せ
て
欲
し
い
。
町
で
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
の
か
。

9
7
7

彦
部

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2

企
業
誘
致
が
少
な
い
し
、
本
店
・
本
社
が
町
外
へ
移
動
し
て
い
る
現
状
が
問
題
で
は
な
い
か
？
（
若
者
の
定
着
の
た
め
）

オ
ガ
ー
ル
と
役
場
周
辺
の
駐
車
場
（
無
料
）
の
大
規
模
な
物
の
確
保
し
な
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
し
て
も
人
は
集
ま
ら
な
い
し
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
等
の
あ
る
大
き
な
公
園
等
も
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

又
、
災
害
の
時
に
避
難
所
と
な
る
町
体
や
二
中
他
川
沿
い
な
の
は
ど
う
な
の
か
。
役
場
へ
行
く
に
も
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら

は
想
定
外
の
災
害
対
策
も
必
要
。
町
体
や
二
中
へ
は
絶
対
避
難
所
指
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
！

9
7
9

志
和

女
性

4
0
代

自
営
業

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
も
紫
波
は
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

た
だ
、
地
域
の
人
と
の
交
流
と
い
う
所
で
昔
よ
り
も
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

9
8
0

古
館

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
・
バ
ス
経
路
で
す
が
、
常
時
「
十
日
市
」
も
と
ま
っ
て
ほ
し
い
。
国
道
4
号
線
に
と
ま
る
と
よ
い
と
思
う
。
ス
ー
パ
ー
た
も
り
と
、
お
寺
の
駐
車

場
の
一
部
を
使
わ
せ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

9
8
1

志
和

女
性

7
0
代
以
上

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

1
3
・
福
祉
を
頼
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
。
そ
れ
な
の
に
役
場
職
員
は
何
か
し
ら
恩
恵
を
受
け
て
い

る
。
私
は
知
っ
て
ま
す
。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

9
8
4

古
館

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

古
館

で
は

、
よ
り
よ
い
町

に
す
る
た
め
の

活
動

が
進

ん
で
い
る
。

紫
波

町
内

で
も
そ
の

情
報

を
共

有
し
、
紫

波
町

全
体

が
住

み
続

け
た
い
町

に
な
っ
て
ほ

し
い
。

紫
波

町
は

紫
波

中
央

、
オ
ガ
ー
ル

だ
け
で
は

な
い
こ
と
を
、
も
っ
と
町

民
に
知

っ
て
ほ

し
い
。

9
9
4

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
矢

巾
に
医

大
が

で
き
た
の

に
古

館
か

ら
の

ア
ク
セ
ス
が

全
く
考

え
ら
れ

て
い
な
い
。
Ｒ
4
以

外
、
狭

い
道

路
ば

か
り
。
キ
ケ
ン
。
冬

は
特

に
。
古

館
駅

周
辺

も
ヒ
ド
イ
。
中

央
駅

周
辺

ば
か

り
整

地
し
て
不

公
平

さ
を
感

じ
る
。
町

税
を
公

平
に
使

っ
て
ほ

し
い
。
引

越
し
て
2
0
年

目
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た
。

9
9
6

志
和

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
持

ち
家

4
子

供
い
な
い

紫
波

中
央

駅
前

は
オ
ガ
ー
ル

が
で
き
て
か

ら
と
て
も
賑

っ
て
い
る
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
若

い
人

も
た
く
さ
ん
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
と
て
も

良
く
な
っ
た
。
紫

波
町

の
地

場
産

品
も
と
て
も
良

く
ア
ピ
ー
ル

で
き
て
い
る
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

で
き
て
い
る
と
思

う
。
し
か

し
、
企

業
誘

致
が

う
ま
く
行

っ
て
い
な
い
印

象
を
受

け
る
。
せ

っ
か

く
個

人
の

ク
ラ
フ
ト
作

家
さ
ん
や

フ
リ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
さ
ん
な
ど
が

移
住

し
て
き
て
い
る
の

だ
か

ら
、
東

和
の

「
ア
ー
ト
土

澤
」
の

よ
う
な
、
「
こ
こ
は

ア
ー
ト
に
特

化
し
た
商

店
街

」
の

よ
う
な
横

の
つ
な
が

り
を
強

化
し
た
も
の

を
作

っ
て

い
か

な
く
て
は

い
け
な
い
と
思

う
。

9
9
8

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
古

館
保

育
所

の
0
歳

児
な
ど
の

定
員

を
増

や
し
た
と
い
う
理

由
で
、
送

迎
時

の
駐

車
場

を
遠

く
に
と
め
る
よ
う
に
言

わ
れ

て
い
る
が

、
そ

の
わ

り
に
保

育
所

に
入

れ
な
い
と
い
う
子

の
話

を
よ
く
聞

く
の

で
お
か

し
い
。

ど
う
に
か

し
た
方

が
い
い
と
思

う
。

1
0
0
0

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
3
紫

波
一

中
の

人
数

が
多

す
ぎ
で
す
！

！
子

供
達

、
親

、
先

生
も
多

す
ぎ
て
、
必

要
な
支

援
や

体
制

が
む
ず
か

し
い
。
今

の
人

数
半

分
く

ら
い
に
し
て
二

中
、
三

中
な
ど
に
分

配
で
き
る
策

（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
・
・
・
）
工

夫
を
し
て
欲

し
い
！

！

1
0
0
4

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
・
古

館
駅

、
日

詰
駅

に
も
有

料
駐

車
場

（
中

央
駅

に
あ
る
よ
う
な
、
1
日

1
0
0
円

）
が

あ
っ
た
ら
い
い
と
思

う
。

・
古

館
地

区
の

ア
ン
ダ
ー
パ

ス
（
歩

道
）
を
も
っ
と
き
れ

い
に
整

備
し
て
ほ

し
い
。

・
オ
ガ
ー
ル

広
場

に
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
時

計
を
建

て
た
ら
い
い
と
思

う
。

1
0
0
5

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
4

2
・
古

館
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の

方
々

に
感

謝
し
て
い
ま
す
（
古

小
）
も
っ
と
町

全
体

で
も
表

彰
な
ど
広

く
周

知
し
て
ほ

し
い
。

・
児

童
医

療
費

の
負

担
な
し
。

1
0
0
8

古
館

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
図

書
館

の
本

が
少

な
い
の

で
充

実
さ
せ

て
ほ

し
い
。
大

き
な
書

店
も
な
く
、
盛

岡
で
購

入
し
て
い
ま
す
。

本
を
読

む
た
め
の

環
境

を
整

え
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

1
0
0
9

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人
以
上

2
子

ど
も
達

、
小

中
学

生
の

居
場

所
、
遊

ぶ
場

所
が

な
い
で
す
。
親

が
い
な
い
家

で
遊

べ
な
い
。
共

働
き
が

多
い
の

で
。

1
0
1
5

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人
以
上

3
自

分
の

住
ん
で
い
る
地

域
に
町

議
員

が
い
な
け
れ

ば
整

備
な
ど
進

ん
で
い
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
。
差

が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
。

1
0
1
7

水
分

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
3
高

齢
者

や
独

居
世

帯
増

に
て
生

活
支

援
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

交
通

機
能

の
循

環
は

尚
、
隅

々
ま
で
必

要
な
の

で
は

？

1
0
2
1

志
和

男
性

7
0
代

以
上

農
林

業
3
0
年

超
持

ち
家

3
3
・
旧

役
場

い
つ
ま
で
そ
の

ま
ま
の

状
態

に
し
て
お
く
つ
も
り
で
す
か

。
気

に
な
る
建

物
で
す
ね

。
1
0
2
2

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

借
家

・
賃

貸
4

4
困

っ
て
相

談
し
て
も
、
他

の
相

談
先

を
紹

介
す
る
く
ら
い
で
、
あ
て
に
な
ら
な
い
。
規

定
ば

か
り
言

う
、
し
ん
み

に
な
ら
な
い
！

1
0
2
3

志
和

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

持
ち
家

4
子

供
い
な
い

オ
ガ
ー
ル

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
紫

波
中

央
駅

前
は

す
ご
く
に
ぎ
わ

い
、
活

気
う
ま
れ

た
気

が
す
る
。

け
ど
、
そ
こ
に
い
け
な
い
人

、
紫

波
町

内
で
も
地

方
？

に
い
る
人

は
？

？
そ
の

ま
ま
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か

・
・
・
？

と
少

し
淋

し
く
感

じ
ま

す
。
一

回
も
オ
ガ
ー
ル

に
い
っ
た
こ
と
の

な
い
高

齢
者

、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の

よ
う
な
人

に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
町

政
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
言

う
の

は
簡

単
な
の

で
大

変
だ
と
思

い
ま
す
が

、
応

援
し
て
い
ま

す
！

！

1
0
2
5

古
館

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
質

問
が

多
す
ぎ
ま
す
。

1
0
2
7

志
和

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

4
子

供
い
な
い
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
前

の
十

字
路

は
早

く
改

善
し
て
ほ

し
い
。

1
0
3
0

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

3
2
大

企
業

を
誘

致
し
て
、
町

内
で
の

就
職

先
を
確

保
し
て
ほ

し
い
。

1
0
3
2

彦
部

6
0
代

無
職

3
0
年

超
2

2
有

線
が

な
く
な
り
、
情

報
が

入
り
に
く
い
の

が
淋

し
い

1
0
3
4

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

3
町

道
を
舗

装
し
て
ほ

し
い
で
す
。

自
動

車
、
自

転
車

の
パ

ン
ク
や

土
ほ

こ
り
で
洗

た
く
が

外
に
干

せ
な
い
で
す
。

1
0
3
7

日
詰

男
性

6
0
代

自
営

業
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

3
3
役

場
職

員
の

対
応

が
横

柄
か

つ
、
や

る
気

の
無

さ
が

非
常

に
め
だ
つ

1
0
3
8

日
詰

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
2
役

場
に
行

く
の

が
嫌

に
な
る
ほ

ど
対

応
が

不
快

。
良

か
っ
た
時

の
方

が
少

な
い
。
で
も
ス
ー
パ

ー
み

た
い
に
不

快
な
ら
他

の
ス
ー
パ

ー
に
行

け
ば

い
い
！

っ
と
い
う
わ

け
に
は

い
か

な
い
。
必

要
で
あ
れ

ば
行

く
し
か

な
い
の

に
、
い
つ
も
不

快
。
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が

か
わ

る
こ
と

は
今

後
な
い
の

で
し
ょ
う
か

？
あ
ぐ
ら
か

い
て
ま
せ

ん
か

？
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
0
3
9

彦
部

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
3
異
動
が
早
く
、
何
も
知
ら
な
い
、
学
ば
な
い
職
員
多
い
。
専
門
知
識
に
と
ぼ
し
く
新
し
い
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
く
、
前
例
あ
る
な
し
の

み
！

補
助
事
業
の
取
組
強
化
を
願
う
。
一
関
方
面
は
補
助
事
業
の
導
入
・
使
い
方
が
多
い

1
0
4
2

日
詰

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
障
害
者
の
働
く
所
が
増
え
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

1
0
4
5

日
詰

女
性

5
0
代

自
営
業

3
0
年
超

3
2
通
学
路
に
街
灯
が
ほ
し
い
で
す
。
（
電
柱
に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
・
・
・
）

1
0
4
8

古
館

女
性

2
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
道
路
の
道
幅
が
狭
い
所
の
事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

1
0
4
9

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
・
公
園
の
土
を
砂
で
は
な
く
、
歩
き
や
す
い
土
に
し
て
ほ
し
い

・
歩
道
が
街
路
樹
の
根
で
凸
凹
に
な
っ
て
お
り
歩
き
に
く
い

1
0
5
1

志
和

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

5
3
駅
前
、
周
辺
の
み
整
備
さ
れ
住
宅
も
増
え
て
い
る
が
人
口
の
割
に
は
子
育
て
環
境
が
良
く
な
い
。
も
っ
と
優
先
し
て
改
善
す
べ
き
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
（
子
育
て
環
境
、
田
舎
の
道
整
備
、
な
ど
）

1
0
5
4

日
詰

7
0
代
以
上

無
職

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
2
計
画
実
行
に
お
い
て
つ
め
の
部
分
を
大
切
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

1
0
5
8

女
性

2
0
代

専
業
主
婦

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2
待
機
児
童
が
多
く
い
る
の
に
全
く
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

共
働
き
で
な
け
れ
ば
保
育
園
に
預
け
る
事
が
で
き
な
い
の
に
、
預
け
先
が
無
い
た
め
に
仕
事
し
た
く
て
も
で
き
な
い
。
お
か
し
い
。

1
0
6
3

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2

調
査
に
つ
い
て
、
質
問
数
が
多
す
ぎ
て
回
答
す
る
気
が
な
く
な
り
ま
す
。

施
策
を
そ
の
ま
ま
聞
い
て
い
る
の
だ
と
推
察
し
ま
す
が
、
5
,0
0
0
枚
も
刷
っ
て
封
筒
を
用
意
し
て
税
金
を
か
け
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
回
答

率
向
上
の
た
め
要
素
を
絞
る
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。
職
員
さ
ん
の
中
に
統
計
処
理
の
知
識
を
有
す
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
統

計
で
き
る
方
の
人
員
配
置
と
調
査
体
制
、
処
理
方
法
の
見
直
し
を
期
待
し
ま
す
。

1
0
6
8

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
大
雪
の
時
、
早
朝
3
時
半
ま
で
に
集
合
住
宅
地
内
道
路
の
除
雪
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

1
0
7
1

水
分

男
性

4
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

3
小
・
中
学
校
再
編
の
流
れ
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

東
西
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て
る
町
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ず
、
残
念
で
す
。
1
0
年
後
、
2
0
年
後
の
紫
波
町
が
心
配
で
す
。

1
0
7
3

日
詰

女
性

3
0
代

専
業
主
婦

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
・
オ
ガ
ー
ル
の
マ
ル
シ
ェ
の
所
の
駐
車
場
が
入
り
に
く
く
、
出
に
く
い
の
で
一
方
通
行
等
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

・
沢
山
の
行
事
が
あ
っ
て
楽
し
い
。
子
ど
も
と
い
つ
も
楽
し
ん
で
い
る
。
中
心
部
以
外
の
地
域
が
も
っ
と
に
ぎ
わ
う
よ
う
な
工
夫
を
し
て
、
か

そ
地
域
の
住
人
が
増
え
る
と
若
い
家
族
が
家
を
建
て
や
す
く
な
っ
て
、
も
っ
と
に
ぎ
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

1
0
7
4

日
詰

3
0
代

自
営
業

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
以
外
や
る
気
な
し

1
0
7
8

赤
石

女
性

6
0
代

無
職

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
3

・
役
場
職
員
が
暇
に
見
え
る
。
特
に
庁
舎
の
窓
側
に
い
る
管
理
職
は
手
も
動
か
し
て
い
な
い
。
こ
の
人
達
に
も
仕
事
を
割
り
振
っ
て
、
下

の
職
員
の
負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
職
員
が
「
上
か
ら
目
線
」
で
住
民
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
接
遇
を
も
っ
と
身
に
付

け
て
下
さ
い
。

・
図
書
館
職
員
の
対
応
は
と
て
も
良
い
で
す
。

・
夜
間
の
医
療
機
関
受
診
が
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
れ
ば
良
い
で
す
。

1
0
8
0

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
町
立
保
育
施
設
を
増
や
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に
な
り
、
ま
す
ま
す
待
機
児
童
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
0
8
2

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
1
今
の
政
治
は
子
育
て
応
援
が
盛
ん
に
見
え
ま
ず
が
、
他
に
も
困
っ
て
い
る
人
達
が
居
る
事
を
も
う
一
度
見
直
し
、
き
ち
ん
と
改
善
す
る
よ

う
に
願
い
た
い
。

又
、
地
域
の
役
員
等
も
、
働
く
世
代
は
多
忙
な
為
、
6
5
才
以
上
の
方
々
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
欲
し
い
。

1
0
8
3

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い

住
み
初
め
た
頃
か
ら
若
干
感
じ
て
い
ま
し
た
が
・
・
・
コ
ン
ビ
ニ
や
新
し
く
住
宅
が
建
っ
て
き
て
い
る
現
状
、
歳
を
と
る
に
つ
れ
て
周
り
の
街

灯
が
少
な
く
物
騒
感
が
増
し
て
き
た
思
い
で
す
。
と
て
も
厳
し
く
難
し
い
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
あ
る
地
域
で
も
、
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
方
向
に
進
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

1
0
8
4

日
詰

女
性

6
0
代

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

1
2
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
利
用
料
金
を
す
こ
や
か
号
並
に
す
る
。

1
0
8
5

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
水
道
代
が
高
す
ぎ
る
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居
別

世
帯

人
数

子
供
数

自
由
回
答

町
外

1
0
9
2

日
詰

そ
の
他

3
0
代

勤
め
人

3
0
年
超

持
ち
家

5
子

供
い
な
い

日
詰
商
店
街
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
店
舗
見
学
に
つ
い
て
で
す
。
人
数
を
集
め
て
３
店
舗
見
学
す
る
と
い
う
の
を
１
日
に
３
回
転
ほ
ど
や
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
時
に
た
ま
た
ま
客
と
し
て
居
合
わ
せ
た
事
が
あ
り
、
そ
の
時
ツ
ア
ー
を
案
内
し
て
い
る
、
と
あ
る
役
場
職
員
１
名

の
振
る
舞
い
・
態
度
が
ニ
ワ
カ
に
は
信
じ
が
た
く
、
感
じ
た
事
を
意
見
申
し
上
げ
ま
す
。

予
め
連
絡
し
て
い
る
と
は
い
え
、
突
然
や
っ
て
き
て
、
広
く
は
な
い
店
舗
に
入
り
切
ら
な
い
人
数
を
無
理
矢
理
押
し
込
め
、
自
身
は
断
り
も

な
く
勝
手
に
座
り
だ
し
、
上
か
ら
目
線
の
失
礼
な
態
度
・
い
わ
ゆ
る
“
タ
メ
口
”
で
雑
で
馴
れ
馴
れ
し
い
フ
リ
を
し
て
話
を
促
す
。
一
般
の
客

が
居
て
も
お
構
い
な
し
。
店
主
の
方
が
ご
自
身
よ
り
若
い
と
は
い
え
、
最
低
限
の
敬
語
す
ら
使
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
よ
う
な
雑
で
馴
れ
馴
れ
し
い
失
礼
な
フ
リ
か
ら
話
を
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
店
主
の
方
々
が
気
の
毒
に
見
え
ま
し
た
。
役
場
の

勝
手
な
都
合
に
あ
わ
せ
、
貴
重
な
時
間
を
提
供
し
て
話
を
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。
気
持
ち
よ
く
話
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
感
覚
は
持
ち
合

わ
せ
て
は
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

初
見
で
そ
の
よ
う
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
、
店
主
の
方
は
困
惑
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
見
学
ツ

ア
ー
は
何
度
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
？
き
っ
ち
り
と
し
た
型
に
嵌
め
た
よ
う
な
態
度
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
客
観

的
に
見
て
い
て
、
あ
ま
り
に
酷
い
振
る
舞
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
常
識
と
い
う
観
念
は
持
ち
合
わ
せ
て
は

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
配
慮
が
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

見
学
ツ
ア
ー
の
方
々
の
中
に
も
、
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
方
が
居
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
初
見
と
い
う
点
で
は
私
と
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
自
覚
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
仲
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
事
で
し
た
ら
、
勘
違
い
も
甚
だ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
親
し
い
仲
に
も
礼
儀
は
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
役
場
の
職
員
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
偉
い
の
で
し
ょ
う

か
？
？
少
な
く
と
も
、
歳
を
重
ね
た
立
場
の
あ
る
大
人
の
態
度
・
振
る
舞
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
場
に
偶
然
な
が
ら
も
客
と
し
て
居
合
わ
せ
て
し
ま
い
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
非
常
に
残
念
で
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
た
事
を
覚

え
て
い
ま
す
。
苦
笑
い
し
か
有
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
役
場
職
員
に
居
り
、
不
特
定
多
数
を
連
れ
て
、
必
要
以
上
に
馴
れ
馴
れ

し
い
態
度
で
案
内
し
て
い
る
事
実
を
非
常
に
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
事
か
ら
、
役
場
内
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
役
場
内
の
常
識
と
い
う
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？
と
穿
っ
た
見
方
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

役
場
と
し
て
各
店
に
依
頼
を
し
て
ツ
ア
ー
客
を
募
り
案
内
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
？
店
舗
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
は
ず
で

す
が
、
人
に
何
か
を
お
願
い
す
る
時
の
態
度
・
話
を
聞
く
と
き
の
態
度
と
い
う
も
の
を
考
慮
す
る
事
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
？

も
し
私
が
店
主
の
立
場
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
は
確
実
に
出
入
り
禁
止
の
措
置
と
し
ま
す
し
、
見
学
ツ
ア
ー
は
無
駄
で
迷
惑
で
し
か
な
い
と

考
え
ま
す
。
協
力
す
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
独
立
し
て
事
業
を
営
む
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
貴
重
な
時
間
を
、
た
だ
た
だ
搾
取
す
る
だ
け

の
構
造
で
し
か
な
い
よ
う
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

見
学
に
つ
い
て
で
す
が
、
各
店
の
負
担
が
軽
く
て
、
今
よ
り
も
実
り
あ
る
別
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
営
業

時
間
中
に
広
く
は
な
い
店
舗
に
、
入
り
切
ら
な
い
よ
う
な
人
数
を
無
理
矢
理
押
し
込
め
て
、
接
客
中
の
店
主
に
意
見
を
求
め
る
や
り
方

が
、
は
た
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
の
人
数
で
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い
店
舗
へ
の
出
入
り
、
入
り
き
れ
な
い
ま
ま
に
始
め
さ
せ
る

話
。
そ
し
て
、
な
ん
と
な
く
で
す
が
見
学
者
の
方
々
（
お
そ
ら
く
他
の
公
共
団
体
の
職
員
の
方
々
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
）
で
興
味
を

持
っ
て
能
動
的
に
話
を
聞
い
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
方
が
、
半
分
も
居
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
で
す
。
そ
れ
が
日
に
３
回
も
巡
っ
て
来

る
。
極
め
て
一
方
的
で
あ
り
、
俗
に
言
う
W
in
W
in
の
関
係
は
成
立
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
営
業
時
間
内
に
片
手
間
で
や
る
規

模
を
超
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

上
記
の
事
か
ら
、
そ
の
貴
重
な
時
間
を
奪
っ
て
ま
で
や
る
事
な
の
か
な
？
と
い
う
印
象
し
か
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
個
人
で
事
業
を
営
む

と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で
時
間
を
費
や
す
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
表
に
出
す
か
出
さ
な
い
か
は
、
各
事
業
者
の
考
え
方
に
よ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
一
見
し
て
は
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現
状
で
は
各
店
に
多
大
な
負
担
を
か
け
て
い
る
だ
け
の
、
役
場
の

ア
ピ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
以
上
、
失
礼
を
承
知
で
意
見
申
し
上
げ
ま
す
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
0
9
3

彦
部

男
性

5
0
代

農
林
業

川
東
地
区
に
住
居
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
若
い
世
代
が
少
な
く
な
り
子
供
が
少
な
く
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
る
ば
か
り
で
す
。
来

年
に
は
「
す
こ
や
か
号
」
の
運
行
が
な
く
な
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
小
学
校
が
閉
校
し
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
が
令
和
４
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
寂
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

川
東
の
方
々
は
、
日
詰
、
古
舘
、
赤
石
地
区
が
う
ら
や
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
我
慢
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
希
望
す
る
こ
と
を
記
載
し
ま
す
。

【
教
育
】

河
東
地
区
は
せ
っ
か
く
小
中
一
貫
校
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
９
年
間
で
集
中
的
に
効
率
よ
い
授
業
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
に
は
、
教
育
委
員
会
が
舵
を
取
り
一
貫
校
の
未
来
を
見
据
え
、
責
任
を
持
っ
て
構
築
す
る
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
教
科
と

は
言
わ
な
い
で
す
が
、
県
下
で
も
こ
れ
だ
け
は
負
け
な
い
と
い
う
教
育
を
し
て
ほ
し
い
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
は
、
英
語
は
絶
対

だ
と
思
い
ま
す
。
国
で
も
海
外
の
観
光
客
を
増
や
し
観
光
立
国
を
目
指
し
、
更
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
し
、
高
校
入

試
や
大
学
入
試
も
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
力
を
試
験
に
取
り
込
む
こ
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
供
は
２
～
３
の
外
国
語
が
話
せ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
は
、
長
期
の
計
画
を
明
確
に
し
、
教
員
の
配
置
や
教

育
に
必
要
な
最
新
の
設
備
、
教
員
が
時
間
外
勤
務
を
少
な
く
す
る
シ
ス
テ
ム
（
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
黒
板
、
映
像
・
音
響
等
）
を
有

効
に
利
用
し
、
全
教
室
で
な
く
と
も
い
い
の
で
学
校
内
に
設
置
し
、
各
学
年
（
今
後
は
小
中
と
も
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
み
に
な
り
そ
う
）
が
有

意
義
に
使
え
る
よ
う
な
特
徴
あ
る
学
校
に
し
て
ほ
し
い
。
５
つ
の
小
学
校
を
１
小
学
校
に
統
一
し
、
更
に
中
学
校
と
同
じ
敷
地
内
に
建
設

す
れ
ば
、
学
校
建
設
費
（
紫
波
第
Ⅱ
中
学
校
は
創
立
6
0
年
な
の
で
い
ず
れ
は
何
ら
か
の
補
修
、
建
設
が
必
要
だ
っ
た
。
）
は
別
と
し
て
、

民
間
レ
ベ
ル
言
え
ば
今
後
の
維
持
費
は
当
然
か
な
り
減
る
の
で
、
設
備
の
充
実
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
団
体
競
技
は
、
選
手
の
人
数
の
足
り
ず
個
人
競
技
し
か
出
来
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
子
供
た
ち
が
こ
れ
だ
け
は
負
け
な
い
と
い
う
事
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、
自
信
に
つ
な
が
り
意
欲
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
岩
手
県
の
大
学
進
学
率
が
低
い
の
は
親
の
収
入
が
低
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
２
人
の
子
供
を
仙
台
の

私
立
大
学
（
４
年
制
）
を
卒
業
さ
せ
ま
し
た
が
、
４
年
間
で
１
人
1
,0
0
0
万
円
（
生
活
費
込
み
。
奨
学
金
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
）
か
か
り
ま

し
た
。
我
家
は
兼
業
農
家
で
す
が
、
農
業
収
入
は
減
少
す
る
一
方
だ
っ
た
の
で
、
私
自
身
は
親
の
収
入
を
考
え
る
と
大
学
進
学
は
無
理

で
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
働
き
始
め
ま
し
た
が
、
も
し
私
た
ち
の
子
供
た
ち
に
大
学
行
き
た
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
行
か
せ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
り
す
ぐ
に
給
料
の
一
部
を
教
育
費
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
。
そ
の
位
の
覚
悟
が
な
い
と
不
可
能
で
し
た
。
正

直
、
国
公
立
大
学
で
あ
れ
ば
楽
で
し
た
。
し
か
し
、
国
公
立
大
学
へ
入
学
し
た
け
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
学
力
が
な
い
と
厳
し
い
の

で
、
学
力
を
つ
け
る
教
育
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
借
金
だ
と
い
う
教
育
（
親
も
子
供
も
す
ぐ
奨
学
金
制
度
で
大
学
入
学
を
考
え
る
）
が
必
要
で
す
。

本
当
に
優
秀
で
目
的
の
明
確
な
生
徒
に
は
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
を
紫
波
町
に
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
（
特
に
医
学
部
等
）

【
交
通
機
関
】

「
す
こ
や
か
号
」
が
令
和
２
年
３
月
で
廃
止
に
な
り
ま
す
が
、
地
区
の
方
々
、
特
に
高
齢
者
は
大
変
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
1
0
0
円

で
医
療
機
関
あ
る
い
は
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
重
宝
し
利
用
者
も
年
々
増
え
て
い
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
バ
ス
は
基

本
5
0
0
円
で
５
倍
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
高
齢
者
の
話
を
聞
く
と
5
0
0
円
で
も
一
安
心
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
現
実
に
高
齢
者
は

免
許
返
納
も
考
え
て
い
る
方
が
増
え
て
き
た
の
で
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
バ
ス
を
便
利
で
利
用
し
易
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
曜
日
に

関
係
な
く
玄
関
か
ら
玄
関
ま
で
を
考
え
る
と
「
す
こ
や
か
号
」
よ
り
便
利
で
楽
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
岩
手
医
科
大
学
ま
で

の
運
行
は
可
能
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
医
療
機
関
】

紫
波
町
に
と
っ
て
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
の
矢
巾
町
移
転
は
大
変
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
は
県
内
唯
一
の

特
定
機
能
病
院
な
の
で
、
疾
病
に
よ
っ
て
は
全
国
レ
ベ
ル
の
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
特
に
緊
急
時
、
災
害
時
な
ど
に
こ
の
施
設
が

隣
町
に
あ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
心
強
い
事
で
す
。
但
し
、
近
年
は
医
療
機
関
の
役
目
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
の

役
割
が
不
可
欠
で
、
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
と
の
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
高
度
な

医
療
を
受
け
、
フ
ォ
ロ
ー
を
か
か
り
つ
け
医
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
内
に
は
も
っ
と
専
門
的
な
か
か
り
つ
け
医
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
町
内
に
は
専
門
の
開
業
医
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
。

今
後
、
専
門
医
（
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
泌
尿
器
科
等
）
の
開
業
を
増
や
す
活
動
が
必
要
で
す
。
こ
の
移
転
を
機

に
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
を
巻
き
込
み
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
事
は
町
民
に
と
っ
て
は
と
て
も
安
心
で
き
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
0
9
3

(続 き
)

彦
部

男
性

5
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

4
2

【
農
業
】

農
業
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
希
望
が
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
を
続
け
て
い
く
に
は
、
気
力
と
体
力
が
必
要
で
す
が
高
齢
化
が
進
み
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
農
機
具
や
設
備
も
必
要
で
す
が
経
費
が
か
か
り
す
ぎ
、
全
然
儲
か
り
ま
せ
ん
。
近
所
で
も
水
田
に
関
し
て
は
、

生
産
組
合
に
任
せ
る
傾
向
が
増
え
る
一
方
で
す
。
新
し
く
野
菜
の
栽
培
を
始
め
よ
う
と
し
て
も
設
備
が
か
か
り
す
ぎ
る
し
、
高
齢
の
た
め

非
常
に
苦
労
が
多
く
な
り
ま
す
。
現
実
に
野
菜
栽
培
は
朝
か
ら
深
夜
ま
で
毎
日
働
い
て
い
ま
す
。

国
で
は
「
収
入
保
険
」
を
進
め
て
い
る
が
、
農
産
物
を
生
産
す
る
苦
労
を
考
え
る
と
行
動
を
起
こ
せ
な
い
の
が
現
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
収
入
が
少
な
い
の
で
後
継
者
も
い
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
き
れ
い
事
を
言
っ
て
も
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
や
は
り
儲
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

難
し
い
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
根
本
的
に
考
え
を
替
え
会
社
組
織
あ
る
い
は
生
産
組
合
で
も
い
い
が
、
安
定
し
た
雇
用
で
１
年
間
を

通
し
て
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
給
与
形
式
で
な
い
と
、
若
い
世
代
に
は
魅
力
が
な
い
し
解
決
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
首
相
あ
る
い
は
政
府
か
ら
「
食
料
自
給
率
」
に
つ
い
て
全
く
話
が
出
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
問
題
に
も
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
真
剣
に
国
を
筆
頭
に
県
、
市
町
村
を
挙
げ
て
、
将
来
の
「
食
料
自
給
率
」
を
視
野
に
農
業
改
革
に
投
資
を
し
な
い
と
荒
地
が
一
機
に

増
え
手
遅
れ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

※
様
々
記
入
し
ま
し
た
が
、
県
内
の
他
の
市
町
村
に
比
べ
れ
ば
、
紫
波
町
は
生
活
を
し
て
い
く
上
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
町
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
東
部
地
区
、
中
央
地
区
、
西
部
地
区
の
格
差
が
な
い
よ
う
な
町
に
な
る
事
を
希
望
し
ま
す
し
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
1
0
0

志
和

女
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

3
4
老
後
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

1
1
0
2

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

1
子

供
い
な
い

町
は
河
東
地
域
を
見
捨
て
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
す
こ
や
か
号
を
廃
止
し
た
ら
、
高
齢
者
は
病
院
に
も
行
け
な
い
。
タ
ク
シ
ー
も
使
わ

な
い
の
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
代
用
に
な
る
と
思
う
の
か
？
ネ
ッ
ト
も
十
分
に
使
え
な
い
の
に
？
ふ
ざ
け
る
な
、
と
思
う
。
中
央
駅
ば
か

り
に
注
力
し
た
っ
て
、
全
国
と
同
じ
＝
特
色
の
な
い
街
が
で
き
る
だ
け
。
た
だ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
る
だ
け
。
窓
口
も
町
民
窓
口
以
外
は

1
7
：
0
0
で
し
ま
る
し
、
生
涯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
な
と
い
う
こ
と
か
？

1
1
0
5

赤
石

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
時
間
帯
で
水
道
の
水
の
出
る
量
が
変
化
し
て
困
る
。
カ
ル
キ
の
あ
と
が
ひ
ど
す
ぎ
る
。
夜
の
道
が
暗
す
ぎ
る
。

1
1
0
7

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

持
ち
家

4
1
以
前
、
古
館
駅
の
こ
せ
ん
き
ょ
う
？
ト
ン
ネ
ル
の
階
段
の
電
気
が
切
れ
て
ま
っ
く
ら
だ
っ
た
の
で
変
え
て
欲
し
い
と
役
場
に
お
願
い
し
た
ら

1
ヶ
月
以
上
か
か
っ
た
。
も
っ
と
早
く
対
応
で
き
な
い
の
か
？

1
1
1
1

古
館

男
性

6
0
代

無
職

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
2
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
減
量
に
つ
い
て
、
ま
た
資
源
ご
み
の
分
別
も
含
め
過
去
5
年
間
の
経
費
の
推
移
、
町
民
一
人
あ
た
り

の
経
費
な
ど
を
積
極
的
に
例
示
し
、
節
減
し
努
め
る
よ
う
行
政
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
（
他
町
と
の
比
較
も
要
す
る
）

1
1
1
2

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
ま
ず
は
紫
波
町
民
意
識
調
査
5
0
0
0
人
に
抽
出
対
象
と
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

紫
波
町
を
住
み
よ
く
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
に
は
5
0
0
0
人
の
調
査
対
象
で
は
な
く
、
難
し
い
と
思
う
が
全
町
民
へ
今
回
の
意
識
調
査

を
対
象
に
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
ご
検
討
お
願
い
致
し
ま
す
。

1
1
1
3

赤
石

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

4
公
園
の
不
足
（
赤
石
方
面
）

1
1
1
5

赤
石

男
性

1
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
借
金
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。
早
め
に
盛
岡
に
合
体
し
て
も
良
い
の
で
は
。

1
1
1
7

日
詰

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2
有
線
放
送
が
な
く
な
り
、
高
齢
者
へ
の
情
報
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
光
ケ
ー
ブ
ル
と
言
っ
て
い
る
が
、
年
金
か
ら
高
額
を
支
払
え
る
の

か
？
電
子
機
を
あ
つ
か
え
な
い
人
は
ど
う
し
た
ら
大
切
な
情
報
を
受
け
取
れ
る
の
か
考
え
て
欲
し
い
。
（
大
雨
の
時
ひ
な
ん
レ
ベ
ル
３
の

川
沿
い
に
、
紫
波
町
か
ら
の
メ
ー
ル
が
来
ま
せ
ん
で
し
た
）

1
1
1
9

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
先
送
り
の
年
金
お
先
ま
っ
暗
で
す

1
1
2
1

彦
部

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
2
ひ
と
り
親
世
帯
だ
が
、
親
と
同
居
し
、
援
助
を
受
け
て
い
る
。

自
立
し
た
い
が
、
給
料
が
安
い
為
、
困
難
で
あ
り
、
生
活
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

1
1
2
3

古
館

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
中
央
駅
周
辺
や
一
部
の
人
し
か
豊
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
若
者
は
住
み
た
い
と
は
思
わ
な
い

1
1
2
5

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
紫
波
中
央
駅
の
発
展
な
ん
か
ど
う
で
も
良
い

過
疎
化
の
地
区
の
こ
と
を
考
え
ろ

1
1
3
0

古
館

女
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い
生
活
の
し
易
さ
、
し
づ
ら
さ
の
偏
り
が
町
の
中
で
も
あ
り
、
正
直
大
変
で
す
。
ま
た
、
学
校
で
も
過
去
の
私
の
様
に
生
き
づ
ら
い
と
感
じ
、

学
校
が
嫌
と
い
う
子
は
ま
だ
い
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
子
達
に
も
目
を
向
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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ID
地

区
性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

1
1
3
7

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1

町
民

の
意

識
調

査
も
大

切
だ
と
思

い
ま
す
が

、
こ
れ

を
行

う
た
め
に
か

か
る
税

金
や

役
場

職
員

の
方

達
の

仕
事

が
増

え
て
、
職

員
の

方
が

疲
弊

し
て
い
な
い
か

心
配

で
す
。
た
だ
で
さ
え
職
員

が
少

な
い
の

に
仕

事
量

が
多

い
と
聞

き
ま
す
の

で
・
・
・
。
失

礼
で
す
が

、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
項

目
は

ど
れ

も
重

要
だ
と
思

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

ら
こ
そ
項

目
に
挙

げ
ら
れ

て
い
る
と
思

い
ま
す
。
郵

便
料

金
、
人

件
費

、
用

紙
、
印

刷
代

・
・
・
を
考

え
る
と
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
か

か
る
費

用
を
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
内

の
施

策
費

や
職

員
の

方
達

の
人

件
費

（
残

業
代

含
め
）
に
当

て
て
ほ

し
か

っ
た
で
す
。

し
か

し
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
頂

い
た
事

に
よ
っ
て
、
町

が
ど
の

よ
う
な
事

を
し
て
い
て
、
ど
の

よ
う
な
課

題
が

あ
る
の

か
何

と
な
く
わ

か
り

ま
し
た
。
限

り
あ
る
税

収
の

中
で
、
新

し
い
事

を
す
る
の

も
悪

く
は

あ
り
ま
せ

ん
が

、
地

に
足

の
着

い
た
政

策
を
期

待
し
ま
す
。

も
う
少

し
大

き
め
の

欄
に
し
て
下

さ
い
。

1
1
4
0

赤
沢

男
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年

超
持

ち
家

4
3
幹

線
的

排
水

路
－

水
路

内
に
土

砂
が

堆
積

し
、
増

水
時

等
災

害
発

生
が

危
惧

さ
れ

る
。
解

消
化

を
計

っ
て
ほ

し
い

1
1
4
2

志
和

女
性

7
0
代

以
上

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
1
１
人

暮
ら
し
の

高
齢

者
に
健

康
で
安

心
し
て
暮

せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
た
い

1
1
4
3

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
中

央
駅

付
近

と
そ
う
で
な
い
土

地
の

差
が

あ
り
す
ぎ

除
雪

も
年

々
下

手
、
遅

い
、
中

央
駅

付
近

の
み

住
み

や
す
そ
う

山
間

部
の

環
境

、
声

に
も
っ
と
敏

感
に

1
1
4
4

赤
石

5
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

借
家
・
賃
貸

2
2
町

職
員

は
良

く
頑

張
っ
て
い
る
と
思

う
。
町

民
が

町
を
想

う
気

持
が

強
く
な
っ
て
欲

し
い
。
川

東
地

区
は

皆
年

を
取

っ
て
道

路
脇

が
綺

麗
に
な
っ
て
花

を
植

え
て
い
る
見

習
い
た
い

1
1
4
7

赤
石

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

2
野

焼
（
草

）
毎

日
の

様
に
。
近

所
ゆ
え
に
言

え
ま
せ
ん
が

、
本

当
に
ス
ト
レ
ス
で
す
。

1
1
4
9

長
岡

男
性

6
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

5
2
企

業
の

誘
致

を
も
っ
と
推

進
し
、
財

政
の

健
全

化
を
図

っ
て
ほ

し
い
。

1
1
5
8

水
分

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

3
1
有

線
放

送
が

な
く
な
っ
た
の

で
、
世

の
中

が
わ

か
り
づ
ら
い
。

個
人

的
に
は

紫
波

町
か

ら
助

け
ら
れ

て
い
る
の

は
健

診
く
ら
い
。

自
分

の
生

活
は

、
自

分
で
確

保
し
な
け
れ

ば
っ
て
感
じ

1
1
6
3

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

3
2
以

前
に
も
こ
の

よ
う
な
調

査
が

あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
が

、
偶

然
で
し
ょ
う
か

？
わ

か
ら
な
い
に
○

が
多

い
の

は
、
具

体
的

に
見

た
り
、
聞

い
た
り
、
感

じ
た
り
で
き
な
い
の

で

1
1
6
4

長
岡

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
西

・
東

の
地

区
の

今
後

の
人

口
減

少
、
少

子
高

齢
化

に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
対

策
が

な
さ
れ

る
の

か
。
働

く
場

所
（
農

業
以

外
）
で
も
な
い

と
、
人

は
増

え
ず
、
減

少
す
る
だ
け
と
思

う
が

・
・
・
。

1
1
6
5

赤
沢

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

4
子

供
い
な
い
今

回
い
ろ
い
ろ
な
質

問
が

あ
り
ま
し
た
が

、
「
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
の

が
正

直
な
感

想
で
す
。

こ
れ

を
機

に
関

心
を
も
っ
て
町

の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
見

て
み

た
い
と
思

い
ま
す
。

1
1
6
8

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い
な
い

・
路

線
バ

ス
が

な
い
（
通

学
用

に
１
日

１
往

復
の

み
）

・
す
こ
や

か
号

が
廃

止
さ
れ

、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
な
れ

ば
、
費

用
も
高

く
利

用
し
づ
ら
い

・
免

許
返

納
等

に
対

し
て
の

補
助

等
の

整
備

も
な
く
、
病

院
や

買
い
物

等
の

送
迎

な
ど
で
高

齢
者

だ
け
で
な
く
、
家

族
の

負
担

が
と
て
も

大
き
い
（
今

ま
で
自

家
用

車
使

っ
て
い
た
人

は
不

便
を
感

じ
る
）

・
市

街
地

よ
り
も
っ
と
へ

き
地

に
目

を
向

け
て
ほ

し
い
（
市

街
地

は
便

利
な
の

だ
か

ら
、
元

々
の

住
民

に
過

ご
し
や

す
く
し
て
ほ

し
い
）

1
1
7
0

日
詰

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
年

未
満

持
ち
家

子
供

い
な
い

子
供

や
高

齢
者

が
住

み
や

す
い
町

づ
く
り
を
期

待
し
ま
す
。

（
例

）
日

詰
駅

不
便

で
す
ね

。
高

齢
者

、
子

供
目

線
で
環

境
を
整

え
る
と
か

、
笑

顔
で
過

ご
せ

る
場

を
充

実
さ
せ

る
等

、
明

る
い
思

い
や

り
の

あ
る
町

に
☆

1
1
7
3

赤
石

男
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

3
1
車

を
持

っ
て
い
な
い
人

へ
の

支
援

が
ほ

し
い

病
院

に
行

く
為

の
タ
ク
シ
ー
と
か

、
バ

ス
代

、
電

車
代

1
1
7
6

赤
石

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

4
2
町

議
会

議
員

の
報

酬
が

大
幅

に
Ｕ
Ｐ
さ
れ

て
た
が

立
候

補
者

は
・
・
・

財
政

難
で
町

民
に
負

担
を
強

い
て
い
る
中

で
お
か
し
い
の

で
は

1
1
8
0

赤
石

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
3
意

識
調

査
を
も
っ
と
行

っ
て
も
良

い
と
思

う
。

町
政

等
に
関

し
、
意

見
を
言

う
場

所
が

な
い
。
言

う
方

法
が

わ
か

ら
な
い
。

1
1
8
1

赤
石

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
一

部
の

地
区

の
み

が
活

発
化

し
て
い
る
。
お
き
ざ
り
に
な
っ
て
い
る
地

区
が

あ
る
。

1
1
8
4

赤
石

男
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
2
・
緊

急
時

の
広

報
手

段
（
行

政
無

線
等

）
が

な
い
。

・
町

民
の

防
災

意
識

が
低

く
、
災

害
対

応
で
き
な
い
と
思

う
。
住

民
と
行

政
が

こ
の

こ
と
に
取

り
組

む
べ

き
で
あ
る
。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

1
1
8
5

水
分

女
性

7
0
代

以
上

3
0
年

超
持

ち
家

5
2
町

内
に
会

社
等

の
誘

致
を
も
っ
と
力

を
入

れ
て
ほ

し
い
。

そ
れ

に
よ
っ
て
子

供
達

が
安

心
で
き
る
生

活
に
も
結

び
つ
く
の

で
は

な
い
か

と
思

い
ま
す
。

1
1
8
6

古
館

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

今
回

ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
を
す
る
に
あ
た
り
、
福

祉
施

設
の

状
況

等
を
確

認
し
よ
う
と
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝

見
し
ま
し
た
が

、
施

設
の

一
覧

又
は

社
会

福
祉

協
議

会
等

運
営

団
体

へ
の

リ
ン
ク
が

見
つ
か

ら
ず
、
わ

か
り
に
く
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ

ま
し
た
。
町

内
で
利

用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
等

に
つ
い
て
、
町

民
が

も
っ
と
情

報
を
得

や
す
い
環

境
が

作
ら
れ

れ
ば

良
い
と
思

い
ま
す
。

1
1
8
7

古
館

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
町

内
に
あ
る
三

つ
の

駅
の

中
、
古

館
駅

周
辺

の
整

備
だ
け
が

行
わ

れ
て
い
ま
せ

ん
。
利

用
す
る
学

生
が

多
い
の

で
す
が

、
道

路
は

危
険

な
ま
ま
で
す
。
納

税
者

も
多

い
地

区
な
の

に
、
不

公
平

感
を
感

じ
ま
す
。

1
1
9
0

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
5

子
供

い
な
い
質

問
の

範
囲

が
広

す
ぎ
る
と
思

い
ま
す
。

日
詰

の
活

性
化

は
旧

庁
舎

に
あ
る
と
思

い
ま
す
（
老

朽
化

が
バ

イ
パ

ス
の

中
心

に
有

る
の

が
み

っ
と
も
な
い
で
す
）

1
1
9
1

6
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

5
人

以
上

企
業

誘
致

が
少

な
い

1
1
9
2

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
3
中

央
駅

付
近

ば
か

り
外

灯
が

多
過

ぎ
、
他

の
住

宅
地

の
外

灯
も
増

や
し
て
！

1
1
9
4

古
館

女
性

4
0
代

専
業

主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
古

館
駅

周
辺

の
交

通
整

備
を
早

く
進

め
て
ほ

し
い

（
道

路
が

狭
い
し
、
歩

道
が

な
か

っ
た
り
し
て
危

な
い
）

1
1
9
6

日
詰

男
性

3
0
代

自
営

業
町

内
5
年

未
満

持
ち
家

4
2
・
町

長
へ

の
手

紙
に
、
名

前
を
記

入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の

は
、
提

出
し
ず
ら
い

・
保

育
園

を
増

や
し
て
ほ

し
い
。

1
1
9
7

古
館

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

2

空
家

の
管

理
（
草

と
り
と
か

）
を
町

と
し
て
取

り
組

め
な
い
で
し
ょ
う
か

？
（
定

期
的

な
巡

回
と
か

）
（
持

主
に
連

絡
す
る
と
か

）
す
っ
か

り
草

に
お
お
わ

れ
て
い
た
り
、
中

に
は

窓
が

開
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
電

気
が

つ
い
て
い
る
の

に
、
家

人
が

生
活

し
て
い
る
様

子
が

な
い
。
気

持
が

悪
い
で
す
。

町
内

循
環

バ
ス
の

低
料

金
で
、
路

線
の

充
実

を
進

め
て
ほ

し
い
（
経

路
、
時

間
、
回

数
）

1
2
0
7

日
詰

女
性

7
0
代

以
上

無
職

5
年

未
満

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
①

道
路

の
凸

凹
、
タ
イ
ル

の
破

損
な
ど
危

険
が

伴
い
ま
す
。
骨

折
も
し
ま
し
た
。
整

備
補

修
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

②
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
コ
ス
ト
の

削
減

（
生

活
す
る
う
え
で
と
て
も
大

変
で
す
）

1
2
1
1

日
詰

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
3
高

齢
者

の
体

力
、
気

力
に
応

じ
た
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
欲

し
い
。

1
2
1
2

志
和

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
若

い
人

達
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
地

区
民

運
動

会
や

、
消

防
婦

人
部

の
活

動
が

大
変

だ
。
規

模
縮

小
で
き
な
い
か

。

1
2
1
5

日
詰

女
性

7
0
代

以
上

そ
の

他
町

外
5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2
・
選

挙
等

も
情

報
が

少
な
く
、
投

票
用

紙
だ
け
が

送
ら
れ

て
き
て
も
、
誰

を
書

い
た
ら
わ

か
ら
ず
に
困

り
ま
す
。

・
交

通
の

便
が

ま
だ
わ

か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

1
2
1
7

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
本

来
、
町

民
や

町
外

か
ら
の

訪
問

者
の

利
用

が
優

先
さ
れ

る
オ
ガ
ー
ル

南
側

の
駐

車
場

を
町

職
員

が
利

用
し
て
い
ま
せ

ん
か

？
特

に
紫

波
マ
ル

シ
ェ
付

近
の

使
用

は
遠

慮
し
て
ほ

し
い
。

1
2
2
2

赤
沢

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

1
3

設
問

欄
に
も
あ
り
ま
し
た
が

、
国

外
か

ら
も
注

目
を
あ
び
て
い
る
の

も
わ

か
り
ま
す
が

、
中

央
駅

付
近

だ
け
が

栄
え
て
よ
い
も
の

で
し
ょ
う

か
？

日
詰

の
街

中
を
見

る
と
、
い
わ

ゆ
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
街

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
1
、
２
度

体
験

し
ま
し
た
が

、
ど
う
し
て
も
急

に
必

要
で
日

詰
に
出

掛
け
ま
し
た
が

（
1
9
：
3
0
頃

）
す
で
に
閉

ま
っ
て
い
て
、
又

商
売

を
し
て
い
る
の

な
ら
も
っ
と
商

い
に
欲

を
出

し
て
、
“
な
ん
と

か
し
ま
す
”
と
か

“
ほ

か
を
紹

介
し
ま
す
”
と
か

の
対

応
が

欲
し
か

っ
た
で
す
。

商
売

人
と
し
て
の

欲
が

な
い
、
客

に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
気

が
な
い
、
又

客
が

外
に
向

い
て
い
る
か

ら
早

く
閉

め
る
の

で
し
ょ
う
か

。
そ
の

よ
う
な
場

に
合

っ
た
時

、
正

直
腹

が
た
ち
ま
し
た
。

1
2
2
5

古
館

女
性

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

3
3
町

に
は

ま
ず
企

業
誘

致
。
ま
す
ま
す
増

え
る
高

齢
者

対
策

。
埋

れ
て
い
る
引

き
こ
も
り
者

を
暖

か
く
迎

え
れ

る
居

場
所

を
強

く
望

み
ま

す
。

1
2
2
6

赤
石

女
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

1
子

供
い
な
い
一

人
暮

ら
し
な
の

に
役

場
よ
り
誰

も
来

て
く
れ

な
い

毎
日

が
不

安
で
す
。

1
2
3
0

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
古

館
駅

前
だ
け
何

故
整

備
さ
れ

な
い
の

か
わ

か
ら
な
い
。

通
学

路
、
特

に
古

館
地

区
か

ら
一

中
方

面
に
向

う
歩

道
、
道

路
の

不
整

備
に
町

民
と
し
て
怒

り
を
感

じ
る
。

1
2
3
1

赤
石

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
待

機
児

童
が

多
い
の

か
、
妻

の
出

産
の

際
も
上

の
子

を
保

育
園

に
預

け
る
の

を
諦

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。
行

政
と
し
て
は

正
社

員
の

親
を
働

か
せ

た
い
の

は
分

か
る
が

、
待

機
児

童
が

ど
れ

く
ら
い
い
る
の

か
、
な
ぜ

優
先

順
位

が
入

れ
か

わ
っ
た
の

か
な
ど
、
も
っ
と

待
っ
て
い
る
側

へ
の

見
え
る
化

を
し
て
ほ

し
い
。

1
2
3
2

志
和

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
中

央
駅

の
利

用
料

金
が

上
が

っ
た
の

は
仕

方
な
い
と
思

う
が

、
仕

事
の

通
勤

で
毎

日
使

っ
て
い
る
人

に
と
っ
て
は

痛
手

。
せ

め
て
１
ヶ

月
や

２
、
３
ヶ
月

の
定

期
券

又
は

回
数

券
の

よ
う
な
も
の

を
発

行
し
、
利

便
性

を
上

げ
て
ほ

し
い
。
（
毎

日
小

銭
を
用

意
す
る
の

は
大

変
）
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居
別

世
帯

人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
2
3
3

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2

せ
っ
か
く
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
紫
波
町
に
設
け
て
い
る
の
だ
か
ら
地
元
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
等
は
優
遇
し
て
無
料
で
練
習
す
る
事
が
で

き
る
よ
う
解
放
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
な
ら
ば
ま
ず
地
元
の
ス
ポ
少
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
は
い
か
が
で
す

か
？
練
習
に
使
用
す
る
に
は
有
料
な
の
で
す
か
？
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
他
市
町
村
、
県
外
の
チ
ー
ム
を
招
い
て
親
善
試
合
の
よ
う

な
事
が
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
。
す
で
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
無
知
な
意
見
で
す
み
ま
せ
ん
。

1
2
3
4

古
館

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
関
心
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

1
2
3
6
佐
比
内

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
職
員
の
た
ん
と
う
が
変
わ
る
時
、
ひ
き
つ
ぎ
が
な
っ
て
い
な
い
時
が
あ
っ
た
。

1
2
4
0

赤
石

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
新
役
場
の
移
転
に
と
も
な
う
旧
役
場
は
、
あ
の
ま
ま
の
状
態
な
の
で
し
ょ
う
か
？

気
候
変
動
に
よ
り
各
地
で
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
北
上
川
の
て
い
ぼ
う
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

1
2
4
1

日
詰

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
出
世
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
係
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
他
人
の
家
庭
を
壊
す
よ
う
な
人
に
、
子
ど
も
を
預
け
る
の
は
嫌
だ
。

1
2
4
2

赤
沢

男
性

6
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

3
中
央
の
整
備
も
大
事
で
す
が
、
東
も
交
通
と
か

1
2
4
3

志
和

男
性

7
0
代

以
上

そ
の
他

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
1

高
齢
化
が
加
速
的
に
進
む
中
で
、
交
通
手
段
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
提
案
で
す
が
ミ
ニ
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
駐
車
場
を
公
共
施
設
の
跡
地
を
利
用
し
て
、
７
時
か
ら
１
９
時
の
間
路
線
や
停
車
場

（
乗
車
の
際
）
を
決
め
て
。
１
時
間
に
1
～
2
回
程
度
運
行
し
降
車
の
際
は
路
線
内
で
は
自
由
に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
大
型
か
ら
中

型
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？

1
2
4
4

赤
沢

女
性

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年
超

5
3
町
政
に
声
を
出
し
て
言
う
よ
り
、
町
民
意
識
調
査
に
記
入
す
る
方
が
と
て
も
気
軽
に
参
加
出
来
ま
し
た
。

今
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
「
昨
日
よ
り
今
日
は
良
い
日
に
」
と
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
働
け
る
の
は
嬉
し
い

事
で
す
。
体
が
続
く
か
ぎ
り
・
・
・

1
2
4
5

赤
沢

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
・
日
詰
、
古
館
駅
に
公
共
駐
車
場
が
な
い
と
、
利
用
者
は
ふ
え
な
い
。

1
2
4
7

日
詰

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
道
路
（
歩
道
）
環
境
の
整
備
が
必
要
。

自
動
車
学
校
側
か
ら
高
校
脇
を
通
っ
て
役
場
方
面
に
抜
け
る
住
宅
街
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
利
用
す
る
車
が
多
く
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
危
険
を

感
じ
る
。
更
に
側
溝
や
歩
道
が
無
い
た
め
雨
水
が
溜
ま
る
と
よ
り
危
険
。

1
2
4
8

古
館

女
性

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
今
、
敬
老
会
を
7
5
才
だ
け
と
す
る
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
1
0
0
歳
を
越
え
て
い
る
方
も
ふ
え
る
な
か
、
敬
老
会
を
7
5
才
だ
け
と
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
と
。
町
づ
く
り
や
町
の
歴
史
を
作
っ
て
き
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
か
敬
意
が
紫
波
町
は
な
い
の
で
す
か

1
2
5
4

水
分

3
0
代

勤
め
人

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
2
学
校
再
編
に
つ
い
て
、
も
っ
と
情
報
発
信
、
情
報
提
供
を
し
て
欲
し
い
。

保
育
施
設
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
（
待
機
児
童
ゼ
ロ
）

1
2
5
6

志
和

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
時
間
を
か
け
て
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
事
に
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
。
決
定
事
項
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
と
意
見
が
あ
っ
て
も
言

え
な
い
。

具
体
的
な
部
分
ま
で
案
を
出
し
て
か
ら
説
明
会
を
し
て
ほ
し
い
。
「
丸
投
げ
」
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

1
2
5
7

志
和

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
若
者
が
住
み
た
い
と
思
う
町
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い

1
2
5
9

日
詰

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
自
動
車
が
な
い
と
不
便
な
暮
ら
し
環
境
の
人
が
多
い
。
高
齢
者
世
帯
。

免
許
返
納
後
は
？
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
に
期
待
（
最
近
実
験
中
）
は
あ
る
が
、
ス
マ
ホ
メ
ー
ル
を
使
う
の
？
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
も
進
む

と
不
安
で
す
。

1
2
6
1

日
詰

女
性

4
0
代

専
業

主
婦

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
医
大
移
転
に
よ
り
矢
巾
町
が
大
き
く
発
展
、
活
性
化
し
明
る
い
印
象
で
す
。
紫
波
町
は
自
然
豊
か
で
い
い
町
で
す
が
、
日
詰
商
店
街
や

中
央
公
民
館
な
ど
老
朽
化
し
た
建
物
が
多
く
寂
れ
た
印
象
。
明
る
い
町
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
2
6
3

赤
沢

男
性

5
0
代

農
林
業

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

3
町
の
中
心
街
だ
け
開
発
発
展
じ
ゃ
な
く
全
体
的
に
特
に
河
東
を
発
展
し
て
ほ
し
い
し
、
企
業
誘
致
を
も
っ
と
活
発
に
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
農
産
業
だ
け
じ
ゃ
発
展
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

1
2
6
8

赤
沢

女
性

4
0
代

農
林
業

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

2
他
の
市
町
で
は
医
療
費
補
助
制
度
も
す
ご
く
進
ん
で
い
て
う
ら
や
ま
し
い
。
そ
う
す
る
と
紫
波
町
は
住
み
づ
ら
い
町
な
気
が
す
る
。

1
2
6
9

赤
石

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
オ
ガ
ー
ル
周
辺
だ
け
が
、
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
道
路
の
街
灯
が
少
な
い
等
）
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
・
・
・

1
2
8
4

水
分

女
性

7
0
代

以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
町
民
全
体
に
支
援
で
き
る
よ
う
な
片
寄
り
の
な
い
町
政
を
望
ん
で
い
ま
す
。
次
世
代
を
育
て
る
取
り
組
み
を
願
い
ま
す
。

1
2
9
1

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
過
日
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
停
止
に
関
す
る
町
長
宛
提
言
を
行
っ
た
が
、
何
の
行
動
も
さ
れ
な
か
っ
た

熊
谷
町
長
に
は
失
望
し
て
い
る

1
3
0
1

水
分

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人
以
上

2
大
変
な
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

1
3
0
2

志
和

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
・
今

後
高

齢
者

が
増

え
て
い
く
の

で
、
生

活
を
支

え
て
い
く
サ

ー
ビ
ス
（
安

心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
）
を
充

実
さ
せ

て
欲

し
い
。

・
ど
ん
な
サ

ー
ビ
ス
が

あ
る
の

か
広

報
な
ど
で
情

報
を
広

め
て
欲

し
い
。
（
現

状
、
聞

き
に
行

か
な
い
と
分

か
ら
な
い
）

1
3
0
3

赤
石

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
学

童
、
放

課
後

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
増

や
し
て
ほ

し
い
で
す
。
長

時
間

働
き
た
く
て
も
働

く
こ
と
が

で
き
ま
せ

ん
。
人

口
も
増

え
て
き
た
の

で
、

重
要

で
す
。
通

学
路

の
整

備
、
穴

ボ
コ
の

道
や

、
じ
ゃ
り
ん
こ
道

を
舗

装
道

路
に
し
て
下

さ
い
。
様

々
な
面

で
不

便
。
盛

岡
み

た
い
に
沢

山
遊

具
が

あ
る
公

園
を
作

っ
て
ほ

し
い
で
す
。
イ
マ
イ
チ
ど
こ
の

公
園

も
つ
ま
ら
な
く
て
、
町

外
に
出

て
い
ま
す
。

1
3
0
5

長
岡

女
性

6
0
代

農
林

業
2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
2
中

心
地

だ
け
が

栄
え
て
い
る
が

、
他

の
地

区
は

子
供

も
減

り
続

け
て
い
る
。
若

い
世

代
の

人
達

が
紫

波
町

の
農

村
地

帯
に
も
入

っ
て
こ

れ
る
よ
う
な
住

み
た
く
な
る
様

な
行

政
を
考

え
て
欲

し
い
。

1
3
0
6

志
和

女
性

3
0
代

専
業

主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

2
待

機
児

童
を
な
く
し
て
ほ

し
い
。

し
わ

っ
せ

の
休

み
を
平

日
に
し
て
ほ

し
い
。

1
3
1
0

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

1
・
紫

波
中

央
駅

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
ほ

し
い
。

・
紫

波
中

央
駅

の
駐

輪
場

入
口

の
タ
バ

コ
喫

煙
所

を
廃

止
し
て
ほ

し
い
。
苦

情
を
多

く
き
い
て
い
る
。
評

判
悪

い
。
受

動
喫

煙
防

止
対

策
を
と
っ
て
ほ

し
い
。

1
3
1
4

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
1
こ
の

町
民

意
識

調
査

が
調

査
で
終

わ
る
こ
と
な
く
、
今

後
の

紫
波

町
の

発
展

の
為

に
有

効
に
活

用
さ
れ

る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

1
3
1
7

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

古
館

駅
の

整
備

（
古

館
駅

か
ら
医

大
直

通
バ

ス
の

線
が

ほ
し
い
）

太
田

川
の

河
川

整
備

（
台

風
等

で
河

川
氾

濫
が

心
配

）
太

田
川

の
矢

巾
と
結

ぶ
橋

が
狭

く
て
通

り
（
走

り
）
づ
ら
い

1
3
1
8

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
子

供
た
ち
が

安
全

、
安

心
な
生

活
が

で
き
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
で
す
。

1
3
1
9

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2
新

し
い
町

が
で
き
て
、
矢

巾
に
医

大
も
き
て
、
人

が
集

ま
り
つ
つ
あ
る
状

況
と
思

う
の

で
、
内

外
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
、
子

育
て
支

援
策

や
移

住
支

援
策

を
打

ち
出

し
て
、
も
っ
と
人

を
集

め
る
よ
う
に
が

ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

1
3
2
2

彦
部

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

2
子

供
い
な
い
オ
ガ
ー
ル

近
辺

の
み

開
発

し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
本

体
の

活
動

の
意

味
が

わ
か

ら
な
い

1
3
2
6

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い

紫
波

町
で
エ
コ
タ
ウ
ン
に
と
り
く
ん
で
い
る
が

、
最

近
増

え
て
い
る
日

詰
の

住
宅

や
ア
パ

ー
ト
も
エ
コ
に
な
る
よ
う
に
ル

ー
ル

化
し
て
ほ

し
い
。
断

熱
な
ど
考

え
ら
れ

て
い
な
い
安

い
つ
く
り
の

ア
パ

ー
ト
に
す
ん
で
い
て
、
寒

く
エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
も
悪

い
。

空
き
農

地
な
ど
を
Ｈ
Ｐ
で
見

て
、
相

談
し
や

す
い
環

境
を
整

備
し
て
ほ

し
い
。

1
3
3
1

赤
石

女
性

3
0
代

そ
の

他
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

5
子

供
い
な
い
保

育
士

の
給

料
を
も
っ
と
上

げ
て
ほ

し
い

1
3
3
5

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
紫

波
町

ら
し
さ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ

し
い

旧
役

場
の

跡
地

を
ど
う
す
る
の

か
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
仕

事
を
し
て
ほ

し
い

1
3
4
0

赤
石

男
性

4
0
代

自
営

業
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

4
2
公

園
内

で
の

ボ
ー
ル

使
用

制
限

が
多

す
ぎ
る
た
め
子

ど
も
達

が
外

遊
び
が

出
来

な
い
と
話

し
ま
す
。
公

園
の

数
は

多
く
て
も
、
制

限
が

多
け
れ

ば
公

園
で
遊

ぶ
子

供
た
ち
は

少
な
い
か

と
思

い
ま
す
の

で
、
ボ
ー
ル

使
用

を
も
う
少

し
考

え
て
頂

け
れ

ば
と
思

い
ま
す
。

1
3
4
1

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
町

内
に
ま
と
も
な
企

業
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
企

業
誘

致
に
一

番
力

を
入

れ
て
ほ

し
い
。

（
一

部
の

土
建

屋
ば

か
り
優

遇
し
て
も
、
ほ

と
ん
ど
の

町
民

に
恩

恵
は

な
い
）

1
3
4
4

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2

・
オ
ガ
ー
ル

や
町

づ
く
り
に
お
金

を
か

け
過

ぎ
て
い
る
印

象
が

あ
る
。

・
未

来
を
担

う
子

供
達

の
教

育
を
増

や
し
て
欲

し
い
。
（
教

材
、
図

書
な
ど
）

（
部

活
＜

学
業

）
比

重
を
考

え
て
欲

し
い
。
も
っ
と
個

性
を
活

か
す
教

育
を
！

！
・
目

安
箱

の
設

置
を
お
願

い
し
た
い
。
町

民
の

声
が

役
場

に
届

か
な
い
。
（
町

長
へ

の
手

紙
は

書
き
に
く
い
の

で
）

・
町

職
員

の
資

質
に
偏

り
が

み
ら
れ

る
（
仕

事
が

均
等

で
は

な
い
）
よ
う
な

1
3
4
6

古
館

女
性

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

4
子

供
い
な
い
介

護
福

祉
を
充

実
さ
せ

、
ま
た
子

育
て
支

援
も
整

備
し
よ
り
”
家

族
み

ん
な
で
住

め
る
町

”
を
目

指
し
て
頂

き
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
3
5
0

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
医

療
費

こ
う
除

を
1
8
才

ま
で
に
し
て
ほ

し
い

中
学

で
習

熟
度

別
に
学

習
で
き
る
よ
う
に
補

助
の

先
生

人
員

配
置

し
て
ほ

し
い

1
3
5
4

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
重

要
で
は

な
い
も
の

は
一

つ
も
な
く
、
「
そ
う
思

う
度

」
に
つ
い
て
は

各
自

の
主

観
で
記

載
さ
れ

て
い
る
。

誘
導

す
る
様

な
質

問
と
感

じ
る
部

分
も
あ
る
。

人
を
呼

び
こ
め
る
様

な
他

に
類

の
な
い
魅

力
的

な
町

づ
く
り
を
希

望
す
る
し
、
そ
の

様
な
活

動
を
し
た
い
。

1
3
5
6

古
館

7
0
代

以
上

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

1
2
町

内
の

端
々

ま
で
町

政
の

方
々

の
目

が
と
ど
か

な
い
様

に
思

う
。
も
っ
と
視

線
を
下

げ
て
も
ら
い
た
い
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

1
3
5
7

古
館

女
性

2
0
代

勤
め

人
町

外
1
0
-
2
0
年

持
ち

家
3

子
供

い
な

い
紫

波
中

央
駅

周
辺

が
栄

え
て

き
て

、
紫

波
が

住
み

や
す

く
感

じ
る

よ
う

に
な

っ
た

し
、

人
と

の
交

流
も

増
え

た
。

1
3
5
9

赤
石

男
性

2
0
代

勤
め

人
町

外
2
0
-
3
0
年

持
ち

家
3

子
供

い
な

い

交
通

事
故

が
多

い
場

所
の

対
策

が
な

っ
て

い
な

い
と

思
う

（
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

、
ホ

ー
マ

ッ
ク

の
出

入
り

口
は

ど
う

に
か

す
べ

き
。

早
急

に
）

子
供

達
の

通
学

路
は

歩
道

拡
張

、
街

灯
を

設
置

し
、

暗
い

道
で

も
安

心
し

て
歩

け
る

よ
う

に
し

た
方

が
良

い
と

思
う

。
＊

国
道

4
号

線
、

県
道

1
3
号

線
、

国
道

4
5
6
、

3
9
6
号

 特
に

1
3
6
0

古
館

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
4

子
供

い
な

い

古
館

駅
周

辺
が

閑
散

と
し

て
い

て
さ

び
し

い
。

ま
た

、
交

通
手

段
が

限
ら

れ
す

ぎ
て

い
る

。
他

に
は

古
館

駅
、

紫
波

中
央

駅
付

近
に

娯
楽

が
少

な
く
（
例

：
カ

ラ
オ

ケ
）
本

屋
が

な
い

。
消

費
者

が
盛

岡
に

流
れ

す
ぎ

て
い

る
。

紫
波

町
は

静
か

で
暮

し
や

す
い

の
で

、
ぜ

ひ
と

も
娯

楽
に

力
に

い
れ

て
ほ

し
い

。

1
3
6
2

長
岡

男
性

7
0
代

以
上

3
0
年

超
持

ち
家

2
1

健
全

な
町

、
財

政
の

運
営

と
安

心
、

安
全

な
環

境
保

全
を

保
ち

皆
が

健
康

に
暮

せ
る

町
造

り
を

望
み

た
い

1
3
6
4

古
館

女
性

6
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
4

1
高

齢
者

に
や

さ
し

く
、

行
政

手
続

き
な

ど
わ

か
り

や
す

く
目

に
わ

か
り

や
す

い
行

政
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

1
3
6
5

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め

人
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い

な
い

全
般

的
に

紫
波

町
に

満
足

は
し

て
い

る
。

し
か

し
、

オ
ガ

ー
ル

周
辺

の
芝

生
の

上
の

ペ
ッ

ト
の

ふ
ん

が
放

置
さ

れ
、

量
が

す
ご

く
多

い
の

で
（
飼

い
主

の
モ

ラ
ル

の
低

下
）
何

か
対

策
を

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

（
オ

ガ
ー

ル
は

全
国

、
海

外
か

ら
も

た
く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

思
う

の
で

）

1
3
6
9

赤
石

女
性

3
0
代

勤
め

人
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

4
子

供
い

な
い

公
共

交
通

機
関

の
改

善
ジ

ム
や

プ
ー

ル
の

充
実

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
3
7
3

赤
石

女
性

6
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
5

2
紫

波
町

は
住

み
や

す
い

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
地

域
性

が
独

特
な

場
所

で
す

。
行

政
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

、
誰

に
聞

い
た

ら
良

い
か

、
町

職
員

の
勉

強
不

足
を

い
つ

も
感

じ
て

い
ま

す
。

（
職

員
の

方
々

に
は

も
っ

と
頑

張
っ

て
欲

し
い

で
す

）

1
3
7
4

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い

な
い

車
社

会
の

現
代

、
日

詰
商

店
街

の
車

の
通

り
に

く
さ

は
非

常
に

残
念

。
以

前
よ

り
足

が
遠

の
き

ま
す

。
新

し
い

お
店

等
は

メ
デ

ィ
ア

に
取

り
上

げ
ら

れ
ま

す
が

、
外

か
ら

来
た

方
も

お
ど

ろ
く
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
で

は
商

業
の

活
性

化
と

は
真

逆
な

気
が

し
ま

す
が

、
い

か
が

な
も

の
で

し
ょ

う
。

1
3
7
6

古
館

女
性

6
0
代

自
営

業
町

内
3
0
年

超
3

2
交

通
弱

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
が

も
っ

と
向

上
し

て
ほ

し
い

。
将

来
が

不
安

で
す

。
1
3
7
7

古
館

6
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

3
1

町
道

等
の

不
具

合
を

早
期

に
直

し
て

ほ
し

い
。

町
議

に
話

し
て

も
改

善
さ

れ
な

い
。

1
3
7
8

古
館

老
人

よ
り

子
供

を
大

切
に

し
て

ほ
し

い
。

未
来

を
感

じ
ら

れ
る

町
政

に
期

待

1
3
7
9

日
詰

女
性

6
0
代

無
職

5
年

未
満

持
ち

家
6
人

以
上

2
・
税

金
を

無
駄

な
く
使

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

・
通

学
路

の
夜

道
が

真
暗

な
の

で
、

こ
ま

め
に

外
灯

を
と

り
つ

け
て

ほ
し

い
で

す
。

・
子

供
と

一
緒

に
散

歩
や

遊
べ

る
広

い
公

園
が

ほ
し

い
で

す
。

1
3
8
1

日
詰

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち

家
4

2
紫

波
町

に
限

っ
た

こ
と

で
は

な
い

が
、

教
師

が
不

足
し

て
い

る
と

考
え

る
。

1
3
8
3

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め

人
町

外
5
年

未
満

持
ち

家
4

2
役

場
周

辺
の

交
通

量
が

多
く
、

路
駐

や
マ

ナ
ー

が
悪

い
。

信
号

等
を

つ
け

て
欲

し
い

1
3
8
5

長
岡

女
性

5
0
代

勤
め

人
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

3
1

古
館

、
日

詰
、

赤
石

地
区

は
人

口
増

で
、

ほ
か

の
地

区
は

と
く
に

若
い

人
が

減
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
た

め
役

職
の

担
い

手
が

な
い

で
す

。
ど

う
に

か
若

い
人

が
増

え
て

ず
っ

と
住

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

1
3
8
7

志
和

男
性

7
0
代

以
上

農
林

業
3
0
年

超
6
人

以
上

2
紫

波
イ

ン
タ

ー
付

近
の

開
発

を
望

む
（
再

開
発

）

1
3
9
1

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め

人
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

5
3

ス
ポ

ー
ツ

施
設

、
環

境
の

見
直

し
（
使

用
で

き
な

い
、

使
い

に
く
い

な
ど

）
環

境
が

充
実

し
な

い
限

り
ス

ポ
ー

ツ
は

発
展

し
な

い
。

育
成

は
む

ず
か

し
い

の
で

は
。

そ
れ

以
前

に
子

供
達

の
関

心
が

な
い

ま
ま

成
長

し
て

し
ま

う
。

1
3
9
2

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

3
0
年

超
借

家
・
賃

貸
5

3
子

供
の

活
や

く
出

来
る

町
に

し
て

欲
し

い
。

ス
ポ

ー
ツ

、
吹

奏
楽

等
。

学
校

で
は

満
足

の
い

く
活

動
、

指
導

が
な

い
為

、
盛

岡
市

・
矢

巾
町

に
行

く
子

が
多

く
見

ら
れ

る
。

地
元

で
満

足
な

活
動

が
出

来
る

と
子

供
も

親
も

ゆ
と

り
が

出
来

、
学

校
と

も
い

い
関

係
が

作
れ

る
と

思
う

1
3
9
7

日
詰

男
性

5
0
代

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家

・
賃

貸
1

1
役

場
が

移
転

し
て

か
ら

、
ゆ

っ
た

り
手

続
き

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
建

物
自

体
も

シ
ン

プ
ル

で
エ

コ
な

感
じ

が
し

て
と

て
も

良
い

。

1
3
9
9

日
詰

6
0
代

勤
め

人
町

外
5
-
1
0
年

持
ち

家
2

子
供

い
な

い

自
治

会
活

動
に

お
い

て
役

割
が

多
す

ぎ
る

。
な

り
手

が
少

な
く
、

選
任

に
苦

労
す

る
。

ま
た

、
意

味
の

な
い

活
動

や
、

活
動

内
容

が
重

複
し

て
い

る
も

の
も

あ
る

。
意

味
の

な
い

活
動

（
例

と
し

て
、

交
通

安
全

母
の

会
・
・
・
月

1
回

位
で

は
安

全
向

上
に

結
び

つ
く
と

思
わ

れ
な

い
）

1
4
0
2

赤
石

男
性

3
0
代

勤
め

人
町

外
1
0
-
2
0
年

持
ち

家
1

子
供

い
な

い
役

場
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
知

識
が

た
り

て
い

な
い

1
4
0
4

水
分

女
性

6
0
代

農
林

業
3
0
年

超
持

ち
家

3
2

鶏
糞

の
だ

か
ブ

タ
の

臭
い

だ
か

、
時

々
風

に
の

っ
て

き
て

夏
場

窓
も

開
け

ら
れ

ず
、

す
ご

い
臭

い
で

こ
ま

っ
て

い
ま

す
。

環
境

が
と

て
も

悪
く
な

り
ま

し
た

。

1
4
0
7

古
館

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

5
2

不
在

者
投

票
所

は
役

場
の

3
Ｆ

に
設

置
さ

れ
ま

す
が

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
利

用
な

ど
の

無
駄

が
生

じ
て

い
る

と
思

っ
て

い
ま

す
。

省
エ

ネ
の

観
点

か
ら

も
知

恵
を

絞
っ

て
、

1
Ｆ

設
置

に
取

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
4
0
9

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い
障
害
者
の
雇
用
確
保
を
充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
バ
ス
等
交
通
の
便
が
よ
ろ
し
く
な
い
の
で
路
線
等
の
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

1
4
1
4

日
詰

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2

矢
巾
町
の
医
大
開
業
に
伴
い
、
紫
波
郡
の
人
口
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
矢
巾
町
に
住
宅
を
購
入
で
き
る
土
地
が
少
な
い
と
も
聞
き

ま
す
。
紫
波
町
に
住
宅
購
入
す
る
若
い
世
帯
の
方
々
も
多
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
子
供
が
成
長
し
高
校
進
学
時
、
我
が
家
の
子
供
も

盛
岡
の
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
各
々
家
庭
の
事
情
で
紫
波
高
に
進
学
す
る
子
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
紫
波
高
に
普
通
科
を
新
設
す
る

等
（
子
供
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
）
教
育
機
関
に
働
き
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

1
4
1
5

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

下
水
道
清
掃
を
積
極
的
に
す
す
め
る
べ
き

1
4
1
6

赤
石

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
暮
ら
し
や
す
い
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ま
っ
て
い
る
人
や
事
が
ち
ゃ
ん
と
町
に
届
き
、
き
ま
り
的
対
応
で
は
な
く
誠
意
あ
る
対
応
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

1
4
2
0

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

1
子

供
い
な
い
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
単
身
者
に
も
優
し
い
町
に
し
て
下
さ
い
。

1
4
2
1

日
詰

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
単
身
者
用
な
ど
に
1
0
Ｌ
、
2
0
Ｌ
の
小
さ
め
の
ゴ
ミ
袋
が
欲
し
い
と
思
っ
た
。

1
4
2
2

志
和

3
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
推
進
（
生
活
費
の
保
証
）

子
供
食
堂
を
オ
ガ
ー
ル
内
に
設
置

1
4
2
6

日
詰

女
性

3
0
代

そ
の
他

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
・
歩
道
の
デ
コ
ボ
コ
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
歩
く
時
に
不
便
と
感
じ
た
時
が
あ
る
。

・
ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
さ
も
あ
る
が
、
子
育
て
を
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
の
ど
か
な
の
も
良
い
と
思
う
。

・
待
機
児
童
問
題
。
今
は
入
れ
た
が
、
も
う
1
人
・
・
・
と
考
え
る
と
不
安
も
あ
り
ま
す
。

1
4
2
8

志
和

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
災
害
時
の
避
難
場
所
、
自
分
の
地
区
以
外
を
知
ら
な
い
。
（
私
が
知
ら
な
い
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）

周
知
さ
せ
る
為
に
、
す
ぐ
見
れ
る
物
が
あ
れ
ば
便
利
か
も
。

1
4
3
1

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
1
・
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
付
近
の
街
灯
が
少
な
く
、
夜
は
暗
い
の
で
危
な
い
た
め
、
も
う
少
し
街
灯
を
増
や
し
た
方
が
良
い
か
も
。

・
産
業
ま
つ
り
の
時
だ
け
架
け
ら
れ
る
橋
を
い
ち
い
ち
は
ず
さ
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

1
4
3
3

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
古
館
駅
周
辺
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
歩
道
も
狭
く
、
又
は
な
い
所
も
あ
り
危
険
。
冬
道
は
と
て
も
歩
き
ず
ら
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
お
店
も
ほ

し
い
。

1
4
3
6

日
詰

女
性

4
0
代

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

5
3
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充
実
し
て
欲
し
い

武
道
館
（
柔
、
剣
道
等
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
等

1
4
3
7

古
館

女
性

4
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
ゴ
ミ
集
積
所
、
公
民
館
の
掃
除
が
多
す
ぎ
る
。

行
け
な
い
事
情
の
人
の
事
も
考
え
て
ほ
し
い
。

行
け
な
い
と
近
所
の
人
に
グ
チ
グ
チ
言
わ
れ
そ
う
！

1
4
4
0

日
詰

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
Ｄ
ＩＹ
う
る
さ
い

1
4
4
1

古
館

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
住
宅
地
隣
接
地
で
の
、
日
曜
大
工
の
騒
音
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

1
4
4
4

日
詰

女
性

5
0
代

専
業
主
婦

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
3
福
祉
、
教
育
面
で
の
指
導
的
立
場
側
に
不
安
あ
り
。

「
い
じ
め
」
と
い
わ
れ
る
行
為
を
受
け
た
子
供
に
対
し
て
「
そ
ん
な
こ
と
」
と
笑
っ
て
来
る
の
が
紫
波
町
（
郡
）
の
教
育
者
な
事
実
が
驚
か
さ

れ
る
。

1
4
4
5

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
・
古
館
駅
を
利
用
す
る
時
、
車
を
置
く
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
昔
な
が
ら
の
慣
習
や
風
習
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。

1
4
4
6

日
詰

女
性

2
0
代

そ
の
他

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
1
古
館
駅
前
の
整
備
を
は
や
く
し
て
ほ
し
い
。
と
て
も
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

1
4
4
8

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

2
子

供
い
な
い

こ
の
町
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
2
年
程
、
問
題
を
感
じ
る
ほ
ど
町
に
な
じ
め
て
い
な
い
。

日
々
、
職
場
と
家
だ
け
行
き
来
し
て
、
友
人
も
お
ら
ず
、
休
日
は
親
と
過
ご
す
の
み
。

紫
波
町
に
つ
い
て
は
表
面
し
か
知
り
ま
せ
ん
。

1
4
4
9

日
詰

女
性

5
0
代

自
営
業

町
内

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

2
3

・
紫
波
中
央
駅
、
東
側
に
下
り
る
通
路
な
い
と
不
便
。
町
に
す
る
な
ら
両
方
必
要
で
し
ょ
！
！

・
そ
う
す
る
こ
と
で
、
日
詰
商
店
街
に
流
れ
る
よ
う
に
。
一
画
だ
け
の
発
展
を
考
え
て
は
ダ
メ

・
だ
か
ら
、
川
東
と
か
あ
ず
ま
ね
ふ
も
と
側
に
も
大
形
ス
ー
パ
ー
を
。
中
心
に
ば
か
り
集
中
型
は
町
民
の
こ
と
を
思
っ
て
な
い
と
思
い
ま

す
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
4
5
2

志
和

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

3
1
上
平
沢
郵
便
局
前
の
交
差
点
が
見
通
し
が
悪
く
、
高
速
に
向
う
速
い
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
多
く
、
危
険
だ
な
と
通
る
た
び
に
感
じ
ま
す
。
信
号

を
ぜ
ひ
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
4
5
5
佐
比
内

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年
超

持
ち
家

2
3
年
を
と
る
と
車
が
い
つ
ま
で
運
転
で
き
る
か
心
配
で
す
。
買
い
物
、
病
院
と
か
。

と
く
に
冬
の
道
が
心
配
で
す
。
町
政
は
い
ろ
い
ろ
か
ん
が
え
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
私
自
身
が
心
配
で
す
。
子
供
た
ち
が
遠
く
に
住
ん
で

い
る
の
で
、
病
院
に
行
き
た
い
と
き
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・

1
4
5
7

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
子

供
い
な
い

税
金
が
高
い
。
企
業
誘
致
を
も
っ
と
し
て
、
紫
波
町
に
お
金
が
入
る
よ
う
に
。
そ
し
て
、
働
く
場
所
が
増
え
る
よ
う
に
、
町
も
町
民
も
豊
か
に

な
る
よ
う
な
政
策
に
し
て
ほ
し
い
。
個
人
的
に
土
日
祝
も
仕
事
な
の
で
、
紫
波
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
事
も
な
く
、
関
わ
る
こ
と
が
な

い
の
で
、
紫
波
の
事
よ
く
知
ら
な
い
。
地
元
だ
け
ど
。

1
4
5
8

志
和

女
性

3
0
代

専
業
主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2

・
私
の
地
区
は
8
組
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
隣
の
家
な
の
に
違
う
組
で
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
て
、
回
覧
板
渡
す
の
も
車
で
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
区
切
り
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
、
年
配
の
安
否
を
確
認
す
る
為
に
も
、
組
は
断
然

近
所
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

・
通
学
路
の
横
断
歩
道
に
子
供
が
立
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
車
が
と
て
も
多
い
。
（
通
学
前
）

信
号
な
ど
何
か
対
策
を
と
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

1
4
6
0

古
館

3
0
代

そ
の
他

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い
農
業
者
中
心
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
町
は
衰
退
す
る
と
思
う
。

1
4
6
1

赤
石

男
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

4
1
オ
ガ
ー
ル
の
無
料
駐
車
場
が
い
つ
も
混
ん
で
お
り
ま
す
が
、
何
か
良
い
方
法
は

1
4
6
6

古
館

2
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い

憩
い
の
場
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
だ
と
商
品
を
購
入
し
な
け
れ
ば
利
用
し
づ
ら
い
し
、
学
生
が
勉
強
の
為
に
利
用
し
て
い

る
事
も
あ
る
の
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
、
車
が
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
不
安
だ
と
い
う
事
を
家
族
か
ら
聞
き
ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に

1
4
6
8

古
館

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
知
ら
な
い
事
、
わ
か
ら
な
い
事
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

1
4
7
1

古
館

女
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

4
子

供
い
な
い
街
灯
が
少
な
く
、
夜
道
が
危
な
い
。

1
4
7
2

古
館

男
性

4
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
経
営
の
課
題
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
緒
く
た
。
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
、
合
盛
り
状

態
か
な
と
感
じ
た
。

地
域
経
営
部
門
に
は
、
民
間
入
れ
て
、
ゴ
リ
ゴ
リ
と
推
し
進
め
て
み
て
は
？
！

1
4
7
4

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
4
息
子
が
仕
事
を
辞
め
て
「
さ
あ
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
時
、
結
局
は
盛
岡
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
だ
け
で
、
町
役
場
に
は
国
民
年

金
や
健
康
保
険
の
手
続
き
だ
け
し
に
行
く
と
い
う
感
じ
で
、
結
局
仕
事
を
探
す
に
は
盛
岡
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
紫
波
町
内
で
も
仕
事
を
探
す
た
め
に
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
所
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

1
4
7
5

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
4
家
の
前
の
道
路
を
除
雪
し
て
く
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

1
4
7
9

赤
沢

そ
の
他

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
上
下
水
道
共
に
整
備
も
さ
れ
ま
せ
ん
。
駅
付
近
の
み
が
い
ろ
い
ろ
優
遇
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

1
4
8
1

長
岡

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

2
2
街
灯
を
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
。
国
道
は
良
い
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
。

1
4
8
6

水
分

6
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

5
2
災
害
・
防
さ
い
等
町
内
で
何
が
起
き
て
る
か
前
に
有
線
等
で
分
か
っ
た
が
、
今
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
だ
れ
が
こ
の
事
を
考
え
る
の

か
？
む
づ
か
し
い
事
に
に
げ
な
い
で
、
考
え
る
べ
き
人
は
？
だ
れ

1
4
8
7

日
詰

女
性

6
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
自
宅
を
購
入
し
て
、
移
住
2
0
年
以
上
た
ち
ま
す
が
、
な
ん
か
お
ち
つ
く
町
で
す
。
い
そ
が
し
さ
や
休
み
が
合
わ
ず
行
事
に
は
あ
ま
り
参
加

で
き
ま
せ
ん
が
、
生
活
的
に
は
ほ
っ
こ
り
で
す
。
町
政
が
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

1
4
9
2

志
和

3
0
代

農
林
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

6
人

以
上

4
地
域
の
防
災
の
為
に
消
防
団
は
必
要
と
思
う
が
、
操
法
の
練
習
、
大
会
は
こ
ん
な
に
毎
年
、
毎
回
必
要
で
す
か
？
時
短
や
働
き
方
改

革
が
進
む
こ
の
時
代
に
、
消
防
団
だ
け
昔
な
が
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
や
り
方
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
精
鋭
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
の
人
達

に
は
し
っ
か
り
報
酬
を
出
す
方
法
は
で
き
ま
せ
ん
か
？
消
防
団
も
見
直
す
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
4
9
5

彦
部

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
公
共
の
交
通
機
関
は
一
部
の
地
域
だ
け
進
ん
で
い
る
の
で
は
と
感
じ
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
免
許
を
返
納
し
て
か
ら
も
十

分
に
生
活
で
き
る
様
な
環
境
整
備
（
町
全
体
）
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

1
4
9
7

志
和

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

子
供

い
な
い

駅
周
辺
以
外
、
街
灯
が
少
な
か
っ
た
り
暗
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
何
と
か
し
て
欲
し
い
。

道
路
の
整
備
を
も
う
少
し
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
。

飲
食
店
や
遊
べ
る
施
設
が
も
っ
と
あ
っ
た
方
が
、
栄
え
る
と
思
う
。

1
4
9
9

日
詰

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

5
1
ど
こ
に
も
行
き
や
す
い
い
い
場
所
に
紫
波
町
は
位
置
し
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住
期
間

住
居
別

世
帯
人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
5
0
2

古
館

女
性

5
0
代

専
業
主
婦

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
・
住
宅
地
の
道
路
の
除
雪
は
大
変
助
か
っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
引
っ
越
し
し
て
き
た
人
達
に
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
周
知
徹
底
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
多
い
で
す
。

1
5
0
4

日
詰

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

3
2
一
般
道
で
一
軒
屋
の
人
の
車
が
敷
地
よ
り
道
路
に
は
み
だ
し
て
停
め
て
い
る
時
が
あ
る
。

対
向
車
や
こ
れ
か
ら
雪
道
に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
敷
地
に
停
め
て
ほ
し
い
。

1
5
0
6

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
町
職
員
は
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま
す
か
？
た
だ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
税
金
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
下
さ
い
。
も
っ
と
町
民
を
見
て
仕
事
を
し
て
下
さ
い
。

1
5
0
7

赤
石

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
古
館
、
紫
波
中
央
駅
前
だ
け
が
発
展
し
て
い
て
、
そ
の
他
の
地
域
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
納
得
が
い
か
な
い
。

1
5
0
8

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2

・
古
館
駅
前
整
備
を
早
急
に
進
め
て
欲
し
い
。

・
水
害
時
に
道
路
が
遮
断
さ
れ
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
の
対
策
が
必
要
。
（
河
川
横
断
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
等
）

・
図
書
館
の
蔵
書
を
も
う
少
し
充
実
し
て
欲
し
い
。

・
町
内
に
企
業
を
誘
致
し
働
く
場
を
創
設
す
る
こ
と
が
必
要
。

1
5
1
0

日
詰

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

1
5
1
1

赤
石

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
1
耳
鼻
科
の
病
院
、
紫
波
町
に
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

1
5
1
3

日
詰

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

1

紫
波
中
央
駅
前
だ
け
発
展
し
て
も
無
意
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
だ
け
で
「
ハ
イ
ソ
な
住
民
、
町
づ
く
り
」
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
や
っ
て
も
紫
波
町
全
体
か
ら
み
れ
ば
自
己
満
足
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
中
央
駅
前
以
外
を
見
捨
て
る
な
ら
ば
そ
れ
で

良
い
と
思
い
ま
す
が
。

体
育
館
の
有
効
的
な
活
用
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き
。
健
康
増
進
へ
の
意
識
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う

に
思
え
ま
す
。

1
5
2
1

赤
沢

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

4
2
す
こ
や
か
号
を
は
い
し
に
し
な
い
で
ほ
し
い

1
5
2
4

日
詰

女
性

2
0
代

学
生

町
外

5
年

未
満

借
家
・
賃
貸

4
子

供
い
な
い

数
年
前
、
母
と
都
市
計
画
課
に
住
宅
の
設
備
の
こ
と
で
相
談
に
行
っ
た
時
、
年
配
の
人
が
対
応
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
人
は
ま
と

も
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ず
、
バ
カ
に
し
た
口
調
で
し
ま
い
に
は
、
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
人
間
扱
い
し
な
い
発
言
を
し
、
聞
い
て
い
た
私

も
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
母
が
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
そ
の
人
は
他
の
お
客
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
住
宅

の
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
て
い
ね
い
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
5
3
0

古
館

男
性

6
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
従
来
か
ら
の
行
事
に
予
算
を
配
分
し
て
、
今
後
の
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
事
（
子
育
て
、
教
育
、
文
化
）
へ
の
予
算
が
回
っ
て
い

な
い
。

1
5
3
2

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

3
2
色
々
な
情
報
が
広
報
以
外
で
知
る
機
会
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

1
5
3
4

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
紫
波
中
央
駅
前
の
み
の
発
展
の
よ
う
に
感
じ
る
。

1
5
3
6

古
館

女
性

7
0
代
以
上

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
北
上
川
が
流
れ
、
山
の
緑
も
美
し
い
街
な
の
で
す
が
、
街
中
の
公
園
の
木
（
緑
）
が
少
な
い
で
す
ね
・
・
・
。
北
上
川
の
河
川
敷
に
間
伐
材

の
チ
ッ
プ
を
敷
い
た
散
歩
歩
道
と
か
、
街
中
に
緑
の
公
園
な
ど
あ
る
と
楽
し
い
で
す
！

1
5
4
0

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
こ
の
町
が
好
き
で
す
。

1
5
4
1

日
詰

女
性

6
0
代

自
営
業

町
内

3
0
年
超

持
ち
家

2
2
高
齢
者
、
子
育
て
世
代
の
た
め
の
紫
波
中
央
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
早
急
に
。

1
5
4
9

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

1
5
5
2

赤
石

男
性

1
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

5
子

供
い
な
い
交
通
の
便
を
も
う
少
し
増
や
し
て
下
さ
い
。
（
紫
波
中
央
駅
付
近
は
活
発
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
佐
比
内
や
赤
沢
な
ど
の
方
は
昔
よ
り

交
通
の
便
が
少
な
く
な
っ
て
る
気
が
し
ま
す
）

1
5
5
4

日
詰

女
性

2
0
代

学
生

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
質
問
が
難
し
す
ぎ
る
。
町
政
が
行
っ
て
い
る
活
動
が
不
明
で
あ
り
、
実
体
が
わ
か
ら
な
い
。

1
5
5
5

赤
石

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
年

未
満

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
紫
波
第
一
中
学
校
の
西
側
が
電
灯
が
ま
っ
た
く
な
く
真
っ
暗
な
の
で
、
生
徒
も
住
民
も
不
安
な
の
で
明
る
い
電
灯
を
つ
け
て
下
さ
い
。
と

て
も
気
持
悪
く
て
心
配
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

1
5
5
6

赤
石

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
3

子
育
て
環
境
に
不
満
あ
り
。
高
齢
者
が
多
い
の
で
仕
方
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
若
い
世
帯
や
子
供
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
に

お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

街
灯
が
少
な
い
（
通
学
路
）
。
学
区
が
広
い
の
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

子
供
た
ち
、
友
人
、
職
場
で
話
題
に
な
る
こ
と
は
、
町
内
に
ＩＫ

Ｅ
Ａ
や
コ
ス
ト
コ
な
ど
県
内
初
の
大
型
店
や
、
マ
ッ
ク
・
サ
イ
ゼ
リ
ア
・
丸
亀

製
麺
な
ど
あ
れ
ば
雇
用
も
増
え
る
し
便
利
だ
よ
ね
と
・
・
・
。

1
5
5
7

古
館

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
3
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
活
動
に
も
支
障
あ
る
の
で
は
と
心
配
で
す
。

1
5
5
8

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

3
2
早
く
行
動
し
な
い
と
街
が
死
ん
で
し
ま
う
・
・
・
！
町
長
の
行
動
力
が
無
い
の
で
は
・
・
・
！
！

1
5
5
9

赤
石

男
性

4
0
代

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
町
民
運
動
会
や
敬
老
会
は
必
要
な
い
と
思
う
※
若
者
が
も
っ
と
町
に
集
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
！
！
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住
期
間

住
居

別
世
帯
人
数

子
供

数
自

由
回

答
1
5
6
2

赤
石

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未

満
持

ち
家

2
子
供
い
な
い
学

校
付

近
に
は

街
灯

を
設

置
し
て
下

さ
い
。
紫

波
一

中
西

側
等

、
危

険
で
す
。

1
5
6
5

長
岡

男
性

7
0
代
以
上

自
営

業
町

内
3
0
年

超
持

ち
家

5
2
要

望
す
る
と
財

政
が

厳
し
い
と
の

こ
と
。
夢

を
持

て
な
い

1
5
6
7

長
岡

3
0
代

自
営

業
町

内
5
-
1
0
年

借
家
・
賃
貸

4
1
・
中

央
だ
け
が

盛
り
上

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。

・
バ

ス
が

使
い
に
く
い
（
調

べ
て
目

的
地

に
着

く
の

か
わ

か
ら
な
い
。
乗

換
情

報
が

な
さ
す
ぎ
る
）
ネ
ッ
ト
検

索
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い

1
5
6
8

古
館

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未

満
持

ち
家

4
2
古

館
駅

を
早

く
新

し
く
し
て
ほ

し
い
。
駅

前
道

路
の

整
備

を
早

く
し
て
ほ

し
い
。
お
店

を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ

し
い
。

1
5
7
2

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
内

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1

日
詰

・
赤

石
・
古

館
地

区
だ
け
人

口
が

増
え
、
紫

波
一

中
へ

の
か

た
よ
り
が

強
い
。
人

数
が

多
す
ぎ
る
と
良

い
こ
と
は

な
い
と
思

っ
て
し

ま
う
。

災
害

時
の

避
難

所
が

少
な
い
わ

か
り
づ
ら
い
。
何

が
準

備
さ
れ

て
い
る
の

か
。
紫

波
町

は
他

か
ら
の

移
住

者
多

い
と
思

い
ま
す
。
紫

波
町

内
の

サ
ー
ビ
ス
、
施

設
わ

か
り
や

す
く
も
っ
と
発

信
し
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。
健

診
も
考

え
て
ほ

し
い
。
親

切
さ
に
欠

け
て
ま
す
。

1
5
7
3

赤
石

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
1
改

め
て
考

え
て
み

る
と
、
今

の
自

分
た
ち
の

生
活

と
あ
ま
り
関

わ
ら
な
い
部

分
（
た
と
え
ば

障
が

い
者

支
援

や
介

護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
）
は

、
ど
ん
な
こ
と
が

行
わ

れ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
課

題
が

あ
る
の

か
、
ほ

と
ん
ど
知

ら
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
。
い
ず
れ

は
私

た
ち
家

族
に

も
か

か
わ

る
こ
と
だ
と
思

う
の

で
、
自

分
た
ち
の

ア
ン
テ
ナ
も
高

く
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
町

民
へ

の
情

報
提

供
を
お
願

い
し
ま
す
。

1
5
7
4

志
和

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未

満
持

ち
家

3
1
子

ど
も
が

い
る
か

ら
で
し
ょ
う
け
ど
、
保

育
所

な
ど
の

時
間

が
ほ

か
の

地
域

よ
り
P
M
7
：
0
0
ま
で
と
短

か
っ
た
り
、
学

童
保

育
所

な
ど
共

働
き
な
う
え
に
時

間
が

遅
い
親

に
と
っ
て
少

な
い
な
ど
も
う
少

し
か

い
ぜ

ん
す
る
と
こ
ろ
い
っ
ぱ

い
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
！

！

1
5
7
9

赤
石

男
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
子
供
い
な
い
文

化
会

館
が

な
い
の

が
不

満
。
吹

奏
楽

の
演

奏
会

等
、
矢

巾
町

の
田

園
ホ
ー
ル

を
借

り
な
い
と
出

来
な
い
こ
と
が

あ
る
。
紫

波
町

民
は

ホ
ー
ル

を
借

り
る
と
き
矢

巾
町

民
が

優
先

さ
れ

る
こ
と
が

あ
り
、
と
て
も
残

念
。

1
5
8
0

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

5
2
専

門
職

な
の

に
、
技

術
力

が
低

く
や

る
気

の
な
い
職

員
が

足
を
引

っ
張

っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
力

を
入

れ
る
の

は
悪

く
な
い
が

、
文

化
振

興
へ

の
施

設
が

乏
し
い
。
矢

巾
町

職
員

に
比

べ
劣

っ
て
い
る
と
、
建

設
業

者
が

言
っ
て
い
る
の

を
聞

い
て
、
残

念
と
感

じ
て
い

る
。

1
5
8
1

日
詰

女
性

5
0
代

専
業
主
婦

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

2
3

小
中

学
校

の
再

編
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
進

ん
で
い
る
の

か
と
い
う
過

程
が

明
ら
か

に
さ
れ

な
い
ま
ま
、
突

然
新

聞
で
発

表
さ
れ

る
（
6
/
1
8
岩

手
日

報
）
な
ど
、
子

供
の

い
な
い
地

域
住

民
に
と
っ
て
も
重

要
と
思

わ
れ

る
こ
と
が

、
一

部
の

人
達

に
よ
っ
て
い
つ
の

ま
に
か

決
ま
っ
て
い
く
の

は
お
か

し
い
の

で
は

な
い
か

。
よ
り
よ
い
紫

波
町

と
な
る
べ

く
、
多

く
の

町
民

と
話

し
合

い
を
重

ね
、
よ
く
話

を
聞

き
、
ア

イ
デ
ア
を
出

し
あ
っ
て
、
透

明
性

を
も
っ
て
進

め
て
欲

し
い
と
思

う
。

1
5
8
2

日
詰

女
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

子
供
い
な
い
こ
れ

か
ら
も
安

心
安

全
な
環

境
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

1
5
8
3

赤
石

女
性

6
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

3
子
供
い
な
い
赤

石
の

用
水

路
の

水
。
雨

の
多

い
時

に
止

め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
あ
ふ

れ
そ
う
な
事

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
細

か
い
対

応
の

人
を
担

当
に
！

1
5
8
5

古
館

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

借
家
・
賃
貸

1
1
町

民
の

自
治

活
動

が
盛

ん
に
な
る
よ
う
町

と
し
て
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
強

化
し
て
い
っ
て
欲

し
い
。

オ
ガ
ー
ル

の
よ
う
に
、
若

い
世

代
が

魅
力

に
感

じ
、
「
来

た
い
」
「
住

み
た
い
」
と
思

え
る
場

所
づ
く
り
が

大
切

。
1
5
8
6

古
館

女
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

4
子
供
い
な
い
オ
ガ
ー
ル

地
区

以
外

の
発

展
も
期

待
し
ま
す
。

1
5
9
7

長
岡

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
3
役

場
に
は

い
つ
も
遅

く
ま
で
電

気
が

つ
い
て
お
り
、
町

民
の

為
に
一

生
け
ん
命

仕
事

を
し
て
下

さ
っ
て
い
る
の

だ
と
職

員
の

皆
さ
ん
に
は

感
謝

す
る
ば

か
り
で
す
。
先

日
の

台
風

の
際

も
た
い
へ

ん
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
個

人
の

思
い
は

オ
ガ
ー
ル

保
育

園
が

職
員

・
父

兄
・
子

ど
も
達

み
ん
な
が

満
足

で
き
る
園

に
な
っ
て
欲

し
い
で
す
！

1
5
9
8

古
館

男
性

1
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

子
供
い
な
い
町

に
商

行
施

設
が

少
な
す
ぎ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
が

な
い
。
服

を
買

う
と
こ
ろ
が

な
い
。
活

気
は

感
じ
ら
れ

な
い
。
紫

波
町

に
就

職
で
き
る
と
こ

ろ
が

な
い
。
中

央
駅

前
も
さ
び
し
い
。
店

が
な
い
。

1
5
9
9

日
詰

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

4
2
ご
み

の
分

別
種

類
が

多
す
ぎ
る
の

で
減

ら
し
て
欲

し
い

1
6
0
1

古
館

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
子
供
い
な
い

役
場

の
建

物
に
つ
い
て

搬
入

の
仕

事
を
行

っ
て
い
る
友

人
よ
り
、
紫

波
町

役
場

の
建

物
は

机
な
ど
の

設
置

を
し
た
際

に
床

の
ゆ
が

み
や

傾
き
な
ど
手

抜
き
建

築
で
は

な
い
か

と
指

摘
が

あ
り
ま
し
た
。
町

民
税

な
ど
で
建

て
た
役

場
が

手
抜

き
建

築
だ
と
す
る
と
残

念
で
す
。
一

度
、
調

査
し
て
み

て
は

？

1
6
0
3

志
和

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人
以
上

3
有

線
放

送
が

な
く
な
っ
て
か

ら
、
情

報
を
自

ら
と
り
に
い
か

な
け
れ

ば
、
弱

者
に
情

報
が

届
か

な
く
な
っ
て
い
る
。
又

、
中

央
部

分
と
、
東

西
部

分
の

サ
ー
ビ
ス
に
差

が
つ
い
て
い
る
。
一

人
一

人
が

自
立

で
き
る
よ
う
な
公

共
サ

ー
ビ
ス
を
求

め
る
。

1
6
0
5

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家
・
賃
貸

2
子
供
い
な
い
紫

波
中

央
駅

周
辺

ば
か

り
整

備
さ
れ

て
い
ま
す
が

、
他

の
地

区
か

ら
不

満
が

出
て
い
る
事

、
知

っ
て
い
ま
す
か

？
1
6
0
7

水
分

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

4
子
供
い
な
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
か

ご
当

地
ヒ
ー
ロ
ー
の

よ
う
な
物

を
作

っ
て
、
町

を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ

う
が

良
い
と
思

う



ー 72 ー

ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住

期
間

住
居

別
世

帯
人

数
子

供
数

自
由

回
答

1
6
0
8
佐

比
内

男
性

7
0
代

以
上

農
林

業
持

ち
家

6
人
以
上

2
紫

波
町

に
限

ら
ず
、
熊

・
鹿

の
被

害
で
大

変
困

っ
て
い
ま
す
。
数

を
減

ら
さ
な
い
事

に
は

始
ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
思

い
切

っ
た
駆

除
を

お
願

い
し
ま
す
。

1
6
1
0

古
館

女
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い

ほ
た
る
の

い
た
川

を
取

り
戻

し
て
欲

し
い
で
す
。

特
産

品
が

増
え
て
る
こ
と
が

嬉
し
い
の

で
、
農

業
支

援
を
充

実
さ
せ

た
方

が
い
い
と
思

い
ま
す
。

温
泉

を
も
っ
と
増

や
す
か

、
新

し
く
し
て
欲

し
い
。
隣

に
医

大
が

で
き
た
の

で
、
環

境
が

悪
く
な
ら
な
い
か

不
安

で
す
。

ＩL
C
反

対
！

山
を
け
ず
れ

ば
水

質
が

悪
く
な
る
の

で
は

？
温

泉
も
で
な
く
な
る
の

で
は

？
有

害
物

質
が

で
る
の

は
？

1
6
2
3

古
館

女
性

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
皆

か
ら
の

大
切

な
お
金

。
必

要
な
時

に
必

要
な
事

に
し
っ
か

り
使

っ
て
欲

し
い
。

又
、
地

区
の

い
ろ
い
ろ
の

団
体

役
員

あ
り
す
ぎ
の

よ
う
な
気

も
す
る
の

で
（
た
ぶ

ん
補

助
も
出

て
い
る
？

）
こ
れ

か
ら
の

事
を
考

え
、
ま
と

め
ら
れ

る
と
こ
ろ
は

ま
と
め
て
少

な
く
し
て
欲

し
い

1
6
2
4

彦
部

女
性

5
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

1
3
紫

波
二

中
の

事
で
す
が

、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

工
事

を
す
る
と
の

事
。
体

育
祭

と
か

野
球

部
の

練
習

と
か

は
ど
の

よ
う
な
考

え
で
し
ょ
う
か

。
説

明
が

は
っ
き
り
し
な
い
の

で
子

ど
も
達

が
不

安
に
思

っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達

に
し
っ
か

り
と
説

明
を
し
て
ほ

し
い
で
す
。

1
6
2
7

赤
石

男
性

7
0
代

以
上

無
職

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

2
子

供
い
な
い
役

場
の

行
政

全
般

に
上

か
ら
目

線
に
感

じ
る
。
住

民
あ
っ
て
の

役
場

で
あ
る
と
の

認
識

が
少

な
い
。

物
事

を
決

め
る
時

に
住

民
の

立
場

に
な
っ
て
も
っ
と
考

え
行

動
し
て
欲

し
い
。

1
6
2
8

彦
部

男
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い
中

央
駅

周
辺

ば
か

り
が

発
展

し
、
西

・
東

部
や

日
詰

商
店

街
が

さ
み

し
く
感

じ
る
。
オ
ガ
ー
ル

エ
リ
ア
に
他

地
域

の
若

者
を
集

め
る
事

に
力

を
入

れ
す
ぎ
て
、
地

元
紫

波
町

民
に
優

し
く
な
い
新

し
い
環

境
づ
く
り
に
ば

か
り
目

を
向

け
て
い
る
様

に
感

じ
る
。

1
6
3
2

赤
石

女
性

4
0
代

自
営

業
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

4
子

供
い
な
い
巨

大
な
野

菜
工

場
を
作

っ
て
も
ら
い
た
い
。

1
6
3
6

志
和

女
性

4
0
代

専
業

主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

6
人
以
上

2
道

路
修

理
（
通

学
路

、
ス
フ
ァ
ル

ト
の

ひ
び
割

れ
＆

雑
草

）
街

灯
設

備
ポ
ー
ル

設
置

（
折

れ
て
い
る
本

数
が

多
す
ぎ
る
）

1
6
3
7

志
和

女
性

2
0
代

学
生

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

5
子

供
い
な
い

紫
波

中
央

駅
周

辺
だ
け
で
な
く
他

の
地

域
も
活

性
化

し
て
ほ

し
い
！

！
紫

波
町

内
で
バ

ス
を
運

行
し
て
ほ

し
い
！

！
（
駅

ま
で
が

遠
い
か

ら
！

！
）

紫
波

三
中

の
プ
ー
ル

は
新

し
く
な
る
の

で
す
か

？
（
も
の

す
ご
く
古

い
で
す
よ
？

！
）

1
6
4
0

水
分

女
性

5
0
代

専
業

主
婦

5
-
1
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

行
政

の
取

り
組

み
が

な
か

な
か

伝
わ

ら
な
い
の

は
町

民
の

側
の

意
識

に
も
問

題
が

あ
る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
す
み

ま
せ

ん
。
た
だ
、
良

い
取

り
組

み
で
も
内

容
が

伴
わ

ず
期

待
は

ず
れ

の
こ
と
も
多

い
と
思

い
ま
す
。

以
前

、
食

品
添

加
物

と
食

中
毒

に
関

す
る
講

座
に
参

加
し
た
時

、
講

師
の

レ
ベ
ル

の
低

さ
に
強

い
憤

り
を
感

じ
、
町

長
さ
ん
に
お
話

い
た

だ
い
た
ほ

う
が

、
よ
り
わ

か
り
や

す
く
、
た
め
に
な
っ
た
の

で
は

と
思

い
ま
し
た
。
（
講

師
は

県
職

員
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
）

専
門

知
識

を
生

活
レ
ベ
ル

ま
で
か

み
砕

い
て
わ

か
り
や

す
く
伝

え
る
こ
と
が

大
切

だ
と
思

い
ま
す
。

1
6
4
2

赤
石

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
子

供
い
な
い
町

内
に
仕

事
が

な
い
。
農

業
が

中
心

で
あ
り
、
任

期
付

き
が

多
い
の

で
安

定
し
た
生

活
は

む
ず
か

し
い
と
思

い
ま
す
。

1
6
4
3

日
詰

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

4
2
除

雪
作

業
は

も
う
少

し
き
め
細

か
く
作

業
し
て
ほ

し
い
で
す
。
除

雪
ル

ー
ト
に
入

っ
て
い
る
は

ず
の

道
で
す
が

、
昨

年
は

苦
情

の
電

話
を

入
れ

て
か

ら
初

め
て
除

雪
さ
れ

ま
し
た
。
苦

情
入

れ
な
け
れ

ば
除

雪
し
て
く
れ

な
い
の

で
す
か

？

1
6
4
5

古
館

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

借
家
・
賃
貸

4
2
待

機
児

童
ゼ
ロ
へ

1
6
5
1

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

持
ち
家

6
人
以
上

3

・
町

中
央

部
だ
け
注

力
す
る
の

で
は

な
く
、
川

東
・
三

中
学

区
に
人

が
集

ま
る
施

設
の

建
設

を
望

み
ま
す
。
（
大

型
商

業
施

設
、
大

型
公

園
等

）
・
出

生
届

を
提

出
し
に
役

場
へ

言
っ
た
際

、
窓

口
の

方
が

「
お
め
で
と
う
」
の

言
葉

も
な
く
、
出

生
届

の
間

違
い
を
指

摘
し
た
の

に
は

心
底

ガ
ッ
カ
リ
し
た
。

1
6
5
2

長
岡

女
性

2
0
代

勤
め
人

町
外

5
年
未
満

持
ち
家

4
2

紫
波

の
中

心
部

（
紫

波
中

央
駅

、
古

館
駅

前
）
の

み
開

発
が

進
み

賑
っ
て
い
る
が

、
水

分
・
長

岡
な
ど
の

中
心

部
以

外
の

こ
と
も
考

え
て

ほ
し
い
。

公
園

や
ス
ー
パ

ー
、
学

校
、
保

育
園

な
ど
・
・
・
な
に
も
無

く
て
住

み
に
く
い
。
全

て
に
お
い
て
遠

す
ぎ
る
。
車

が
な
い
と
生

活
で
き
ま
せ

ん
。

1
6
5
4

長
岡

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
最

初
の

質
問

の
妊

娠
・
出

産
と
育

児
は

、
質

問
を
分

け
た
方

が
回

答
し
や

す
い
で
す
。

1
6
6
3

赤
石

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
2
・
「
わ

か
ら
な
い
」
で
は

な
く
「
知

ら
な
い
」
と
い
う
解

答
欄

が
あ
れ

ば
答

え
や

す
か

っ
た
。
そ
も
そ
も
町

政
に
つ
い
て
知

ら
な
い
こ
と
が

多
か

っ
た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
は

町
内

の
方

ラ
ン
ダ
ム
に
送

っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か

。
割

と
ひ
ん
ぱ

ん
に
送

ら
れ

て
来

ま
す
。
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ID
地

区
性

別
年

代
職

業
通

勤
先

居
住
期
間

住
居

別
世
帯
人
数

子
供

数
自

由
回

答

1
6
6
4
佐

比
内

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

2
個

々
で
意

見
は

出
し
て
い
る
人

が
多

い
と
思

う
が

、
計

ら
れ

る
時

は
結

論
あ
り
き
で
行

政
は

聞
い
て
く
れ

る
と
こ
ろ
が

な
く
と
ざ
さ
れ

る
事

が
多

い
。
非

常
に
残

念
。

1
6
6
7

古
館

5
0
代

そ
の

他
町

外
3
0
年

超
持

ち
家

2
子

供
い
な
い
古

館
駅

前
の

開
発

や
矢

巾
町

の
駅

の
よ
う
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

設
置

が
あ
る
と
高

齢
者

も
利

用
で
き
る
の

で
は

な
い
か

と
思

う
。
駅

周
辺

の
外

灯
を
増

や
す
と
夜

間
も
安

心
で
は

な
い
か

と
思

う
。

1
6
6
9

彦
部

女
性

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

2

一
貫

校
の

コ
ン
セ
プ
ト
が

な
い
。
税

金
の

ム
ダ
で
は

な
い
か

？
さ
わ

や
か

号
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
も
い
い
の

で
は

な
い
か

？
給

食
の

献
立

、
仕

入
先

が
微

妙
。
廃

棄
率

が
多

く
な
い
か

？
水

源
は

町
か

国
で
管

理
し
て
ほ

し
い
。

1
6
7
1

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
子

供
い
な
い

古
館

駅
前

の
交

通
整

備
は

全
然

進
ん
で
い
な
い
。
日

詰
駅

、
紫

波
中

央
駅

と
比

べ
る
と
、
天

と
地

の
差

。
少

し
の

交
通

整
備

と
自

販
機

置
い
て
終

わ
り
で
す
か

？
駐

輪
場

は
未

だ
ボ
ロ
ボ
ロ
、
駐

車
場

も
少

し
し
か

な
い
ま
ま
。
古

館
地

区
に
力

を
入

れ
る
気

が
全

く
な
い
と
し

か
思

え
な
い
。
医

療
に
関

し
て
も
、
婦

人
科

健
診

を
2
0
代

か
ら
行

っ
て
い
る
町

、
毎

年
案

内
す
る
町

も
あ
る
と
聞

い
た
。
3
0
代

で
子

供
が

産
め
な
く
な
っ
た
身

と
し
て
は

、
こ
れ

以
上

同
じ
よ
う
な
境

遇
に
な
る
人

が
い
な
い
よ
う
祈

る
ば

か
り
。
あ
ま
り
町

活
動

に
関

心
が

な
い
の

で
、
何

の
活

動
を
し
て
い
る
の

か
分

か
ら
な
い
。
日

詰
地

区
の

み
力

を
入

れ
て
い
る
印

象
し
か

な
い
。
イ
オ
ン
は

有
難

い
が

。
子

育
て
支

援
も
矢

巾
の

ほ
う
が

使
い
易

い
と
友

人
が

言
っ
て
い
た
の

で
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
年

齢
制

限
と
施

設
の

充
実

）
1
6
7
2

赤
石

男
性

3
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

4
2
自

分
の

子
供

た
ち
も
安

心
し
て
生

活
で
き
る
紫

波
町

を
こ
れ

か
ら
も
作

っ
て
く
だ
さ
い
。

1
6
7
5

古
館

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

1
0
-
2
0
年

持
ち
家

6
人

以
上

3
児

ど
う
手

当
て
を
増

や
し
て
ほ

し
い
。
高

校
ま
で
は

支
給

し
て
ほ

し
い

1
6
7
7

日
詰

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

3
子

供
い
な
い
紫

波
ネ
ッ
ト
以

外
に
一

般
に
情

報
発

信
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か

？
そ
れ

は
知

ら
し
め
ら
れ

て
い
る
の

で
し
ょ
う
か

？
1
6
7
8

古
館

男
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

1
子

供
い
な
い
古

館
駅

前
の

道
路

が
危

険
（
見

通
し
が

悪
い
）

1
6
8
1

志
和

女
性

6
0
代

専
業
主
婦

3
0
年

超
持

ち
家

6
人

以
上

3

・
町

の
中

央
役

場
付

近
だ
け
栄

え
て
、
川

東
・
西

は
過

疎
か

し
て
、
子

供
も
少

な
く
、
小

学
校

が
統

合
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状

態
で
す
。

何
か

栄
え
る
業

を
作

っ
て
下

さ
い
。

・
足

が
不

自
由

な
人

で
も
サ

ー
ク
ル

に
参

加
で
き
る
よ
う
な
、
サ

ー
ビ
ス
が

あ
れ

ば
良

い
と
思

い
ま
す
。
家

の
前

の
道

が
悪

い
の

で
、
ど
う

か
舗

装
し
て
ほ

し
い
で
す
。

1
6
8
3

古
館

女
性

6
0
代

無
職

3
0
年

超
持

ち
家

2
2

1
.個

人
の

意
見

を
尊

重
す
る
こ
と

2
.高

齢
者

の
体

力
向

上
の

機
会

を
保

持
し
、
宣

伝
し
、
実

践
し
て

3
.子

ど
も
、
若

い
人

を
大

事
に
し
、
夢

あ
る
町

政
に
（
未

来
の

設
計

を
）

4
.町

職
員

の
仕

事
の

様
子

。
パ

ソ
コ
ン
に
向

き
合

い
な
が

ら
も
、
住

人
の

声
を
大

切
に
！

1
6
8
4

長
岡

5
0
代

勤
め
人

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

2
3

・
健

診
の

件
で
す
。
世

の
中

ガ
ン
に
か

か
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
中

、
乳

が
ん
・
子

宮
ガ
ン
の

検
診

も
2
0
代

～
に
し
て
ほ

し
い
（
1
8
才

～
と

か
）

・
紫

波
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新

が
遅

い
！

！
（
有

線
が

な
く
な
っ
た
今

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

よ
り
情

報
に
あ
ふ

れ
た
も
の

に
し
て
ほ

し
い
）

1
6
9
1

日
詰

女
性

7
0
代
以
上

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
内

3
0
年

超
持

ち
家

2
2
①

待
機

児
童

が
無

く
な
れ

ば
、
若

い
人

も
働

け
て
い
ろ
ん
な
面

で
（
町

で
は

税
金

収
入

に
も
な
る
の

で
は

？
）
良

い
と
思

う
。

②
農

業
の

方
々

は
熊

・
タ
ヌ
キ
・
鹿

他
増

え
す
ぎ
て
、
作

物
を
荒

ら
さ
れ

て
困

っ
て
る
事

と
思

う
。
町

で
は

何
か

良
い
案

と
か

考
え
て
ほ

し
い
。

1
6
9
6

古
館

男
性

5
0
代

勤
め
人

町
外

3
0
年

超
持

ち
家

4
2
人

口
流

出
を
減

ら
す
よ
う
、
又

町
内

で
働

く
こ
と
が

出
来

る
様

に
企

業
誘

致
に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
定

住
す
る
仕

組
み

を
つ
く
る
事

が
大

事
だ
と
思

う

1
7
0
1

古
館

女
性

3
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

5
年

未
満

持
ち
家

4
2

「
紫

波
は

子
そ
だ
て
し
や

す
い
」
と
い
う
話

を
本

気
に
し
て
引

越
し
て
き
ま
し
た
。
土

地
を
買

い
、
家

を
建

て
ま
し
た
。
2
年

以
上

に
な
り
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
保

育
園

の
引

き
受

け
O
K
が

で
ま
せ

ん
。
そ
の

為
、
以

前
住

ん
で
い
た
遠

く
の

施
設

へ
あ
ず
け
て
仕

事
に
行

っ
て
い
ま

す
。
家

は
紫

波
に
あ
り
ま
す
が

、
仕

事
先

、
保

育
園

は
遠

く
の

地
域

で
す
。
そ
の

た
め
ス
ー
パ

ー
等

も
町

内
の

利
用

度
は

低
い
で
す
。
子

そ
だ
て
に
必

要
な
施

設
、
受

け
入

れ
態

勢
が

整
っ
て
い
な
い
と
分

か
っ
て
い
た
ら
、
こ
の

町
に
引

越
し
て
く
る
こ
と
は

無
か

っ
た
。
と
て
も

後
悔

し
て
い
ま
す
。
周

囲
の

友
人

に
も
こ
の

事
実

を
広

く
伝

え
て
い
ま
す
。

1
7
0
2

赤
石

男
性

1
0
代

学
生

町
外

1
0
-
2
0
年

借
家

・
賃

貸
1

子
供

い
な
い
今

は
も
う
住

ん
で
い
な
い
が

た
ま
に
帰

る
と
よ
い
町

と
感

じ
る

1
7
0
4

古
館

女
性

4
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

町
外

2
0
-
3
0
年

持
ち
家

3
1
古

館
駅

前
の

整
備

を
早

く
し
て
欲

し
い
。
何

年
も
前

か
ら
言

わ
れ

て
い
る
は

ず
。
乗

降
人

数
も
送

り
迎

え
の

車
も
多

い
の

に
狭

す
ぎ
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
が

欲
し
い
。

1
7
0
5

志
和

7
0
代
以
上

自
営

業
1
0
-
2
0
年

持
ち
家

5
1
オ
ガ
ー
ル

上
層

管
理

者
が

偏
っ
た
見

解
を
持

っ
て
い
る
。
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ID
地
区

性
別

年
代

職
業

通
勤
先

居
住

期
間

住
居
別

世
帯

人
数

子
供
数

自
由
回
答

1
7
0
6

志
和

そ
の
他

5
0
代

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト

町
外

3
0
年
超

持
ち
家

4
2

町
民
意
識
調
査
の
自
由
意
見
で
す
が
記
入
欄
が
小
さ
い
た
め
に
別
紙
で
書
き
ま
す
。
町
民
意
識
調
査
の
質
問
の
書
き
方
が
偏
っ
て
は

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

例
え
ば
、
一
番
目
の
質
問
「
安
心
安
全
な
妊
娠
・
出
産
・
育
児
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
」
の
よ
う
に
、
全
て
の
質
問
が
行
政
の

政
策
が
出
来
て
い
る
よ
う
な
先
入
観
を
持
ち
、
そ
れ
に
対
し
て
回
答
し
て
い
る
た
め
に
正
確
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
出
来
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

質
問
自
体
が
断
定
的
な
文
面
で
あ
る
た
め
、
質
問
を
読
ん
だ
段
階
で
質
問
者
側
に
都
合
の
い
い
回
答
に
誘
導
す
る
手
法
で
、
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
お
い
て
誘
導
尋
問
の
印
象
を
受
け
ま
す
。

例
え
ば
「
紫
波
町
は
安
心
安
全
な
妊
娠
・
出
産
・
育
児
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
よ
う
に
、
回
答
者
に
対
し
て

投
げ
か
け
て
中
立
的
な
判
断
を
委
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
な
い
と
実
施
す
る
意
味
が
な
く
、
成
果
と
し
て
は
町
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
と
い
う
実
績
だ
け
で
す
。

そ
れ
と
、
重
要
度
の
選
択
項
目
に
つ
い
て
は
個
人
個
人
の
主
観
は
あ
り
ま
す
が
６
８
の
質
問
は
ほ
と
ん
ど
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

あ
え
て
選
択
肢
に
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
調
査
方
法
に
つ
い
て
回
答
者
が
偏
っ
た
先
入
観
を
持
た
な
い
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
り
方
を
皆
さ
ん
で
い
ち
か
ら
勉
強
を
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
こ
の
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
を
し
て
い
る
状
態
で
は
、
紫
波
町
第
三
次
総
合
政
策
の
策
定
を
貴
課
に
任

せ
て
よ
い
か
と
い
う
危
機
感
を
覚
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
記
入
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
読
み
直
し
内
容
に
疑
問
を
感
じ
た
の
で
４
／
４
ペ
ー
ジ
以
外
は
無
回
答
と
し
て
の
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

1
7
0
7

日
詰

女
性

4
0
代

勤
め
人

町
外

5
-
1
0
年

持
ち
家

4
2
日
詰
ま
つ
り
、
３
日
間
や
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
や
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
１
日
中
、
町
を
歩
い
て
疲
れ
ま
す
。
や
り
た
い
人
だ
け
、

参
加
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
が
い
る
と
親
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ス
ト
レ
ス
で
す
。
ま
た
寄
付
金
も
6
0
0
0
円

で
高
い
で
す
。
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令和元年度 紫波町町民意識調査実施要領 

 

企画総務部企画課 

 

１ 目的 

 町の各施策に対する町民の“理解や充実していると感じる度合い”と、“重要と感じる

度合い”を定期的に調査・分析することにより、次期総合計画に反映させ、行政サービス

の向上に資するとともに各施策を展開する上での指標とする。 

 

２ 実施方法 

令和元年９月１日現在の住民登録者のうち１８歳から７５歳まで各年代から層化抽出

方式により抽出された計５,０００人に対し、郵送による調査票の配布及び回収を行う。

提出は、任意とする。 

○補足事項 

 町民意識調査は、調査票を全戸配布(２００３～２００７年)または年齢層別無作為

抽出(２００９年～)する方式により過去８回実施している。 

全戸配布（集落抽出方式）では若年層及び高齢者層の回答割合が人口分布に占める

割合と異なることから、各年代の意見が反映されるよう層化抽出方式に変更し行って

いる(２００９年～)。 

前回の回答者傾向として次の傾向が見られた。 

・年代は１０代（１８歳以上）から増加し４０代をピークに減少に転じている。 

・男女別の比率はおおよそ４：６となっている。 

なお、調査の信頼率を９５％（誤差範囲±５％）に設定した場合、全体の傾向を把

握できる最低限必要な調査数は、当町（対象は１８～７５歳の約２３，０００人）で

は約３８０人となる。 

 

３ 実施計画 

(1)  実施期日  ９月２５日（９月２５日発送） 

(2)  記入期間  ９月２５日～１０月１８日 

(3)  回収期間  ９月２５日～１０月１８日 

(4)  集計期日  １１月３０日（外部委託予定） 

(5)  報告期日  ３月（報告書「町の通信簿２０１９」発行） 

(6)  周知時期  「紫波ネット４月号（総合版）」を予定 

 

４ 調査方法 

(1) 調査項目 

①施策質問  ６８項目（現行総合計画基本計画の施策体系を基に、原則として各

項１問とする。ただし、ダブルバーレル（どちらにもとれ

る、あいまいな質問）の回避や、一項目で設問の表現が難

しい項目は分割する。（例）広聴・広報） 
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②全般的質問  ３項目（定住意識、生活全般の満足度、行政サービスの満足度） 

③自由意見   １項目（町政に関しての自由意見） 

④属性質問   ９項目（性別、年代、世帯、職業、居住地区及び期間） 

 

(2) 記入方法 

①施策質問は、「そう思う度」及び「重要度」について各項目４＋１段階で該当番

号に丸印をつける。 

②全般的質問は、各項目４＋１段階で該当番号に丸印をつける。 

③自由意見項目は、当該調査の内容に関わらず、町政に関する意見を記入する。 

④属性質問は、該当する番号に丸印をつける。 

 
５ 分析方法 

(1) 偏差値を用いた相対評価及び絶対評価 

(2) プロフィール別要因分析 

(3) 満足度及び重要度による２次元分析 

 

６ 調査票様式  別紙のとおり（Ａ３版両面印刷） 



ー 77 ー

令和元年９月   

紫波町長　熊谷　泉

　調査に関するご質問等がありましたら下記までお問い合わせください。

〒028-3392　 紫波町紫波中央駅前二丁目３-１　紫波町役場

担当 　企画総務部 企画課 総合政策室

TEL 　 019-672-2111（内線2311）

E-mail sougou@town.shiwa.iwate.jp

1 この調査は、封筒に書かれている　宛名のご本人　がお答えください。

2 あてはまる回答項目を１つ選び、番号を○で囲んでください。

　　 （例） ○○の支援を受けやすい 4 3 2 1 0 4 3 2 1 0

3 内にお答えをご記入いただく質問もあります。

 紫波町での暮らしの中で感じていること(そう思う度)と暮らしていくためにどのくらい重
要(重要度)と思われているかについてお聞きします。

ご協力のお願い

町 民 意 識 調 査

　町民の皆様におかれましては、日頃から町政にご理解とご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　町では、紫波町をさらに住みよい町とするため、まちづくりのあり方を示す
総合計画に基づいて各種取組みを進めています。
　この調査は、町内にお住まいの皆様の中から層化抽出方式により5,000人を抽
出させていただき、住民の皆様が普段どのようなことを感じ、どのような点を
重要と考えているかをお聞きするとともに、まちづくりの進捗状況を把握する
ことを目的に実施するものです。
　調査の集計結果につきましては、広報紙やホームページでお知らせいたしま
す。また、住みよく暮らしやすい町としていくための大切な基礎資料とさせて
いただきます。
　ご多忙の折、誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただきまして、ご協力
くださいますようお願いいたします。

　 調査用紙にご記入後は、同封の返信用封筒（切手不要）にて、 １０月１８日（金） までに
 ご投函ください。

記入方法 
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■個別の施策に対する質問

そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

重
要
で
あ
る

ま
あ
重
要
で
あ

る あ
ま
り
重
要
で

は
な
い

重
要
で
は
な
い

わ
か
ら
な
い

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (1)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (2)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (3)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (4)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (5)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (6)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (7)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (8)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (9)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (10)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (11)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (12)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (13)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (14)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (15)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (16)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (17)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (18)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (19)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (20)

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す

安心安全な妊娠・出産・育児ができる環境が整って
いる。

健康増進や生活習慣改善の支援が行われている。

予防接種案内が適切に行われている。

いつでも安心して医療を受けられる体制が確保され
ている。

障がい者や高齢者など誰でも安心して医療を受けら
れる体制が確保されている。

消費者保護が適切に行われている。

お互いを支え合う地域福祉が進められている。

障がい者の自立した生活の支援が行われている。

高齢者が自立した生活を継続できるよう支援されて
いる。

高齢者に質の高い介護サービスが提供されている。

町民意識調査

そう思う度 重要度

(○はそう思う度、重要度それぞれ１つ)

国民健康保険の運営が健全に行われている。

豊
か
な
自
然
と
元
気
な
産
業
が
共
栄
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

環境に対する意識を高められるような学習機会が提
供されている。

資源を有効に活用する取組が進められている。

二酸化炭素の排出抑制に効果的な取組が進んでい
る。

公害がなく、かつ、衛生的な生活環境が保たれてい
る。

ごみやし尿が適切に処理されている。

土づくりを重視した循環型農業の振興が図られてい
る。

森林が保全され、森林の有する多面的機能が維持さ
れている。

安定した農業経営ができるよう農業に取り組める環境
が整っている。

健全な食生活の実現や食文化の継承が地域ぐるみ
で進められている。
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そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

重
要
で
あ
る

ま
あ
重
要
で
あ

る あ
ま
り
重
要
で

は
な
い

重
要
で
は
な
い

わ
か
ら
な
い

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (21)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (22)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (23)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (24)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (25)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (26)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (27)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (28)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (29)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (30)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (31)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (32)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (33)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (34)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (35)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (36)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (37)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (38)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (39)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (40)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (41)

そう思う度 重要度

(○はそう思う度、重要度それぞれ１つ)

豊
か
な
自
然
と
元
気
な
産
業
が
共
栄
す

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

商工業の振興が図られている。

工業生産活動の支援や内発型産業の育成が進めら
れている。

企業誘致活動が活発に行われている。

地域の歴史・文化・人などの観光資源の連携により、
交流人口が増えている。

特産品の販売促進が図られ、町のブランド化が進ん
でいる。

雇用の維持・確保が図られている。能力開発の支援
が行われている。

防災体制が整っている。

人
と
情
報
が
つ
な
が
り
あ
う
快
適
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

機能的な市街地形成が計画的に進められている。

紫波中央駅前地区の利便性が高まり、賑わいのある
街並みがつくられている。

安全で利用しやすい道路が整備されている。

治水機能が維持されていて、河川環境が保全されて
いる。

安全で安心な水道水が安定的に供給されている。

下水道、農業集落排水、浄化槽等の整備が進んで
いる。

住宅の耐震化が進んでいる。

住宅困窮者に町営住宅が供給されている。

公園緑地が適正に管理されている。

便利な公共交通環境がある。

古館駅前の交通環境整備が進んでいる。

交通安全活動が活発に展開されている。

防犯活動が活発に展開されている。

消防・救急活動が充実強化されている。
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そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

重
要
で
あ
る

ま
あ
重
要
で
あ

る あ
ま
り
重
要
で

は
な
い

重
要
で
は
な
い

わ
か
ら
な
い

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (42)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (43)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (44)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (45)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (46)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (47)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (48)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (49)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (50)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (51)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (52)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (53)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (54)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (55)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (56)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (57)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (58)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (59)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (60)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (61)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (62)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (63)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (64)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (65)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (66)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (67)

4 3 2 1 0 4 3 2 1 0 (68)

スポーツの競技力が高まっている。

そう思う度 重要度

(○はそう思う度、重要度それぞれ１つ)

ま
ち
を
誇
り
に
思
え
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す

きめ細やかな子育て・子育ち環境が整っている。

支援が必要とされている子どもに十分な支援が行わ
れている。

小中学校で一人ひとりの資質や能力を伸ばす学習
指導の充実が図られている。

学校図書の充実や心の教育の充実が図られている。

良好な小中学校の教育環境が整備されている。

安全・安心な学校給食が提供されている。

子どもの成長を見守る地域活動が充実している。

生涯にわたって快適に学び続けられる環境が整って
いる。

芸術・文化活動の成果を活かす場が充実している。

郷土の文化的財産が適切に保存され、有効に活用
されている。

スポーツに親しむ機会が提供されている。

町有財産が効果的に活用されている。

対
話
と
協
働
で
豊
か
な
公
が
息
づ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

市民参加が進み、主体的にまちづくりに関わる人が
増えている。

まちづくりへの想いを行動に移す活動が活発に行わ
れている。

地域で支えあう地域自治活動が活発に行われてい
る。

男女共同参画の意識が浸透し、男女共同参画社会
の環境整備が進められている。

国際交流が行われ、国際性豊かな人材が育成され
ている。

情報の入手や発信ができる通信環境が整っている。

情報交流館や図書館で町の情報を総合的に得られ
る。

町の動きがみんなに伝わっている。

みんなの意見が町に届きやすい。

きめ細やかな窓口対応、住民サービスの充実が図ら
れている。
町職員が業務に必要な知識・技術を身に着けてい
る。
広域市町と連携して計画的・戦略的な行政運営が行
われている。

健全な財政運営が図られている。

税・使用料等の適正な賦課徴収が行われている。



ー 81 ー

■全般的な質問

そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

■自由意見

 今回の調査内容にかかわらず、町政に関してお気づきの点がございましたら、ご記入ください。

　※あなた個人を特定できる情報（あなたの住所・氏名・電話番号・メールアドレス等）は記入しないでください。

■最後にあなたご自身のことについてお伺いします。

 以下の項目について、あてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。

性別は 1 男性 2 女性 3 その他

年代は 1 １０歳代 4 ４０歳代 7 ７０歳代以上

2 ２０歳代 5 ５０歳代

3 ３０歳代 6 ６０歳代

1 単身（あなた１人） 4 ４人

2 ２人 5 ５人

3 ３人 6 ６人以上

1 １人 4 ４人

2 ２人 5 ５人以上

3 ３人 6 子供はいない

お仕事は 1 農林業 6 専業主婦

2 自営業 7 パート・アルバイト

3 勤め人 8 無職

4 自由業（医師・税理士等含） 9 その他 ↓

5 学生 (　　　　　　　　)

通勤、通学先は 1 町内 2 町外

お住まいのタイプは 1 持ち家 2 借家・賃貸

紫波町での居住年数は 1 　５年未満 4 ２０年～３０年未満

2 　５年～１０年未満 5 ３０年以上

3 １０年～２０年未満

居住地区は 1 日詰 4 志和 7 佐比内

2 古館 5 赤石 8 赤沢

3 水分 6 彦部 9 長岡

　本調査の質問はこれで終わりです。
　同封の返信用封筒（切手不要）に入れてポストにご投函ください。
　ご協力ありがとうございました。

紫波町は、これからもずっと住み続けたいと思える町
ですか

総合的に見て、紫波町の行政サービスについて満足
していますか

あなたは、生活全般に満足していますか

あなたの世帯は
あなたを含めて

何人ですか

お子さんは何人いますか
（現在同居されていない方も

含みます）




